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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　さっち
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　そのいち　僕と綾さんと素す敵てきな思い出（前編）







　白はく衣いの綾あやが倒たおれていた。


　と言っても、健けん一いちが幽ゆう霊れいマンションの十三階を目指している途と中ちゆうで倒れている綾を見つけるのはそう珍めずらしいことでもなかった。なにせ彼女は自分の加か減げんというのが苦にが手てなのだ。ついつい作業に集中して何も食べずに三日とか四日とか過すごしてしまったりする。


「綾さん……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　だから健一はお腹なかが空すき過すぎて力ちから尽つきてしまったのかなんて軽く考えてみたが、どうもよくよく観かん察さつしてみるとちょっと違ちがうのがわかってきた。


「……あのぉ？」


　綾は六階と七階の間の踊おどり場ばに仰あお向むけに倒れていた。しかも大の字。これが砂すな浜はまや草そう原げんなら空でも見て楽しんでるのだろうと思うところだが、ここはあいにく屋おく内ない。しかも移動途中の場所に過ぎない。


「えっと……綾さん？」


　まず仰向けというのが、どうもいつもと違うような気がした。食料を求めていた途中で力尽きたなら、おそらくうつぶせに倒れるはずだ。しかし今日の綾はどうやら上に向かっている最中に足を踏ふみ外はずして、思いっきり後ろに落ちたということらしい。


「……完全に気を失うしなっているみたいだな」


　そこまで考えが至いたると、今回はいつもとは違って危き機き的てき状じよう況きようではないかと思えてくる。


「救急車を呼んだ方がいいのかな……でも、ここって誰だれも来れないはずだから……運び出さないといけないんだよな……」


　健一は混こん乱らんする自分を感じながら、それでも落ち着こうと深しん呼こ吸きゆうをすることにした。


　もしかすると一分一秒を争う事じ態たいかもしれない。でもだからって焦あせってもしょうがない。健一はまずは呼吸を調ととのえ、もう一度、綾の方を見た。


「……ん」


　その視線の前で綾の胸が動く。健一と同じく綾も深呼吸を始めたのか胸が上下に揺ゆれる。


「綾さん？」


　どうやら意識を取り戻もどしたらしい。


「えっと……」


　健一の声に応こたえるように綾は目を開いて、それから倒れたまま目をぐるぐると回す。健一を探しているらしい。


「大丈夫ですか？」


　その様子がなんとなく普ふ段だんと違ってる気がして健一は妙みような不安を覚える。


「はい。多分、大丈夫でーす」


　そして綾が妙にハイテンションにそんな返事をする。


「多分って……」


　健一はその返事に内容もあって、思わず突つっ込こんでしまう。


「私、お医者さんじゃないですから、詳くわしいことはわからないですよー」


「……まあ、それはそうですけど」


　健一はそう呟つぶやきながら、やっぱりなんか変だなと思う。綾が変なのはいつものことだが、なんだか変さが違うというのか……綾と話しているような気がしない。


「とりあえず、大丈夫なら立ってくださいよ。ここに寝ねてると八や雲くもさんたちがびっくりしますから」


　それでも健一はそういうことは後で考えようと頭を切きり替かえると倒れている綾に手を差し伸のべようとする。しかし綾はそれに不思議そうな顔をして、それから健一の顔を見た。


「あのぉ……八雲さんって誰でしょー？」


　そしてなんだか妙な質しつ問もんをしてきた。


「……えっと」


　健一が答えに窮きゆうしていると、そこにさらに綾が質問をしてきた。


「というか、あなたはどなたですかー？」


「は？」


　健一は信じがたい質問に言葉を失うしなう。しかし綾の方はさらに不思議そうな顔をして、また信じられない質問を口にした。


「それより何より、私は誰なんでしょー？」


「えっと……」


　健一は綾の質問にどう答えたものかと考えてしまう。


　健一が知るかぎり、彼女は桑くわ畑ばたけ綾だった。世界的にも有名な造ぞう形けい家かでいつもパンツの上に白はく衣いを着ている長身の女性。化け粧しようとか身み繕づくろいとかほとんどしないが、それでもかなりの美人だとわかる。そんな女性だ。健一は綾に似たような女性を見たことはないし、双ふた子ごの妹がいるなんて話も聞いたことはない。


　だからきっと、目の前の女性は桑畑綾なのだ。そこに疑問を持っている彼女の方がおかしい……はずだ。


「記き憶おく喪そう失しつってやつかな」


　健一は自分の記憶をさかのぼり、そんな言葉に思い当たる。何かのショックで一時的に記憶が混乱するというやつかも知れない。綾は思いっきり頭を打ったようだし、それが原げん因いんでちょっと記憶がおかしくなっているのかもしれない。


「私、キオクソウシツって名前なんですか？　変わった名前ですねー。どんな字を書くんですか？」


　しかし綾は健一の独ひとり言ごとを自分への返答だと思ったらしい。


「いや……その、それは名前じゃないです」


「あ、そうなんですかー。私もそれはちょっと名前としてどうなんだろうなと思いました」


「……ですよね」


　健一はそれでまだ倒れっぱなしでニコニコしている綾を見ながら、やっぱりとりあえず助け起こすことにする。


「まずは１３０１に行きましょう。色々と話さないといけないことがありそうなので、落ちつける場所の方がいいかなと思うんですが」


「あ、はい、そうですねー」


　綾はそう言うとすっと上半身を起こした。ずっと寝ているので起きれないのかなと心配していたが、なんだかいつもより元気そうだ。


「じゃ、詳しい話は……」


　それで安心して健一が手を伸ばすと、綾もそれを握にぎり返そうと手を伸ばしてきた。


「……え？」


　しかしその途中、小さく声を上げて綾の動きが止まった。綾の表ひよう情じようも引きつって固かたまり、目だけが動いて彼女の腕うでを何度も往おう復ふくする。


「ど、どうしたんですか？」


　何か異常事態でも起こったのだろうかと健一は綾を見るが、外側からではなんなのかわからない。行動と表情以外は普ふ段だんの綾と何にも変わらないように見える。




[image: ]


「わ、私……な、なんて格かつ好こうしているですかー？」


　綾は大きく叫さけんだかと思うと伸ばしてた手を引ひき寄よせて、両腕を胸むねを隠かくすように組んだ。


「えっと……」


　健一はそれでいつもと何が違うんだろうかと思って、綾の服装を見るのだが普段と変わるところはどこにもない。違うとしたら綾の顔だ。


　しかしそこが綾にとっては一番大事なことだったのかもしれない。見る見るうちに真まっ赤かになっていく顔を見ながら、健一は本当にどうしてしまったのだろうかと思う。しかし答えが出る前に、健一の思考は吹ふき飛とばされる。


「いや───────────────────────────────！」


　そんな耳をつんざく悲ひ鳴めいが響ひびいて、健一は今度は自分が意識を失うしなう番かと思った。





「こっち見ないでくださいね……」


「はい」


　健一は綾を彼女の部屋に案内しながら、他ひ人と事ごとのように頭あたまの片かた隅すみで考え事をしていた。


　記憶喪失というよりは別人になってしまったと考える方がわかりやすそうだった。理り屈くつはよくわからないが、綾は自分や刻とき也やたちを知らない別の誰かになってしまったのだ。


　だから自分のことがわからないし、普段通りの格好が恥はずかしくてしょうがない。そういうことらしい。まあ、なんでそうなってしまったかはともかく、綾の格好が恥ずかしいというのは疑うたがいの余地はない。


　なにせ、下した着ぎはパンツだけで、上着は白はく衣いだけなのだ。まともな女性ならそんな格好で人前に出てこようとは思わないだろう。そういう意味では恥ずかしがっている理由はよくわかるのだが……どうも綾がそうなっているというのがしっくり来ない。


「ここが綾さんの部屋です」


　そして健一は十三階の四号室の前で立ち止まった。特に表ひよう札さつなど出ていないが、そこが綾が普段暮らしている部屋であることを健一は知っている。


「……入っちゃっていいんでしょうか？」


　でも当の綾は知らないらしい。


「まあ、綾さんの部屋ですし……いいと思うんですが」


　そうは言いつつわざわざ確かく認にんされると良くないことなのかもしれないなんて思ってしまう。なんだかそういうところ、本当に自分は他人に影えい響きようされやすいのかなと感じる。


「鍵かぎ……とかは？」


　綾はそう言いながら、健一の後うしろでポケットを探さぐり始めたようだった。


「多分、かかってないと思いますよ」


　しかし健一はきっと必要ないだろうと思って、試ためしにドアノブを回してみる。


　そして思った通り、ドアはあっさり開く。


「不ぶ用よう心じんですね……」


　そしてその状じよう況きように後ろで綾が本当に他人事のように呟つぶやくのが聞こえた。


「まあ、綾さんはそういう人ですし……」


　健一はやはり別べつ人じんのようだなと思いながら、目をつぶると綾に道を譲ゆずる。そしてそれに気づいたのか綾は彼の前を通り過ぎながら、また変なことを呟いた。


「そうなんですか……それは勉強になります」





　　　　○





「……何してるの？」


　そう尋たずねてきたのは冴さえ子こだった。まあ、自分が綾の部屋の前で待っていたら、それは変だろうと健一は思う。


「いや、綾さんが階かい段だんから落ちて頭を打ったみたいで」


　健一はそこまで言ってから、後あとはどう説明したものかと思った。頭を打ったらしいのは単なる事実だが、それ以降はほとんどは推すい測そくというか想そう像ぞうというかかなりあやふやな話だ。


「……大だい丈じよう夫ぶなの？」


　しかし冴子はその躊ちゆう躇ちよを綾がひどいことになっているという意味と取ったらしい。


「意い識しきは戻もどったし、元気なんだけど」


「けど？」


「なんか変なんですよ」


「……変って？」


「いや、正確には変じゃないのが変というかですね。すごく普通なんです」


「……それって何か問題なの？」


　冴子は何がなんだかわからないという顔をする。健一もまあそうだろうなあと思うが、自分でもよくわかってないのでうまく説明することができない。


「どうもショックで別人になっちゃったみたいなんですよ。それですごく普通になって」


「……えっと、それは綾さんが綾さんっぽくなくなったってこと？」


「そ、そうですね」


「それは……問題かな」


「で、白衣しか着てないのが恥はずかしいってことで……ここに着き替がえがあるはずだからと連れてきて、出てくるのを待っているところなんです」


「……まあ、普通に考えたら恥ずかしいわよね、あの格かつ好こうは」


　冴子は考えたような顔を少しだけする。


「とりあえず、私が様子を見て来た方がいいかなって思うんだけど」


「……ああ、そうですね。僕が行くとまた悲ひ鳴めいを上げられちゃうかもしれないし」


「悲鳴？」


「あ、いや、別に変なことをした訳じゃなくてですね……」


「意識が戻ったら恥ずかしい格好をしてたのでびっくりしたってこと？」


「あ、そんな感じです」


「ということは、綾さんは絹きぬ川がわ君のことを覚えてないの？」


「覚えてないというか……知らないみたいでした」


　健一は自分でも変な言い方だなと思うのだが、冴子はそれを普通に受け止めたらしく、また少し考えたような顔をして小さく呟く。


「……じゃあ、私のことも知らないのかな」


「と思いますよ。八雲さんのことも知らなかったみたいですし」


「だったらいきなり入っていったら驚おどろかせちゃうかな……」


「かもしれませんね」


　健一は順じゆん調ちように会話が進むのになんだかひどく違い和わ感かんを覚おぼえてしまう。まともじゃない話をしているはずなのに、なんでこんなに冴子はちゃんと理解してくれているのだろうかと考えずにはいられない。


「……もう少し待った方がいいかな」


　しかし冴子はそんな健一の気持ちには気づかないのか綾の心配をしているようだった。


「あんまりびっくりさせるのもよくないですよね」


　健一はそれでさっきの綾の悲鳴を思い出す。またあんな悲鳴を上げられた日には、今度は冴子が倒たおれてまた別べつ人じんのようになってしまうかもしれない。


「……あのぉ」


　しかしそんなことを心配する必要はなかったらしい。綾が１３０４のドアを開けて、そのすき間から申し訳なさそうに顔を見せたのだ。


「あ、着替え終わりました？」


　それに気づいて健一が尋ねる。


「い、一応……ですけど。ちょっとどこに服があるのかわからなくて、その辺にあったのを着ただけなんですよー」


　綾がそう言いながら着ていたのは、以前、健一が綾と買ってきた服だった。服を全然持っていない綾のために買ってきたグレーのキャミソールにマリンブルーのＴシャツ。どうやら綾のお気に入りらしく、分かりやすいところに置いてあったらしい。


「……なるほど」


「綾さんってこれしか服を持ってないんですかね？」


　綾の話なのに、綾がそんなことを尋ねてくるのはやっぱり変な気がしてしまう。


「いや、けっこう持ってるはずなんですけど」


　健一はそしてこの服を着た綾と一いつ緒しよに帰ってきたことを思い出す。あれからあんまり着ていた感じはしないが、持ち切れないほど買ってきたのだから、他の服もどこかにはあるはずだ。しかしどこにあるかまでは健一は知らないので、それで困って冴子の方を見ると、彼女もなんだか困ったような顔でこっちを見ていた。


「あ……えっと、こちら、有あり馬ま冴子さんです」


　健一は慌あわてて、綾に冴子のことを紹しよう介かいする。これで冴子のことだけ綾が覚えていたら間ま抜ぬけな気もするが、それはやっぱり無む用ような心配だった。


「どうも、はじめましてー」


　綾はにこやかにそんな挨あい拶さつを口にする。


「は、はじめまして」


　冴子もちょっと戸と惑まどった顔をしたが、それでもすぐに冷れい静せいさを取り戻したらしい。


「服のことなんですけど、前と変わってなければ、どこにあるかわかると思います」


　冴子はそう言って話題を戻した。


「そうなの？」


「ちょっと前に一緒に整せい頓とんをしたので、そのままなら」


　冴子はそんなことを言ったが、健一はどうもそれはにわかには信じがたかった。


　噓うそをついているというわけではなく、一緒に整頓という言葉から感じるそれとはきっと違ちがうだろうという気がする。放ほう置ちされていた服を見るに見かねて冴子が整理したとかそんな感じに違いない。


「あ、そうなんですか。じゃあ、ちょっと教えてください。私の部屋らしいんですけど、そんな気が全然しなくて、あんまりいじり回すのもどうかなーって」


　しかし綾の方は当然と言えば当然だが、そのあたりになんの疑問も持たずにほほ笑えみながらそんなことを口にする。


「じゃあ……とりあえず私に任せてくれる？」


　冴子は綾から健一の方へと視し線せんを移し、そう尋たずねてきた。


「あ、お願いします」


　健一はそれはそれでちょっと申もうし訳わけないななんてことも思ったが、冴子はそれを察さつしたのか念ねんを押おすようなことを口にする。


「こういう時はやっぱり女同士の方がいいでしょ、きっと」


「ですね」


　なので健一はここは冴子に従したがった方がいいのだろうとその場を去ることにする。


「じゃ、僕は１３０１の方にいますんで」


「うん。じゃあ、綾さんが着き替がえたら、そっちで」


　冴子はそう言うと健一に手を振ふって、綾と一緒に１３０４へと消えた。





　　　　○





「……大だい丈じよう夫ぶかなあ」


　１３０１で一人座すわっていると、自然とそんな言葉が口を出た。しかし冷静に考えてみるとなんのことを心配しているのか自分でもよくわからない。


　そもそも何が問題なのかという話もある。冴子ならちゃんとやってくれるだろうし、綾の変化もきっと一いち時じ的てきなことだ。とりあえず暴あばれて困るとかそういうわけでもないし、まあ、そんなに心配するようなことでもないのかもしれない。


「ごきげんよう、絹川君」


　そこにすっとドアをあけて刻也が入ってきた。八雲刻也。長ちよう身しんで眼鏡めがねをかけた健一のクラスメイト。そして１３０２に住む、通つう称しよう・管かん理り人にん。健一より以前からこの不思議な十三階に住すんでいる人間でもあった。


「あ、こんばんは、八雲さん」


　健一は我に返り、慌あわてて挨拶をするが、刻也はなんだかけげんそうな顔をした。


「……どうかしたんですか？」


「いや、有馬君が先に帰っていたようだったので、いるんじゃないのかと思ってたんだが……部屋の方だろうか。まあ、そうだろうな」


　刻也は自分でそう言いつつ、なんだか一人で完かん結けつしてしまったようだった。


「いや、有馬さんは今、綾さんの部屋にいるんですよ」


　しかし刻也の推測と現実は違う。それを健一は説明する。


「綾さんの部屋にかね？」


「ちょっと綾さんが階かい段だんから転ころがり落おちたみたいで」


「……それで看かん病びようしているのかね？　綾さんの部屋に救きゆう急きゆう箱ばこがあったとは意い外がいだな」


「いえ、そういうわけでもないんですよ」


「では、どうして綾さんの部屋に？」


「綾さんは落ちたショックでですね、どうも僕らのことや自分のことを忘れちゃったみたいなんですよ」


「……一いつ過か性せい全ぜん健けん忘ぼうというヤツかね？」


「え？」


「俗ぞくに言う記き憶おく喪そう失しつのことだが」


「いや、最初はそうかと思ったんですが、どうも別人みたいになってしまったみたいなんです」


「別人みたいにと言うと……まさかちゃんと話の通じる人間になったとか言うのかね？」


　刻也はそれならどんなにか素す晴ばらしいだろうと思ってるかのようだった。まあ、刻也は綾の奔ほん放ぽうさにはいろいろと不ふ愉ゆ快かいな思いをさせられているみたいなのでわからないでもない。


「いや、まさにそんな感じで。自分の服装が恥はずかしいって着替えてるところなんです」


「ほほう」


　刻也は短くそう呟つぶやくと、なんだか笑ったように見えた。やはり綾が自分の言う通りにちゃんとした格かつ好こうをしないことには相当に不ふ満まんを感じていたらしい。


「で、まあ、自分の部屋という感じがしないので落ち着かないってことだったので、有馬さんが手伝っているところなんです」


「なるほど……しかしとりあえず頭を打ったというなら医者に診みてもらった方がいいのではないだろうか。記憶喪失うんぬんに関して力になってもらえるかはわからないが、脳のう内ないで出しゆつ血けつなどしていたら命に関かかわる」


　でも刻也は刻也なりに綾のことを心配してはいるようだった。


「それはそうですね……かなり思いっきり打ってたみたいですし」


「そういうことなら、念のために行くように勧すすめよう。普ふ段だんの綾さんだったら自信はないが、話のわかる相手ということなら私から話してもいい」


「……そうですね」


　健一はそう言えば普段は自分が説せつ得とくする担当だなあと思い出す。それが何を意味するのかははっきりとはわからなかったが、そうでない現げん状じように健一は何だか座すわりの悪さを感じる。


「お待たせしましたー」


　そこに明るい声が響ひびいた。綾が着き替がえを終えてやってきたらしい。そう頭では理解するが、それでも一いつ瞬しゆん、健一は彼女が綾ではないような気がした。


　確かにかなり外がい見けんが違ちがった。結局、買ってきた時くらいしかかけていなかった眼鏡めがねをして、開かい襟きんのパリッとしたブラウスを着ている。化け粧しようこそしていなかったが、髪かみも少しブラシをしたらしく普段より少しボリュームを抑おさえた感かんじになっている。


　しかし健一がなんだか違うなと感じたのはきっと、そういう外がい見けんのせいだけではなかった。いつものなんだか安らぐような雰ふん囲い気きを感じない。そのせいだ。


「あれ、また知らない人が……いますね」


　しかし綾はそんな健一の戸と惑まどいと関係のない驚おどろきを口にする。


「あ、こちらが八雲さんです。八雲刻也さんです」


　それで健一は冴子の時と同じようにもう知らないのが当たり前のように説明をする。


「はじめましてー」


　それに綾はやはり同じように、にこやかに挨あい拶さつをする。


「…………」


　しかし刻也はそれに何も答えず綾の方をじっと見たままだった。


「……なんか、変ですか？」


　それで不安になったのか綾が自分の格かつ好こうを確かく認にんしながら、刻也に尋たずねる。


「あ、いや……失礼。全まつとうな格好をしているので驚いて言葉を失っていました」


　刻也がそれで我に返って、そんなことを口にする。綾はそれに驚いた顔を見せる。


「……あははは」


　そして無む言ごんになったかと思ったら、今度はお腹なかを抱かかえて笑いはじめる。


「そ、そんなおかしなことを私は言いましたか？」


「なんだかツボに入っちゃって……すみません。まじめな話だったのに」


　綾は笑うのを止めると、そう言って小さく頭を下げる。そんな反応に刻也はやはり戸惑った様子だった。


「……いやまあ、自分でもちょっと間まが抜ぬけていたような気がしますので」


「いえいえ。こっちこそ。よくわからないですけど、私は本当は皆みなさんのこと知ってるはずなんですよね？　しかも私は普段はこんな格好しない人間みたいですし」


「ま、それはそうなんですが」


　刻也は普段と違う綾のノリにかなり苦く戦せんを強しいられている様子だった。


「二人も着替えてきたらどうですか？」


　そこに綾の後ろにいたらしい冴子の声が響ひびく。


「……あ、そうですね」


　言われて見ると健一は学生服のままだった。綾が着替えている間になんで自分の部屋に戻もどらなかったのだろうと思う。


「確かに……いつまでも制服というのも問題だな」


　刻也の方を見ると、彼もやっぱり制服のままだった。いつもは朝でもちゃんとした服ふく装そうをしている彼にしては珍めずらしい状じよう況きようのような気もした。


「じゃあ、僕らはちょっと着替えてきます」


　健一はそう言いながら冴子もまだ学生服のままだと気づく。


「……私はまだちょっと綾さんと話したいことがあるし、後でいいわ」


「わかりました」


　そして健一はまあ、一いつ緒しよに戻って着替えるというのも変かなと思う。


「では、また後ほど」


　そしてその辺りをどう思ったのか刻也も席を立つと、健一と一緒に１３０１を出ていくことにしたようだった。


「絹川君」


　そして外に出て扉とびらを閉めた時、刻也が健一の名前を呼んだ。


「なんですか？」


「綾さんはああしていると随ずい分ぶんと奇き麗れいなのだな」


　刻也のそんな言葉に健一はどうコメントしたものかと思う。なんというか刻也がそういう風に女性を評ひよう価かするというのは初めて聞いたかもしれない。


「そうですね……僕も初めて見たから驚きました」


　だから健一は無ぶ難なんにそれだけ答えると、１３０２の前で刻也と別わかれた。





　　　　○





　着替えて１３０１に戻ってくるとソースの焼けた美お味いしそうな匂においが漂ただよっていた。どうやら綾がほっとしてお腹が空いたということで、冴子が焼やきそばを作ったということらしい。


「絹川君も食べる？」


　キッチンの方から、まだエプロンをしたままの冴子が尋たずねてきた。


「夕ご飯もすぐですし……ちょっとだけ」


　健一はそう答えて、運はこぶくらいはしようとキッチンの方へと歩き出す。


「そう言いながら食べるのね」


　でも健一の返事はすでに予よ想そう済ずみだったのか冴子は皿に盛もった焼きそばを持って、キッチンを抜ぬけ出だし、食しよく卓たくの方へと歩き始める。
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「私もちょっとだけ食べようかなって」


　そして健一より先に食卓にたどり着くと、そう言って笑った。


「なるほど。二人で半分こというわけですね」


　健一は冴子が少し機き嫌げんがよさそうだなと感じて、自分も座すわろうとするが、そこでさてと立ち止まってしまう。冴子と綾が向かい合って座っていたからだ。空いてる席はそれぞれの隣となり。普ふ段だんなら冴子が綾の隣に座ってる状況のような気がするが……やはりちょっと冴子も戸と惑まどっているということなのだろうか。


「隣、いいですよー」


　そんな空気に気づいたのか、綾が健一に話しかけてきた。健一は予想外のその言葉に綾の方をじっと見てしまう。


「どうしたんですか？」


　それを不ふ審しんに思ったらしい綾が尋ねてくる。


「あ、いや、そんなことを綾さんが言い出すなんて……と驚おどろいただけです」


　正直にそう答えた健一に綾はやはり不思議そうな顔をする。


「そんなに変なこと言いました？」


「いや、別に変じゃなくて……」


「ということは……綾さんがいつも変なことを言ってるってことですかー？」


「ま、そうなりますかね」


　確かにその通りなのだが、当の本人に言われるとなんだか賛さん同どうしかねる。


「あ、そうかー！」


　なのに綾は健一と冴子が醸かもし出だす微び妙みような空気に別の理由を見いだしたようだった。


「……なんですか？」


　なぜだか目を輝かがやかせている綾に健一はちょっと嫌いやな予よ感かんを覚える。


「二人のこと邪じや魔ましちゃ悪いわよねー」


　そして予想通りというか、予想外というかとにかく違うところに球たまが飛んできたという感じの状況になったのを健一は感じる。


「……えっと」


「だって絹川君と有馬さんは付つき合あってるのよね？」


　それが当とう然ぜんという顔で綾が尋ねてくる。


「付き合ってませんよ」


「え？　本当に？」


　驚いた様子で綾は冴子の方に確かく認にんを求もとめた。


「付き合ってませんよ」


　冴子は健一と同じ言葉で、綾の期き待たいを否ひ定ていする。


「でも、ここで同じ部屋で暮くらしてるよね？」


　綾が健一を見て、それから冴子を見る。


「同じ部屋と言っても、３ＬＤＫですから」


　それで冴子が淡たん々たんとそう答えた。


「……でも二人ともお年ごろなんだし」


　綾は理解できないという顔でそんなことを呟つぶやく。まあ、確かにその辺あたりはそんなに外れてもいないかもしれない。お年ごろだからではないが、健一と冴子は毎日のように体からだを重かさねているのは事実ではあった。


「絹川君にはちゃんと彼女がいますから」


　冴子がさらにその事実を口にする。


「そうなの？　じゃあ二人はどういう関かん係けいなの？　兄妹きようだいというわけじゃないでしょ？」


「まあ、血はつながっていないですけど、それに近いかもしれませんね」


「……兄妹に近い？」


　綾はどういうことなんだろうと悩なやんでいるようだった。まあ、健一にだって自分と冴子の関係を的てき確かくに語る言葉は思いつかない。家族ではないし、恋こい人びとでもないし……本当になんなんだろうと思う。


「ま、いいかー。付き合ってないなら、ここにどうぞ」


　しかし綾はそれ以上の追つい及きゆうは放ほう棄きしたようだった。結局、さっきまでの話題はなかったことにして、健一に隣となりに座すわるように言う。まあ、立ち話をしてて焼やきそばが冷さめるのもどうかと思うし、健一は言われた通り座ることにする。


「そう言えば、八雲さんの分はいいんでしょうか？」


　それで、健一はまだ戻もどってきてない刻也のことを思い出した。


「八雲さんはあんまり間かん食しよくは好きじゃないみたいだから大だい丈じよう夫ぶじゃないかしら」


　冴子は一応、その可能性も考えていたようだった。言われると健一もそんな感じがするのだが、そもそもこうやっていつも冷れい蔵ぞう庫こに焼きそばを補ほ充じゆうしているのは刻也だったりするのを考えると、その冴子の意見がどこまで正しいのかはちょっと疑ぎ問もんだった。


「ま、そんな感じですよね」


　でも健一はきっと冴子が尋ねれば、刻也は必要ないと言うのだろうと思う。そしてそうである以上、やはりいらないという判はん断だんで良いのだろうと考えることにする。


「そう言えば、刻也君は彼女いるの？」


　そんな二人の話に綾が割わり込こんでくる。


「え？」


　それが唐とう突とつだったので、健一も冴子も答える言葉を失うしなう。


「……あれ、また変なこと言いました？」


「いや、その……なんかそういう話題ってのが珍めずらしい気がして」


　健一も自分でもなんでそこまで驚おどろいたのだろうかと思ってしまう。


「さっき、二人の話を聞いたから、残りの一人のことを聞いたんだけど」


「そう言われると、全然、変じゃないですよね」


「と、思ったんだけど、やっぱり綾さんがそういうキャラじゃなかったのかな」


「というか、綾さんは八雲さんのこと、ずっと管理人さんって言ってましたし」


「彼が管理人さんなの？」


「いや、そういうわけじゃないんですけど、八雲さんが共きよう同どう生せい活かつのルールに厳きびしい人なんで、それで綾さんは管理人さんって呼んでたんです」


「なるほどー」


　綾はそれでひどく感心したようにこくりこくりと二回うなずいた。健一からすると自分で言い出した話じゃないのかという気もしたが、まあ、この目の前の綾はいつもの綾じゃないわけだから……まあ、そういうことなんだろうと思うことにする。


「それじゃ、私も着き替がえてくるから」


　そうこうしている間に冴子は焼きそばを食べ終えたようだった。半分ずつと言ったが、どうやら随ずい分ぶんと冴子の方が少なかったようだ。そして冴子はそう言いながら席を立ち、キッチンの方へと向かおうとする。


「まとめて片かたづけておきますよ」


　それに気づいて健一はそう告つげる。


「……いいの？」


　冴子は立ち止まり、そんなことを尋たずねる。それは健一に対してと言うよりはまるで自分自身へのもののように感じられた。


「作ってもらったから片づけくらいはしようかな、と」


　だから健一はそんな『言いい訳わけ』を用よう意いする。


「そうね……」


　冴子はそれでも少し迷まよったようだった。でも最後はこれ以上、健一に気を遣わせないことに決めたらしい。箸はしを整ととのえ直なおし、それからそのまま部屋を出ていった。


「ふーむ」


　健一はそんな冴子の後ろ姿をじっと見ていたらしい。ふと我に返ると隣で綾がじーっとこっちを見ていた。


「……なんですか？」


「付き合ってるわけじゃないってわりに、随ずい分ぶんと仲なかがいいなって思ったんですけどー」


「まあ、その……兄妹みたいなものですから」


　健一は反はん論ろんしがたいその状じよう況きように冴子の言い分を引ひっ張ぱってくる。しかしそれを言ってから健一はふと根こん本ぽん的てきな疑ぎ問もんを感じた。


「……というか、仲いいように見えました？」


「ん？」


「僕と有馬さんは仲よく見えます？」


「見えると思いますけど？」


　綾は何を当たり前のことを聞くんだろうと不思議そうな顔をする。


「そうなのかな……」


　でも健一の方はと言えば、実際のところどうなのかなと思ってしまう。さっきのだって仲がいいというよりは、気の遣いあいだったと思うし……。通じ合ってるという程ほどのことかと言えば、やっぱりそれも違ちがう。


「仲が悪い方がいいんですか？」


「そういうわけじゃないんですけど……仲がいい自信がないというか」


「そういうものですかね。十じゆう分ぶん、仲が良さそうに見えましたけどー」


「……じゃあ、いいです」


　健一はなんとなく話しててもきりがないと思い、焼きそばを食べることにする。綾もそれにならって暫しばらくは二人とも食事に集中した。


「…………」


　そうこうするうちに健一は、食べ方も綾は普ふ段だんと随ずい分ぶんと違うなあと思った。いつもはもっと音を立てて、それこそ子供のようにずるずると食べているイメージだったが、今日の綾は本当に大人おとなの女と言う感じで、ゆっくりと静しずかにそばを口に入れていく。


「……なに？」


　そんな様子を見られているのに気づいたのか綾が健一の方を見る。


「いや、その食べ方が……上じよう品ひんだなって」


　それに健一は素す直なおに思っていたことを口にする。


「……上品？」


「まあ、比ひ較かくの問題かもしれませんけど」


「それは綾さんは下げ品ひんな食べ方をするってことー？」


「……比較の問題ですけど」


　健一は苦にが笑わらいを浮うかべながらそう答えて、綾はそれににっこりと笑う。


「で、ちょっと考えたんですけど」


　そして綾は何か別の話題を切り出し始めたようだった。


「なんですか？」


「私のことは綾さんじゃないってことにするっていうのはどうでしょうか？」


「……と言いますと？」


　なんかかなり突とつ飛ぴな意見が出てきた。この辺はやはり綾は綾ということなのだろうかと健一は思ったが、どうもそういうわけでもないらしい。


「どうも私のことを綾さんだって思ってると皆みなさん、戸と惑まどうみたいなので、だったらもう別の人だって思ってもらった方がいいかなと」


「なるほど」


　なかなか考えているなと健一も感かん心しんする。


「というわけで、私のことは綾あや子こさんということでどうでしょう？」


　でも、名前に関してはあんまり考えてない気がしてしまう。


「……綾子さんですか？」


「あんまり綾さんから離はなれるとそれはそれでわかりづらいかなあと思ったんですけど、私、名前を付けるのとかちょっと苦にが手てなんですよね」


「子だと有馬さんもそうだから、ちょっと変えた方がいいんじゃないですかね」


「なるほどー。じゃあアヤエとか」


「うーん。なんか随分と年配の方のような気が」


「じゃあ、アヤカとか」


「ちょっと上品すぎるかなあ……あ、いや、十分、上品ですけど」


「じゃあ、アヤナとか」


「ナはちょっと双ふた子ごでいるんで」


「そうなの？　じゃあ、アヤヨとかは？」


「……うーん」


　健一はそれはそれでどうかなと思ったが、どうもあいうえお順で提てい案あんしているらしく、これ以上はもうら行とわ行しか残ってないと気づくともうこの辺で納なつ得とくしていくのがいいような気がしてきた。


「アヤヨでいいんじゃないでしょうか」


「いいかな？　じゃあアヤヨで。漢字は……夜でよと読むってことで、綾あや夜よで」


「夜ですか」


　それでは千ち夜や子こっぽいなあとも思うが、どうも本人がけっこう気に入ってそうなので、健一はその辺は譲じよう歩ほすることにした。


「夜の綾さんとか考えると、ちょっとエッチな感かんじかなあ」


「……まあ、そんな風には考えないと思いますけど」


「じゃあ、綾夜で。私のことはこれから綾夜さんって呼んでくださいねー」


　なんだかすごく恥はずかしい提案をされたような気がしたが、本人がひどく嬉うれしそうなので健一は素直にうなずくしかない。


「はい」


「で、私と綾さんは別べつ人じんということになったところで聞きたいんですけどー」


　そんな健一に綾夜は間かん髪はつ入いれず、また新しい話題を振ふってきた。


「はい。なんですか？」


「健一君と綾さんはどういう関係だったんでしょー？」


「どうって……」


　健一はまた微び妙みような質問をしてきたなと感じた。まあ、冴子との関係を聞かれるよりはまだすっきりとしているかもしれないが……普段より奇き麗れいな顔でマジマジと見られながら聞かれるとちょっと困こまってしまう。


「仲なかは良よかったんですか？」


　健一が答えづらそうにしているので綾夜は少し質しつ問もんを変かえたようだった。


「……多た分ぶん」


「多分って随ずい分ぶんと弱よわ気きですね」


「僕はそう思ってましたけど、綾さんの方がどうだったかは想そう像ぞうするしかないですし」


　とか言ってはみたが、さすがに綾が実は自分のことを嫌きらいというのはないだろうという気はした。何かというと『エッチしよう』とか言うのもからかっているというより、かなり本ほん気きっぽいし、そんなことを言う相手は他ほかにいないと思う。


「まあ、これは私の想像ですけど、多分、綾さんは健一君のこと好きだと思いますよ。だって健一君可愛かわいいじゃないですか」


　綾夜はそんなことを言って明あかるく笑わらう。


「……そ、それはどうも」


　健一はやっぱり本当に別人みたいだなと思いながら、照てれ臭くさく感かんじる。


「健一君ってモテるでしょー？」


「どうですかね……あんまりそういう気はしてないんですけど」


　健一はそう答えてみたものの、ちょっと前と今ではその辺あたりも違ちがっているのかなあと思ったりもする。


「とか言いつつ、女の子をたくさん泣なかしてるんでしょ？」


「泣かしてませんよ……多分。というかですね、早く、焼やきそばを食べましょう」


「あ、誤ご魔ま化かしましたね。じゃあ、私は食べますから健一君は話をしてください」


「……はい」


　健一はそう答えて綾夜が食べる姿を見ながら、何を話したものかと考える。


「初めて綾さんに会ったのは六月のことだったんですよ」


　でも考えてもわからないので、最初から順じゆんに話すことにする。


「六月ですか」


　綾夜は食べる合間を縫ぬってそんな合あいの手てを入れる。


「で、その時は綾さんはこのマンションの前で行いき倒だおれてたんです」


「行き倒れ……ですか」


「綾さんはちょっと加か減げんというのが苦にが手てな人で作業に熱中してると時間が経たつのを忘れてしまうらしいんですよ。で、その日も食しよく事じをするのも忘れて作さ業ぎように没ぼつ頭とうしてて、気づくともう歩くエネルギーもまともにない状じよう態たいだったから、何か食たべ物ものを買かいに行こうとして途と中ちゆうで倒れてたんです」


「……ほむほむ」


「そこに僕が通とおりかかって、通りにある自じ販はん機きでスポーツドリンクを買って飲ませて、それから……菓か子しパンを買ってきたりして、綾さんを助けたんですよ」


「なかなか衝しよう撃げき的てきな出で会あいですね」


「ああ、そうそう。綾さんはチョココロネが好きらしくて、僕が買ってきたのに入っててすごく喜よろこんでました」


「チョココロネって、あのクルクルねじれてるのですよね？」


「ええ、なんかモーメントがどうこうとかエネルギーが集中して格かつ好こういいとか」


「パンを好きな理由がエネルギーが集中してて格好いいってのは初めて聞きました」


　綾夜はそう言っておかしそうに笑う。でも健一からすれば言ったのは綾であって、それを綾夜に話して笑われるというのはなんだかくすぐったい。


「他ほかにも、あんパンの面おも白しろいところはへその部ぶ分ぶんだけとか言ってました」


「……面白いんですかね、あんパンって」


「まあ、綾さんの意見ですけどね」


　健一はそう言って自分は別に同どう意いしてないということを示しめす。それに綾夜は食べながら小さくうなずいたようだった。


「それで助けてくれたお礼がしたいって言われて、綾さんの部屋に連れて行かれて……この十三階の存そん在ざいを知ったんですよ」


　健一は綾の部屋に連れて行かれてどうなったかについては省しよう略りやくした。さすがに綾夜に話すのには抵てい抗こうがあった。


　一いつ緒しよにお風呂に入るように強きよう制せいされた揚あげ句く、襲おそわれてしまったなんて……。


「なるほど」


　そしてそのことに綾夜は特とくに興きよう味みを示さなかったようだった。


「それからは綾さんが飢うえ死じにしないように時々ご飯はんを作りに来たりしてました。放ほうっておくと本当にご飯を食べない人なんで、外まで買いに行かなくても済すむように作っておいておりたりとか」


「へー。健一君は料りよう理り得とく意いだったりするんですか？」


「家では料理担たん当とうなんで自然に覚おぼえた程てい度どですけど。有馬さんがここに住すむようになる前は料理というと僕がやってましたね」


「刻也君は料理はしないんですか？」


　健一はそう言われて、そう言えば彼が料理をするのを見たことがないなと思う。冷れい蔵ぞう庫こに色いろ色いろと買ってきてたのは彼だったのだし、健一が来る前は彼が自分で料理してたはずだが……実じつ際さいのところ、その腕うで前まえは知しらない。


「自分一人の時は作ってたみたいですけどね」


「健一君の方が上手だし任まかせているって感じですか？」


「多分、そうじゃないかと……すごく下へ手たとかそういうことはないと思うんですけど、八雲さんはバイトや勉強で忙いそがしいみたいだし、僕がやるのは抵てい抗こうないですから」


　健一はそう言いながら、絹きぬ川がわ家けに起おこった緩ゆるやかな家か庭てい崩ほう壊かいのことを思い出していた。仕事で忙しい母に代わって自分が料理をするようになったせいで、母は家に帰ってこないようになって……なんだかおかしな方向に進んでしまった。


「とか言いつつ、なんだか不ふ満まんそうですけどー」


　綾夜はそんな健一の感情を誤ご解かいしたらしい。


「いや、違ちがうんですよ。別べつのことを思い出しただけです。ちょっと家のことを」


　健一はそれでどう話したものかと思う。もっと正せい確かくにはどう話さずにすませようとかという方だったかもしれないが。


「なんだか複ふく雑ざつそうですね」


　綾夜はそんな空気を感じたのか短みじかく呟つぶやいて、あんまり聞きたくなさそうな顔をした。


「まあ、色々ありまして」


　なので健一はそれだけ言って、苦にが笑わらいを浮うかべて終わることにする。


「健一君って高校生ですよね？」


「え？　あ、そうですけど」


「なのに、大人ですよねー。話聞いてる限りだと、綾さんの方が年上なのになんだかすごく子こ供どもに感じますよー」


「……まあ、でも大人っぽいところもあるんですよ、あの人も」


「そうなんですか？」


　綾夜はそう言って、さてどこなんだろうと考え、にこっとする。


「体からだとかですか？」


「……違います」


「……それは失礼しました」


　綾夜は小さく謝あやまると、あははと笑う。そういう綾夜は綾に似ている気がした。でもそんな綾夜の顔も少しだけで、すぐに真ま面じ目めな顔に戻もどる。


「いつまでこんな状じよう況きようかはわかりませんけど、私はなるべく迷めい惑わくをかけないようにしますから、あんまり心しん配ぱいしないでくださいね」


「……あ、はい」


　健一は綾夜の意い外がいな言葉に一応、肯こう定ていの返へん事じはしたものの戸と惑まどってしまう。一いち番ばん、変化に困こん惑わくしててもいいはずの相手からそんなことを言われるとは思ってもいなかった。


「健一君の方から、ここでの生活で何か注ちゆう意いしておいた方がいいこととかありますか？」


　なのに綾夜はさっきの言葉を本ほん格かく的てきに実行する気であることを、そんな質しつ問もんで示しめす。


「……注意しておいた方がいいことですか？」


　健一は考えてしまうが、どうもそういうのもよくわからなかった。普ふ段だんはあんまりそういうのを意い識しきしてないというか、意識しなくてもいいのがこの１３０１という場所である気もする。なので考えているうちに別のことを思い出した。


「あ、そう言えば」


「なんですか？」


「念のために病びよう院いんに行っておいた方がいいんじゃないでしょうか？」


　健一は刻也が言っていたことを、綾夜に提てい案あんする。


「……ああ、そうですね。頭を打ったんですものね。急いそいで調しらべた方がいいですよね」


　そして驚おどろくほどあっさりと綾夜はそれを受け入れ、誰よりもその必ひつ要よう性せいを認にん識しきした様子を見せる。これが刻也と綾とのやりとりだったら、確かく実じつにもう少しこじれていたはずだ。


「じゃあ、これを食べたら、すぐに行ってきます。残のこしたら悪いですし」


　そう言って少し残っていた焼やきそばを綾夜は急いで食べ始める。慌あわてて食べるそのしぐさに健一は綾のことを思い出す。


「ごちそうさまでした」


　でも食べ終えて顔を上げた綾夜は、やはり綾夜っぽいキリッとした顔つきだった。





「綾さんは？」


　冴子が戻ってきたのは、健一が焼きそばを食べ終えた頃ころだった。


「病院に行くそうです」


　健一はそう答えながら、空からになった皿さらを三さん枚まい重かさねるとそれを持ってキッチンに向かう。片づけは自分がすると言った手て前まえ、冴子に手伝われるわけにもいかない。


「綾さんが一人で……行くの？」


　しかし冴子の興きよう味みはどっちかというと綾の方だったらしい。


「みたいですね。付つき添そった方がいいかなあとも思ったんですけど、一人で大だい丈じよう夫ぶみたいな話だったんで」


「……そう」


　冴子はそれで少し考えた風な顔をしたが、椅い子すのところまで来くると座すわった。


「綾あや夜よさんってことになりました」


　健一はそれで一ひと段だん落らくしたのかなと思い皿を洗いながら、そんなことを口にする。


「え？」


「綾さんだと思ってるとややこしいでしょうからって、綾夜さんってことにしてくださいって言われました」


「アヤヨ……さん」


　冴子はどう反応したらいいのかなという顔をして、健一の方を見る。


「綾さんの綾に夜って書くそうです」


「綾夜……なのね」


「最初は綾子だったんですよ。でもそれじゃあんまりにあんまりだろうって」


「それで綾夜なの？」


「けっこう途と中ちゆうもあったんですけど、あいうえお順でもうかなり最後まで来ちゃったんで、綾夜で手を打うちました」


「よ……だと、かなり苦戦したみたいね」


　冴子はその間に提案されただろう名前を想そう像ぞうして少し笑ったようだった。


「最初はアヤエとかで、もう後はしらみつぶしというか」


「それっぽいのは全部試ためしたのね」


「ええ。アヤカとかはちょっといいかなあとも思ったんですけど」


「アヤカ……はいいかな。でも綾夜もけっこういいと思う」


「最初はあんまり良くなさそうな感じでしたけど」


「え？　いや、別に……そのなじまなかっただけよ」


「じゃ、そういうことにしておきます」


　健一はそこまで話すとお皿を洗うのに集中する。別にそう汚よごれているわけでもないので、さっと汚れは落おちて、三枚ともすぐに奇き麗れいになった。


「でも、やっぱり一人は心配じゃないかしら」


　健一がタオルで手を拭ふいてると、そんな冴子の声が聞こえてきた。それで健一は冴子の座っているところへ歩きながら、返事をする。


「……心配ですかね」


　綾がって話なら確かに心配だし、自分がついていこうという気にもなるが、綾夜と話してた限かぎりでは大丈夫な気がしていた。だが、普通に考えれば記き憶おくがないも同どう然ぜんの人間のようだし、その辺あたり、何が起おこるかどうかわからないという気もする。


「もう出かけちゃったのかしら？」


　冴子はやってきた健一の顔を見て、それを尋たずねる。


「もうちょっと前ですからね……出かけちゃったかもしれませんね」


　冴子の心配そうな顔を見ると、健一は迂う闊かつだったかもしれないと思えてきた。


「でも、そんなに遠くには行ってないわよね」


「……と思いますけど」


　健一はそう答えながら、そもそも綾夜はどこの病院に行くつもりだったんだろうと考えてしまった。綾夜の記憶がどうなっているかどうかわからないが、彼女は外のことをちゃんと認にん識しきしてたりするのだろうか。


「探さがしに行ってくるわ」


　冴子がそれで立ち上がる。


「いや、僕が探して来ますよ」


　でも健一はここは冴子に任せてもいられないと思った。一人で綾夜を行かせてしまったのは自分なのだし……。


「大たい変へん、大変ですよー！」


　しかし探しに行くまでもなく、慌あわてた様子で綾夜が自分から姿すがたを見せた。１３０１のドアが勢いきおいよく開いて、その向こうに綾夜が立っていた。


「……綾夜さん？」


　健一と冴子がその登場に驚おどろいている前で、綾夜は何が大変なのかを話し始めた。


「すごい大たい金きんが部屋に転ころがってたんですー。きっと数すう千せん万まん、もしかすると一いち億おくくらいあるかもしれません。綾さんって実は何か悪いことをしている人なんですかー？」


　綾夜は自分が見たものが信じられないという様子で、ドアのところで大おお声ごえでまくしたてる。さっきまでの落ち着いた大人の女性みたいなイメージは今の彼女からは感じられない。


「それはきっと綾さんのお金です。あの人、お金に無む頓とん着じやくだから」


　健一はそんな綾夜とは打って変かわって落ち着いた調ちよう子しでそう答える。まだ出かけてなかったという辺りもあって、心配する必要はなかったなという気持ちにもなる。


「む、無頓着以い前ぜんに、あんなに大金、普ふ通つうは持ってないと思うんですけどー」


「綾さんは小さな頃から世界的な造ぞう形けい家かだったんですよ。それで錦にしき織おりさんていう優ゆう秀しゆうなプロデューサーがいるおかげで、年に何億も稼かせいでるそうです」


　とは言いつつ、健一としても細こまかい収しゆう支しは知らない。しかし綾の世せ話わをするだけで年に一千万払はらうと錦織に言われたことから想そう像ぞうするにそういうことなのだろうと思う。


「そ、そうなんですか。じゃああれは悪いお金じゃないんですねー」


「ええ。綾さんがちゃんと稼いで得えたお金です」


「……そうですか。安心しました」


　綾夜はそれで大きく深しん呼こ吸きゆうすると小さく笑って、ゆっくり部屋に入ってきた。


「あんな大金初はじめて見たので取とり乱みだしちゃいました」


　そして恥はずかしかったのか照てれたような笑えみを浮うかべる。


「まあ……驚おどろきますよね。家に無む造ぞう作さに置おいておくようなものでもないですし」


　健一は綾夜にそう言いながら、ちらと横よこ目めで冴子の方を見た。冴子はさっきから無む言ごんだったが特に不ふ機き嫌げんということもなく、突とつ然ぜんの展てん開かいについてこれなかっただけのようだった。


「これから病びよう院いんですか？」


　冴子が健一の視し線せんに気づいたのか、やっと口を開いた。


「はいー。朴ぼく東とう病院の方に行ってこようかなーと」


　それに綾夜がすごく自然にそんなことを答えた。朴東病院と言えば、けっこう立りつ派ぱな病院だ。比ひ良ら井いからだとちょっとあるが、電車で二ふた駅えき乗のればすぐの場所にある。そんな病院のことを綾夜がちゃんと知っているというのは意い外がいな気きがした。


「一人で大だい丈じよう夫ぶですか？」


「はい。場所もわかりますし、何度か行ったことがありますから」


　綾夜はそう答えるが、健一は逆に心配になってしまう。場所を知っているというのもそうだが、何度か行ったことがあるという状じよう況きようを理解できなかった。それはつまり綾がそこに行ったのを綾夜が覚おぼえていることなのだろうか。


「でもやっぱり一人だと心配ですから、僕ぼくも一いつ緒しよに行きますよ」


　だから健一はそれを提てい案あんした。冴子も心しん配ぱいしてたし、そうした方がいいだろう。


「いいですよー。余よ計けいな迷めい惑わくはかけたくないですから」


　しかし綾夜はそれをさわやかに断ことわった。


「でも、頭を打ったわけですし」


「大丈夫だと思いますよ。手がしびれたりとかしてませんし。病院に行くのだって念ねんのためなんですし、そんなことに付つき合あってもらうのも悪いですから」


「いや、気にしないください。僕は別に今日は大した用よう事じはないですから」


「でも……私、健一君と一緒だと緊きん張ちようしちゃいそうですし。あはは」


　綾夜はそんなことを言って笑った。でも健一は、綾夜が迷惑をかけるということに過か剰じように反はん応のうしているのかもしれないとも感じた。


「本当、大丈夫ですよ？　ちゃんと一人で行って帰ってこれますから」


「でも……ちょっと心配ですよね」


　健一はどうしたものかと思って冴子の方を見るが、冴子の方も困こまっている様子でこっちを見み返かえしてくる。そうなると健一としては自分で何か考えるしかない。


「えっと……僕だと緊きん張ちようするということであれば、有あり馬まさんと一緒にとか」


　自分でもいかにも苦くるしいなと健一は思うが、それは綾夜ではなく冴子の方から反はん対たいされる。


「私、病院はちょっと……好きじゃないかな」


「そうなんですか……じゃあ、八や雲くもさんは……どうかな？」


　言いかけて、確か今日はバイトじゃなかったかなと健一は思い出す。


「私がどうかしたのかね？」


　そこにちょうど刻とき也やが姿を現す。


「いや、綾夜さんが病院に行くというので、誰だれか付つき添そった方がいいんじゃないかと」


「綾夜さん？」


「あ、綾さんだと紛まぎらわしいということで、綾夜さんと呼よぶことになったんです」


「……なるほど。で、病院に行くので誰か付き添った方がいいということだったが」


「八雲さんはこれからバイトですよね？」


「うむ。まあ、まだ少しはあるが……病院に寄よってからだと確かく実じつに遅ち刻こくだろうな」


　刻也はそれでじっと黙だまって考え事を始める。自分の名前が挙あがっているということで、健一や冴子では駄だ目めとちゃんと気づいてくれているらしい。


「だから一人で大丈夫ですよー」


　皆みなが真しん剣けんに考え始めてしまったところで、綾夜がにこやかにそう告げる。


「でも……やっぱり一人だと何が起おこるかわかりませんし」


　しかし綾夜の言い分を素す直なおに認みとめるのには抵てい抗こうがあった。


「だったら、病院に行くの止やめましょうか。皆さんにそこまで心配してもらうほどのこともないと思うんですけどー」


「うーん」


　綾夜の理り屈くつは十分に理り解かいできるのだが、健一としてはやはりあれだけ豪ごう快かいに頭あたまを打うってたのを見たこともあって心配は心配だ。それは冴子も同じらしく、しかしどうしたらいいのかわからず考え事をしている。


「まあ、無む責せき任にんな物もの言いいかもしれないが──」


　そこで口を開いたのは刻也だった。


「綾夜さんが一人で大丈夫ということであれば、大丈夫ではないだろうか。ここは信しん用ようして任まかせてしまっても良いと私は思うのだが」


「ですよねー」


　それに綾夜が嬉うれしそうに同意する。


「ですかね？」


　健一は刻也の顔を見て、そう尋たずねる。刻也が綾のことでそんなことを言うとは意外な気がした。普段はどうあっても信用しないという空くう気きを発はつしているのに、綾夜に対しては随ずい分ぶんと信用しているという気がする。


「本当に大丈夫ですよ？　さっきは信じられない大金に取とり乱みだしましたけど、意外に順じゆん応のう性せいが高いですから、私」


　そして当の綾夜も刻也からの追おい風かぜを受けてかなり上じよう機き嫌げんのようだった。


「だったらいいかな」


　それで一番心配してたはずの冴子も納なつ得とくしたようだった。そうなってしまうと健一としても綾夜を信じるしかない。


「でも無理そうだったら、すぐ戻もどってきてくださいよ」


　なのでそれだけ付つけ加くわえることにする。


「はい。了りよう解かいしましたー」


　綾夜はそう言って嬉しそうに刻也の方を見る。


「途と中ちゆうまで一いつ緒しよに行きます？」


「方ほう角がくが一緒であれば」


「じゃ、ちょっと待っててください。お金持って来ますから」


　そして綾夜はにこっと一同に笑わらって見せると、また１３０１を出ていく。


「……本当に大丈夫ですかね」


　健一は綾夜が見えなくなると、やっぱり不安になって冴子に尋ねる。


「え？」


　でも冴子は別のことを考えてたらしく、健一の言葉を聞いてなかったらしい。


「いや、綾夜さんを一人で行かせてしまって大丈夫なのかな、と」


「大丈夫……というか、そうさせてあげた方がいいのかなって思ったんだけど」


　冴子は少し自信なげにそう告げて、刻也の方を見た。


「私も同どう感かんだな」


　そして刻也は言葉でそう答えると、バイトに行く気になったらしく部屋を出ていく。


「では、ごきげんよう。綾夜さんのこと、窪くぼ塚づか君にもよろしく伝えておいてくれたまえ」


「あ、はい」


　そして健一はそれでシーナのことを思い出す。シーナに綾が別べつ人じんのようになってしまったと伝えるというのは……なんだか本当に奇き妙みような話はなしのように思えた。






　そのに　僕と綾さんと素敵な思い出（後編）







「二に重じゆう人じん格かくねえ……信じられねえな、そういうの」


　綾あや夜よの話を聞いたシーナがそんなことを言うとは想そう像ぞうしていなかった。


「そ、そうなの？」


　だから健けん一いちは思わず、聞き返してしまう。


「そういうのってドラマとか漫まん画がの中の話だろ？」


「そうなのかな。なんとなくだけど、シーナはそういうの詳くわしい気きがしてたんだけど」


　そう言われてしまうと健一としてはそう言うしかない。なにせ、健一はシーナ自身がそうだろうと思っていたからだ。


　学校では評ひよう判ばんの双ふた子ごの美少女の妹いもうとの方ほう、窪くぼ塚づか日ひ奈な。しかし健一の前では天才的な歌か唱しよう力りよくを発はつ揮きする謎なぞのシンガー、シーナなのだ。性格も日奈はかなり人見知りするタイプのようだが、シーナは気さくに誰だれとでも仲良くするタイプに見える。これこそ二重人格の典てん型けいだと思ってたのだが……違ちがうらしい。それとも単に本人には自じ覚かくがないのだろうか。どうもそれも違うような気がする。


「なんだよ、それ。失しつ礼れいしちゃうぜ」


　そしてシーナはと言えば、なんだか自分が二重人格に詳しいような人間だと思われることがたいそう不ふ満まんなようだ。


「……ごめん。そんなに怒おこられるようなこととは思ってなかった」


「まったく。健一は時とき々どき、なんか信じられないこと言うよな」


「だから、ごめんって言ってるのに」


　健一は謝あやまり続つづけるが、それでもシーナの不満は消きえてはくれないようだった。


「なあ、有あり馬まもそう思うよなあ？」


　そしてシーナは、キッチンの方で何なに事ごとか準じゆん備びしている冴さえ子こに話しかける。


「え？」


　冴子はまさか自分の方に話が飛とんでくるとは思ってなかったらしい。誰の声だったか探さがすようにきょろきょろとする。


「健一って時々、信じられないような失礼なことを言うよなって話だよ」


　そのせいかシーナの話はよりストレートに健一の悪わる口くちになっていた。


「……そうかな」


「まあ、健一はたらしだからなあ。女の前では調ちよう子しのいいことばっかり言ってるのか」


　シーナは冴子の賛さん同どうが得えられず悪あく態たいをつく。


「そこまで言われるとさすがにちょっとどうかなあ……」


　だから健一も思わずツッコミを入れる。


「だってそうじゃねえかよ。彼女がいるのに綾あやさんとエッチなことしてるみたいだし、アダルトビデオを一いつ緒しよに借かりに行いったりとかさー」


　それに最初はともかく二度目はシーナのために借りにいったはずだ。それを悪く言われるとなんだかめげる。


「……それって女たらしとはちょっと違う気もするけど」


「そうかあ？　じゃあ彼女いるのに有馬と仲なかいい辺あたりとか？　さっきのもなんだかお前のことかばってるみたいだったしさー」


「そうかな……別にそこまでの話だった気はしないけど」


「そうかねえー。俺おれは愛あいを感かんじちゃったけどねえ」


「愛って……」


　健一はなんだか今日はやけに冴子との仲を冷ひやかされるなあと思う。まあそれが事実ならそれも悪わるくないが、正しよう直じきなところ冴子と自分が本当に仲がいいのかはよくわからなかった。


「愛だろ、愛！　なあ、有馬」


　しかしシーナはそれを確かく信しんしているのか、また冴子の方に話わ題だいを振ふる。


「え？」


　そしてさっき見たような状じよう況きようが繰くり返かえされる。すっかり話題が健一の方に戻もどったものと思っていただろう冴子がまた声の主ぬしを探すようにきょろきょろしている。


「有馬が健一のことをかばうから、俺は愛を感じちゃったって話」


「……そうかな」


「そうかなって……なんか健一のこと愛してないみたいだぜ、健一」


　シーナはそう言ってまた健一の方へ話を戻してきた。


「ま、シーナが期き待たいしているような愛はないんじゃないの」


「……なんだよ、その言い方は」


「シーナの言う愛っていつも下げ品ひんな話だし」


「げ、下品ってなんだよ！　俺はいつだってセンチメンタルジャーニーだぜ？」


「……なにそれ？」


「まあ、とにかく繊せん細さいで上じよう品ひんってことだ」


「そういう意味には思えないけどなあ」


　健一は本当は何だったかなと思い出そうとするが、さっぱり思い浮うかばない。シーナが言い出したと言うことは何かそういう歌でもあったんだろうか……。


「綾夜さん、ちょっと遅おそくない？」


　そんな思し考こうを冴子の疑ぎ問もんが引き戻した。


「……ですね」


　気になって時計を確かく認にんすると、そろそろ出かけてから二時間が経たとうとしていた。移動時間は往復でも三十分はかからないだろうから、順じゆん調ちようならとっくに帰っていても良い頃ころだ。


「混こんでるんだろ、きっと」


　シーナは一つの可能性としてそれを指し摘てきする。まあ、それなら良よいのだが、考えていたより重じゆう症しようだったりとか、やはり道に迷まよったりという可か能のう性せいの方が高そうだ。


「途と中ちゆうで綾さんに戻っちゃったとか……ないかしら」


　冴子がそれらとはまた別の可能性を口にする。


「それもありえますよね」


　健一は見み覚おぼえのない場所で突とつ然ぜん、意い識しきを取り戻した綾が何をするだろうかと考え、それはもう絶ぜつ望ぼう的てきに帰かえってこれそうにないなあと不安になる。


「ないだろ、それは」


　でもシーナはなんの根こん拠きよがあるのか、そう言い切る。


「……なんで？」


「だって二重人格なんてあり得えないし」


「いや、あると思うよ、僕は」


「まあ、お前がそう信じるのが自由であるように、俺には信じない自由がある」


「……それはそうだけど」


「それに、なんだか戻ってきたみたいだし」


　シーナがそう言ったかと思うと、さっきまで半はん開びらきだった１３０１のドアがすーっと開いて、綾夜が顔を見せる。


「ただいま帰りましたー」


　帰宅の挨あい拶さつを告つげる綾夜は出かけた時と一緒ににこやかな様子だった。確かに心配するようなことじゃなかったらしい。


「お帰りなさい、綾夜さん」


　なので健一はさっきまで心配してたことは忘れることにする。


「お帰りなさい」


　それは冴子も一緒だったが、シーナはやはり独どく自じ路ろ線せんのようだ。


「お帰り、綾さん」


　そんなシーナの挨拶に綾夜は不ふ思し議ぎそうな顔をして見み返かえす。


「……えっと、また新しい人？」


「ああ、シーナ君です。謎なぞのシンガー」


　健一はそう言ってシーナを紹しよう介かいするが、シーナはあくまで綾夜のことを綾として見てるのか特に挨拶をしようとはしない。


「へー。シンガーって、プロなんですか？」


　しかし綾夜は嫌いやな顔をせず、そんなことをシーナに尋たずねる。


「……ふーん」


　シーナはそれには答えず、じっと綾夜を見つめる。視し線せんの動きを見るに、顔だけじゃなく、服ふく装そうや立ち振ふる舞まいまでチェックを入れているらしい。


「なんですか？」


「……確かになんか綾さんとは雰ふん囲い気き違ちがうな」


　話を聞くだけでは抵てい抗こうしていたようだが、実際に見てシーナはそう結けつ論ろんしたみたいだった。疑わしそうだった視線が急に柔やわらかくなる。


「シーナです。よろしく」


　そしてすっと立ち上がると自じ己こ紹介をして軽く頭を下げた。そう言う時のシーナは普ふ段だん以い上じように芝しば居いがかっている。


「綾夜です。よろしくお願いします」


　でも綾夜はそれが楽しかったらしく、笑って自分の名前を告げるとシーナに握あく手しゆを求もとめた。シーナはそれに最初戸と惑まどったようだったが、にこっとわざとらしく笑うと綾夜の手をぎゅっと握にぎる。


「シーナさんはライブとかしてるんですか？」


「ライブ？　駅前のストリートライブでいいならほぼ毎日」


「ほぼ毎日……って、すごいですね」


「興きよう味みあるなら今度、観みに来くれば？」


「駅前って比ひ良ら井い駅えきのことですか？」


「もち」


「じゃあ明日辺りにでも」


　綾夜はどうやら本ほん気きらしい。今日と言わないのはさすがに今日は色々あって疲つかれているということなのだろう。


「そう言えば、綾夜さん。ちょっと遅おそかった気がするんですけど混こんでたんですか？」


　それで健一はやっぱりその辺り、確かく認にんしておこうと尋ねることにした。


「え？　いや、そんなことないですよ。十分くらいで先生に会えて、後はいくつか聞かれて念のためにレントゲンを撮とって……とかそれくらいです」


「その割にはけっこう時間かかりましたよね？」


「ちょっと寄より道みちしてきちゃいました」


　綾夜は申し訳なさそうに小さくそう呟つぶやいて苦にが笑わらいを浮うかべる。


「……寄り道ですか」


　健一はまたなんか意外な言葉を聞いたなと思う。綾は寄り道ばかりしてはいるが、それは意い図としたものではなく、気づくとそうしてしまっているというだけのことで、この場合とは随ずい分ぶんと違う気がする。


「刻とき也や君のバイト先を見学に」


　しかもその寄り道先にも健一は驚おどろいてしまう。


「……八や雲くもさんのバイト先に行ってきたんですか？」


「ええ。ほら、出かける時にちょっと一いつ緒しよだったでしょ？　その時に国こく道どう沿ぞいのファミレスでバイトしているという話を聞いたので、じゃあということで帰かえりに顔かおを出だしてみたんです」


「まあ、理り屈くつはわかりますけど」


　しかしやはりにわかには信じられない行こう動どうだなあと思う。特にそうと決まっているわけではないが、お互たがいのプライベートにはあまり干かん渉しようしないみたいなところがあるし、何より綾が刻也のバイト先にという辺あたりがかなりあり得えない感じがする。


「困ったような顔をしてませんでした？」


　その辺りは冴子も同じらしく、キッチンの方からやって来て尋たずねる。


「驚いてはいましたけど……困ってるということはなかったんじゃないかと」


　綾夜は少し上を見るような目つきになり、その時のことを思い出しているようだった。


「なら、いいんですけど」


「迷めい惑わくだったんですかねえ……私としては無ぶ事じだったことを少しでも早はやく伝つたえられるかなあと思って出かけただけなんですけど」


　綾夜はそう言いながら、やっぱりその時の刻也のことを思い出しているような顔をする。


「ああ、なるほど」


　健一は綾夜の言葉に、ちょっと感かん心しんした。単にバイト先の刻也の様子を見に行っただけかと思っていたが、そう言われてみると刻也のところに顔を見せるのはそれなりに意味のある行こう為いのような気きもする。


「でも八雲さんってウェイターの仕事をしてるんですね」


　それで安心したのか冴子がちょっと話題の方ほう向こうを変かえた。


「ああ、そうですよね。普通、男の人は裏うら方かたですよねー」


　綾夜も冴子の言こと葉ばにちょっと驚いたらしい。


「まあ、昔、皿さら洗あらいとウェイターをしているみたいに言ってましたし、どっちもやってるんじゃないですか」


　健一は刻也が自分でそう語ってた時のことを思い出し、それを指し摘てきする。


「まあ、どっちもするものかもしれないですけど、注文とかは基本的に女の人の仕事ですよね。それ考えるとバイト先に顔だしても会えるとは限かぎらなかったですよねー」


　綾夜はそう言って照てれたような笑えみを浮かべる。自分の行動が考えが足りなかったと感じたのだろう。


「女の人って言えばさ」


　そんな綾夜に向かって、さっきまで黙だまってたシーナが話しかける。


「なんですか？」


「彼女いた？　彼女？」


「彼女？」


「あいつ、彼女と一緒にバイトしているらしいんだけど」


「……彼女。どうかなあ。その話は聞いてなかったから、あんまり気にしてませんでした」


「ま、俺はいないって方に賭かけるけどね」


　そんなシーナの言葉に綾夜は不ふ思し議ぎそうな顔をする。


「え？　一緒にバイトをしてるんじゃないんですか？」


「そう言ってたけど、本当かどうかは誰だれも知らないんだよね」


「でも、そういう噓うそをつくような人には見えなかったですけど」


　綾夜はそう言いながら、ファミレスでのことをあれこれと思い出しているようだった。


「あいつは見えっ張ぱりなんだよ。絶対、そうに決まってる」


「それはそうかもしれませんねー。でもいると思いますよ」


「……それっぽいのがいたのを思い出したわけ？」


「いえ……それはないですけど。刻也君がウェイターをやってたってことは、彼女さんもきっとあの場ばにいたんですよねえ？」


「ま、そうなんじゃない？」


「……でも刻也君が気にしてる感じの女の子はいなかったですかね」
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　綾夜は結けつ局きよく、そう結けつ論ろんづけたようだった。


「だから、彼女なんていないんだって」


　シーナはそう決めつけてかかるが、冴子がそれに反はん論ろんする。


「いつも同じ日にバイトしているとは限らないし、今日はいなかっただけかも」


「ま、その可能性はあるけどさ。結局、彼女がいるってのはあいつの言葉だけだろ」


　シーナは少し不ふ機き嫌げんそうにそう呟つぶやくと健一の方を見る。


「でも八雲さんは家を出て生せい活かつ費ひを稼かせいでいるわけで、彼女の方はそこまでしなくてもいいわけだろうし、八雲さんだけ働はたらく日ってのもけっこうあるんじゃないかな」


「……ま、それもそうだな」


　シーナはそうは言いながら、やはりどうも納なつ得とくしかねるという様子だった。


「なんでシーナさんはそんなに刻也君に彼女がいないって話にこだわってるんですか？」


　そんな態たい度どが気になったのか綾夜が尋ねる。


「俺にとっては皆みんなの方がいるって話にこだわってるように見えるけどな」


「……ま、誰も見たこともないんですもんね」


「だろ？」


「でも彼、格かつ好こう良よいし、モテそうだから彼女がいても不思議はないと思いますけど」


「……ま、黙だまってれば格好良いかもしれないけど、性格は最さい悪あくだって」


　シーナは綾夜の言い分が本当に納得いかないという感じで悪あく態たいをつく。


「それは私も刻也君とあんまり話してないからわからないですけど、そういうことを言うシーナ君もあんまり性格がいいとは思えないですよ？」


　綾夜はそんなシーナを諭さとすようにそんなことを告げる。


「それは……そうだよな。でもさあ、なんか噓っぽいんだよ」


　シーナはそれで自分の態たい度どに問題があったと感じたらしく、少し大人しくなった。


「じゃ、今度、また調ちよう査さに行ってきますよ。皆みなさんが行くと角かどが立つかもしれないですけど、私なら大だい丈じよう夫ぶですよね？」


　綾夜はそんなシーナにほほ笑えみながら、そう告つげて健一、そして冴子の方も見る。


「私は別に……無む理りに知りたいとは思ってませんから」


　冴子は困こまったような顔をして、そう呟くとキッチンの方へと歩き始める。健一はそんな冴子の後ろ姿がなんだか逃にげているみたいに見えて、実はけっこう知りたがっているのかななんて思ったりもした。





　　　　○





　ライブから帰ってくると、１３０１に綾夜がいた。彼女一人だった。冴子も刻也もいない。でも綾夜は楽しそうにしていた。


「……何読んでるんですか？」


　彼女は本を読んでいるようだった。それがなぜ１３０１でなのかはよくわからないが、まあ、その辺は彼女には彼女の都つ合ごうがあるのだろう。


「あ、健一君。お疲つかれさまですー」


　綾夜は健一の質問には答えず、まずは挨あい拶さつをした。考えてみれば、そっちの方が正せい式しきな手て続つづきだろう。


「こんばんは、綾夜さん。何を読んでるんですか？」


　だから健一は挨拶からやり直す。それから彼女の向かいに座すわった。


「綾さんのことを知りたくて、この本を」


　そう言って綾夜は健一にタイトルが見えるように本を持ち上げた。


　それは隔かく月げつ刊かんアーツライフ。健一にとっては記き憶おくに強く刻きざまれている本だった。


「ああ、それですか」


　健一はそう言えば、あんまり真しん剣けんに読んだことがなかったかもしれないと今いま更さらのように思う。この本を巡めぐって色々あったせいか、自然と距きよ離りを置おいていたらしい。


「はいー」


　だが綾夜はそんなこと知るわけもない。にっこりと笑う。


「何か面おも白しろいこと書いてありました？」


「はい。それはもう驚おどろきの連続ですよ。綾さんって凄すごい人ひとなんですね、本当」


　綾夜は本を下ろすと、くるっと回して健一の方から見やすくしてくれる。


「これ、あの公園にあるヤツですよねー？」


「ですね。『時ときの番ばん人にん』って名前だとか」


「みたいですね。これ、綾さんが小学生の時に作ったんですよね。すごいなー。私、手先はあんまり器き用ようじゃないですから、もう素す直なおに尊そん敬けいしてしまいますよ」


「……なるほど」


　綾夜の気持ちはわかる気もするのだが、やはり綾夜に綾のことを褒ほめられるというのが健一にはなじめない。別べつ人じんと思うことにはしているが、綾は手先が器用で、綾夜はそうではないというのがどうにも飲のみ込こみづらい。


「健一君はあんまりすごいと思ってないんですか？」


　その辺りを綾夜は誤ご解かいしたらしい。


「いや、すごいと思ってますけど、なんだか綾夜さんが言うと、綾さんが自分で自分のこと褒めているみたいな気もして……なんか変な感じなんですよ」


「あー。そうですよね。でも、私的には全然もう同じ人って気がしなくて。憧あこがれちゃいますよ。こういう才さい能のうのある人には……って、これも健一君からしたら変ですよね？」


「そ、そうですね」


　綾夜は興奮した様よう子すではあったが、それでも客きやつ観かん的てきに自分を見るということも出来ているらしい。健一がいまいち話わ題だいにのれない理由も理り解かいできてるみたいな感じだ。


「同じ人……なんですよねえ……」


　綾夜はそれで何事か考かんがえ始はじめる。


「人は……違ちがうんじゃないですか？」


「ああ、そうですね。えっとじゃあ、体は同じってことですかね？」


「それはかなり近い気がしますね」


「じゃあ、私も何かスイッチが入れば、こういうのをババーンと作れちゃったりするんですかね？　だったらいいなあ。すごいなあ」


　綾夜はその様子を想そう像ぞうしてうっとりした目つきになる。


「まあ、可か能のう性せいはありますよね。というかけっこう高いんじゃないかと」


「じゃあ、チャレンジしてみようかなー」


　綾夜はそう言ってニッコリと笑う。まあ、そんなに本気ということではなさそうだが。


「それじゃ、明日にでも結果を教えてください」


「はいー」


　綾夜は嬉うれしそうに笑わらい、でもすぐに真ま面じ目めな顔をする。


「……でも、あんまり期き待たいしないでくださいね。私、やっぱり綾さんとは違うみたいですし」


「はい。じゃあ、そういうつもりでいます」


　そして健一はそう答えて、１３０３に帰ることにした。





「有馬さん、います？」


　１３０１にいなかったということは、きっとここにいるのだろう。健一はそう思いながら、部へ屋やに入ると冴子へと呼びかける。


「あれ、いないのかな？」


　でもそれは冴子に用があるというよりも、ただ自分が部屋に入ったということを伝つたえるのが目的だった。同じ１３０３を使っている者としてのマナーというか、気き遣づかいとかそんな感じのものだ。それが身に付いているせいか、冴子が着き替がえているところに思わず踏ふみ込こんでしまうなんてことはなかった。シーナというか日奈の着替えを覗のぞいてしまったことがあることを考えると少し不ふ思し議ぎな気もする。


「……絹きぬ川がわ君？」


　冴子はソファーに沈しずむように座すわっていた。一いつ瞬しゆん、まるで寝ねているように見えたが、そうでないことは健一は理り解かいしている。冴子が健一の知しらぬ間あいだに寝ることなど考えられない。


「調子悪いんですか？」


　だからまた弱よわっているのかなと思った。


「疲つかれちゃったのかな。綾夜さんのこともあったし」


「……ですかね」


　健一はそれはそうかなと感じる。でもなんだか冴子は綾夜と会う前から疲れていたような気がした。それがなぜかはわからないが。


「もう寝ます？」


　健一はその辺りを追つい及きゆうするのは止やめて、そう尋たずねてみた。


「……どうしようかな。疲れてるから寝たいってのもあるけど」


　冴子はそこまで言って一度言こと葉ばを区く切ぎった。


「けど？」


　その意味がわからず健一は聞き、冴子は視し線せんをそらしてそれに答える。


「寝るのも……体力いるでしょ？」


「あ、そうですよね……じゃあちょっと話でもします？」


　健一は冴子の言葉に落おち着つかない気分を感かんじながら、どうしたものかと部屋の中をきょろきょろと見み渡わたす。座るにしても、冴子の側がわというのはちょっと抵てい抗こうがあった。


「……隣となりに座ったら？」


　でも冴子はそんな健一にさっきより小さな声でそう提てい案あんしてきた。


「じゃあ、お邪じや魔まします」


　それで断ことわるのも気が引けるので健一はそんなことを言って冴子の隣に座る。そこに冴子が寄より掛かかってきて、小さな声で尋ねてくる。


「窪塚さんは帰ったの？」


「……多分。まだ部屋にいるかもしれないですけど、１３０１には寄らなかったですから」


「そう」


　冴子は短く呟つぶやいて、黙だまり込こむ。健一はその沈ちん黙もくの意い味みがわからず、考えてしまう。


「やっぱりショックだったのかなって思っただけ」


　でもすぐに冴子が答えを教おしえてくれた。


「……えっと、どういう意味ですか？」


「綾夜さんが八雲さんの味方みたいだったでしょ？」


「そうですね……普ふ段だんは綾さんと八雲さんは敵てきっぽいですからね」


　健一はそう言いながら、だからシーナは１３０１に顔を見せずに帰ったのかと今いま更さらのように気づいた。


「窪塚さんってすごい繊せん細さいよね」


　冴子がシーナをそんな風ふうに評ひようするのを初めて聞いた気がする。


「そう……なんですかね。まあ、そうなのかな」


　シーナと話している時はよくわからないことも多いが、日奈のことを考えるにそれはそうなんだろうなと思う。


　しかし繊細という意味では冴子の方がよっぽど繊細という気がする。ちょっと乱らん暴ぼうに扱あつかったら壊こわれてしまいそうな儚はかなさというのは、繊細とはちょっと違ちがうのかもしれないが。


「八雲さんはいた？」


　しかし健一が冴子のことを考えている間に、冴子は刻也のことを思い出していたらしい。


「いなかったです。だから綾夜さんが一人で本読んでて」


「本？」


「綾さんの作品を紹しよう介かいしている本を読んで、凄すごいなあって言ってました」


「……自分のことなのにね」


　健一はそう言われて、冴子はさほど綾と綾夜を区く別べつしてないのかなと感じる。


「あのままでいいんですかね？」


　だからあまり意味のある質問ではないのかもしれないが、健一はそう尋ねてみた。


「……あのままって？」


「綾夜さん、すごい幸しあわせそうなんですよね。まあ、幸せな方がいいんですけど」


「綾さんだって幸せそうだったと思うけど」


「それも、そうなんですけど」


　健一はそうは言いながら、綾から聞いた母親との確かく執しつのことを思い出す。


　確かに綾は今は幸せそうに見える。でも彼女がこのマンションにやってきたのは、決して幸せなことではなかったのだ。そして綾の言うことが本当なのであれば、いずれここから自分たちは出ていかねばならないのだ。


　綾は天才だ。でもそれゆえに孤こ独どくで、それに苦しんでいた。綾が欲ほしかったのはきっとそんな凄い才能ではなく、当たり前のように家か族ぞくで仲良くできることなのだ。


　そして綾夜ならきっとそれが出来るのだろうと健一は感じてしまう。綾夜の中で家族のことがどう位置づけられているかどうかはわからないが、彼女なら遠からず馴な染じめる。そんな気がしてしまう。しかもそれが本当は綾が望のぞんでいたことだったのではないのだろうか。


「勝かつ手てな話かもしれないけど、私は綾さんの方が好きだと思う」


　健一の沈ちん黙もくに冴子がそんなことを口にする。


「……僕もそう思いますけど」


　でも綾の幸せを考えると、それは本当に冴子が言うように勝手な話なのかもしれない。


「それに綾夜さんには悪いけど、やっぱり一時的なことでしかないと思う。綾夜さんがどうだろうと、綾さんには……関係ないんじゃないかな」


「……そうですね」


　健一は冴子の言い分はすごく正しいのだろうと感じた。しかし同時にひどく残ざん酷こくな気もしてしまう。確かに綾が望んだところで綾夜のようにはなれないのだろうし、今の状じよう況きようもただの事じ故こでしかないのだろう。


「なにも、こんな言い方しなくてもいいのにね」


　冴子の口から出たのは健一の考えたことと同じことだった。


「え？」


「自分でもひどい考え方だなって……思った」


「でも、正しい意見だと思います」


「だから……駄だ目めなんじゃないのかなって私は思ったんだけど」


　冴子はなんだか矛む盾じゆんしたようなことを言い始める。


「……えっと」


「そういう正しい意見に負けたくないから、ここに留とどまることにしたのに」


　冴子はそう言って横よこ目めで健一の顔を見る。


「そう、でしたね」


「疲つかれてると……そういうことも忘れてしまうわよね」


　冴子はそう言って上じよう半はん身しんを起こして、健一がよく見えるように少し離はなれて座すわり直なおした。それはさっきまでの元気のなかった冴子からは想そう像ぞうも出で来きない元げん気きな行こう動どうのように健一には感じられた。なんだかブランコに乗のって喜よろこぶ子供のように見える。


「僕も疲れてるんですかね」


　健一はきっとそうなのだろうなと思う。冴子がここに住すむことになった時は、もっと自分は元気で、だから冴子を引き止められた。でも今は逆ぎやくになってしまっている。


「……もう寝ねる？」


　そして冴子がさっきとは逆に、自分が聞かれたことを健一に尋たずねてきた。それは彼女が少し元気を取り戻もどしたという意味であり、寝るために必要なことを始めるかという確かく認にんだった。


「えっと……シャワーは浴あびた方ほうがいいんですかね？」


　だから健一はそう尋ね返して、冴子を困こまらせてしまった。





　　　　○





　次の日の朝、先に目めを覚さましたのは健一の方だった。


　そういう時は健一は暗いままの部屋からこっそり抜ぬけ出だす。それはなんだかすごく間の抜けたバツの悪い行こう為いなのだが、明るくすると冴子がびっくりして目を覚ましてしまうのはわかっていたので……そうする癖くせが身に付いていた。


「……やっぱり疲れてたのかな」


　部屋を出た辺あたりで、健一は一人そう呟つぶやいた。正せい確かくに数かぞえてはいないが冴子の方が先に起おきている場合の方が多い気がしていた。だから昨日の冴子の様よう子すもあって、やっぱり心配になってしまう。


「とりあえず、朝ちよう食しよくは僕が作っておくか」


　でも１３０１に入ったところで健一の頭は一度真まっ白しろになった。


「あ、おはよーございますー」


　そう言って出で迎むかえたのは紺こん色いろの服に白いエプロンを着きた女性だった。いわゆるメイド服というヤツだろうか。それを着た綾夜がキッチンのところに立っていた。


「……えっと、その格かつ好こうはどうしたんでしょうか？」


　その理由がさっぱりわからず、なんだか丁てい寧ねいに尋ねてしまう。


「変へんですか？」


「……変だと思います」


「そうですか……残ざん念ねんです」


　綾夜はそれで肩かたを落おとすと、とぼとぼと健一の方へと歩いてくる。正確には単たんに着き替がえに戻ろうとしているだけで、健一が入り口に立っているからなのかもしれないが。


「というか、本当にどうしたんですか、その格好は？」


「朝、目が覚めたので、皆みなさんの分もご飯を作ろうと思いまして。それでエプロンを探さがしてたら、これがあったので着てみたということなんですが……似に合あってないでしょうか？」


「……まあ、似合っているかどうかと言われれば似合ってると思いますが」


「でも、変ですか？」
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「……ちょっと変かなと思います」


　でも健一はちゃんと観かん察さつすると、その服がちゃんと綾夜の体にフィットしていることに気づく。綾みたいに背せが高たかくて瘦やせてて、でも胸が大きい女性にちょうどいいメイド服というのがそうそうあるのだろうか。


「自じ作さくみたいですよ」


　その疑問に答えたのは綾夜だった。


「自作？」


「綾さんが自分で作ったみたいです。型かた紙がみとかありましたから、きっと」


「……なんでまた、そんな服を」


「そこまでは私もわかりませんけど。でもせっかく作ったのなら着てみるのもいいかなあと思ったんですが……やっぱり唐とう突とつすぎですかねー」


　綾夜はそう言いながら、スカートの両わきをつかんでうやうやしく頭をさげたりした。


「まあ、寝ぼけた頭にはかなり強きよう烈れつでした」


　健一はしかし次し第だいにまあこの格好もそんなに悪くないかなあと思えてきた。考えてみたら普ふ段だんの白はく衣いパンツよりは随ずい分ぶんと大人おとなしい。


「それにしてもどうしてこんな服、作ったんですかね？　綾さんってお料りよう理りが得意なんですか？」


「いや、全ぜん然ぜん、出来ないと思いますよ」


　健一はじゃあなんのために……と考えはじめて、すぐに結けつ論ろんに達たつしてしまった。きっとこれは綾がメイドプレイをするために用よう意いしたものだ。そのために自作までしてしまう辺あたりは、さすが綾という感じもするが、あまり褒ほめてあげたい気き持もちにはならない。


「じゃあ、なんなんですかねー」


　でも綾夜は綾とは思し考こう回かい路ろがかなり違ちがうらしく、一いつ向こうに答えがわからないようだった。まあ、わかってもらっても困こまってしまうのだが。


「ま、格好はともかくとして、朝食は？」


「あ！　それなんですけど、実は私もお料理が全然出来なくてー。いや、本当、格好だけですみませんという感じなんですよ」


「じゃあ、朝食は僕が用意しますよ」


　健一はそう言って部屋の中に入る。それと入いれ替かわるように、健一の前をすり抜けて綾夜が部屋を出ていく。


「私は着替えてきますねー」


「……はい」


　そして健一はまあそうした方がいいだろうなと思いながら、綾夜を見み送おくった。





　それでも結局、次に１３０１を訪おとずれたのは綾夜だった。と言っても冴子や刻也が寝ね坊ぼうしているというわけではなく、健一が起きるのが極きよく端たんに早かったというだけだ。


「……あれ、朝ご飯は？」


　そんなこともあって、自分で作ると言ったものの健一は綾夜が戻もどってきた時にはまだほとんど何もしてなかった。


「いや、あんまり早く作り過ぎても冷さめちゃいますし。綾夜さんがもうお腹なか空すいているなら、ちゃちゃっと作りますけど」


「ああ、そういうことですか。そうですよね。あ、私はまだいいです」


　綾夜はそれで健一の言い分に納なつ得とくした様子で、キッチンの方へと歩いてくる。


「皆みんなが起おきて来くるまでもう少しあるでしょうし、ちょっと待ってましょうか？」


　そう言って健一は食しよく卓たくの方へと行こうとするが、綾夜はどうもキッチンの方に興きよう味みがあるようだった。


「まだ、そんなにお腹空いてないんですけど、朝ご飯の作り方をみたいので、作ってもらってもいいですかー？」


「いいですけど。別にそんなたいしたものは作りませんよ」


　健一はすごく勉強熱ねつ心しんだなあと思う。


「いつも作ってるのでいいですよー」


　そして綾夜はレンジを挟はさんで健一が見えるところに立ち止まると、じっと見つめてくる。


「……じゃあ、いつもの通とおりで」


　健一はそれにすごく照てれ臭くさいものを感じながら、そのまま冷れい蔵ぞう庫この方へと向かう。


　今朝のメニューはベーコンエッグだった。だからベーコンと卵たまごをとりだして、レンジの方へと戻ってくる。


「綾夜さんはコーヒーか紅こう茶ちや飲みます？」


「ああ、皆みなさんが飲むんでしたら、ついでで入れてくださいー」


「じゃあ、一いつ緒しよにコーヒーでいいですね」


「はいー」


　健一は返事をまってレンジの下の収しゆう納のう部ぶ分ぶんからフライパンとヤカンを取り出す。フライパンはテフロン加工なのでそのままコンロに載のせ、ヤカンには水を入れてやはりコンロに載せる。


「何を作るんですか？」


「ベーコンエッグです。材料はベーコンと卵。そのままですね」


「ですねー」


　それだけのことなのに綾夜は嬉うれしそうだった。子供のようなまっすぐな瞳ひとみに健一はやっぱり照れ臭さを感じながら、とりあえず綾夜の分のベーコンをフライパンに並ならべる。


　途と端たん、じゅーっと音を立て、ベーコンが美お味いしそうな香かおりを振ふりまき始める。


「……いきなり焼やいちゃうんですか？」


　綾夜が不思議そうに尋たずねる。


「ああ、このフライパンは加か工こうしてるから油あぶらとかしかなくても焦こげ付つかないんですよ」


「へー。最さい近きんは便べん利りなものがあるんですねー」


　綾夜は感心したように小さくうなずく。しかし健一の知るかぎり、そういうフライパンは健一がずっと小さかった頃ころにもすでにあった。少なくとも健一が自分で料理をするようになった時には絹きぬ川がわ家けの台所にはそれが置かれていた気がする。


「ま、そうじゃない時でも火ひ加か減げんさえ間違えなければ大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。ベーコンが油をたくさん出しますから」


　そう言いながら健一は菜さい箸ばしでベーコンを裏うら返がえす。


「そうなんですかー」


「後は卵を割わって、ベーコンと一緒に目め玉だま焼やきを作れば終わりです」


　健一は空あいている左手で卵をつかむとフライパンの縁ふちでそれにヒビを入れる。そしてそのままベーコンの上に移動させると殻からを二つに割って、フライパンに中なか身みを落とす。じゅーっと音を立てて、透とう明めいだった白しろ身みが名前の通り、白く変わっていく。


「綾夜さんは黄き身みは半はん熟じゆくの方がいいですか？」


　健一は仕上げのための時間を知るために綾夜にそんな質しつ問もんをする。


「え？　あ、はい。それよりなんかさりげなくすごいことしませんでした？」


「……え？」


「左手だけで卵割りましたよね？」


「ああ……慣なれれば簡かん単たんに出来ますよ」


「そうなんですか？　私にも出来るのかな……」


　綾夜はそう言いながら左手を左右に動かす。どうやらさっき健一がやったことを真ま似ねているようだが、なんだか踊おどってるようにしか見えない。


「はい、出来ました」


　そうこうしているうちに黄身に火が通り始めたので、健一はお皿を取り出して、ベーコンエッグをさっとよそう。


「……もう出来上がりですか？」


「ま、ベーコンエッグですからこんなもんです」


　健一はそう言いながら、今度は自分の分を作ろうとベーコンを並べる。


「でもすごい手て際ぎわがいいですよね。プロのコックさんみたいです。って、プロのコックさんの仕事っぷりなんて直じかで見たことないですけど」


　綾夜は興こう奮ふんした様子で健一を見て、それからレンジを回り込んで健一の方へと歩いてくる。


「これ、見てもいいですか？」


　そしてでき上がったばかりのベーコンエッグをじっと見つめる。


「綾夜さんの分ですから冷さめる前まえに食べちゃってください」


「あ、はい。でもちょっと出で来き栄ばえを確かく認にんしたいので、少し時間をください」


「それは構いませんけど」


「健一君の分もすぐ出来ますよね？　だから私、それまでこれ見てますね」


「そうですね。じゃあ、一いつ緒しよに食べましょう」


　健一はやっぱり少し変へんな人ひとかもと思いながら、お湯ゆが沸わくのを確かく認にんして、ヤカンの方のコンロの火を止める。


「綾夜さんは何なに飲のみます？」


「健一君と同じのでいいです」


「それだとコーヒーになりますけど」


「いいですよー」


　綾夜はその辺り、あまりこだわりがないのか、随ずい分ぶんと気き楽らくに返事をする。


「じゃ、ちょっと待っててください」


　そう言いながら健一はフライパンの方に注意を戻して、ベーコンを裏返し、次にさっきと同じように卵を割って入れる。


　それから健一はコーヒーカップを棚たなから取り出し、コーヒーを入れる準備をする。


「砂さ糖とうはいります？」


「はいー。お願いします」


　健一は返事を確認すると、自分のカップには五杯はい、綾夜のには三杯のコーヒーを入れる。五杯も入れるのは変だと昔、綾に言われたがそれで慣なれてしまってるので、減へらすと物もの足たりない。だから結局、今日に至ってもその変なままなのだと思い出す。


「綾夜さんは普ふ通つうの濃こさでいいんですよね？」


「はいー。普通で」


「じゃ、これでいいかな」


　それから同じだけ砂糖を入れてから健一は今度はお湯を注そそぐ。そしてそうこうしているうちに健一のベーコンエッグもでき上がったらしく、少し軽かるい音おとを立たて始はじめていた。





「健一君って何なん歳さいでしたっけ？」


　一口ベーコンエッグを食べた綾夜は不思議そうな顔をしてそんな質しつ問もんをしてきた。


「十五ですけど」


「十五の男の子って、こんなに料理が上手なものなんですかねー」


　綾夜の質問の意い図とはその辺へんにあったらしい。若いのに料理が達たつ者しやと言いたいようだ。


「別にベーコンエッグなんて誰でも出来ますよ」


「そうかもしれませんけど、でも誰が作ってもこれだけ出来るわけじゃないと思うんですよー。すごく手慣れてる感じでしたし」


「……そう、ですかね」


「もしかしてここって天才ばっかりが集まるマンションなんですか？　天才は天才を知るって言うか、天才同どう士しは引かれ合うみたいな感じで」


「綾さんやシーナはともかく、僕は天才って気はしませんけど」


「そうですかねー」


「単に小さい頃ころから料理は僕の担たん当とうだったんです。だからただの慣れですよ」


　健一は話しているうちに、その結けつ果か、絹川家がどうなってしまったのかを思い出してしまった。別に料理を担当したのが悪わるかったのかどうかはわからないが、両親は家に帰ってこなくなり、そして今は離はなれ離ばなれになってしまっている。


「……なんか変へんなこと聞いちゃいました？」


　それが顔に出てしまったらしく、綾夜が申もうし訳わけなさそうに尋ねてきた。


「あ、いや、別に……気にしないでください」


「じゃあ……気にしないことにしますねー」


　綾夜はそう言って笑う。健一はそんな綾夜を見て、やっぱり彼女は綾とは違ちがうなと思う。綾ならきっとそう言ったら、本当にそういう意い味みなのだ。でも綾夜の場合は気遣づかってもう言わないようにするという意味なのだろうと思う。


「そう言えば、皆みなさんはまだ起おきてこないんですかね？」


「……まだちょっと早いですかね。気にしなくてもちゃんと自分たちで起きて来ますから」


「刻也君とか毎日、ちゃんと同じ時間に起きてそうですよね」


「ですね。その辺り、すごいしっかりした人ですから」


「有馬さんは、どうなんですか？」


「まあ、寝ね坊ぼうとかはしたことないと思いますけど、時間に正せい確かくってイメージじゃないですね」


「なるほどー」


　そんなやり取りに健一は、なんだか本当に世せ間けん話ばなしという感じがしてくる。そしてそんな話がまだしばらく続いた。





「三人とも同じクラスなんですか？」


　刻也たちが起きて来た頃には、綾夜はとっくに朝ちよう食しよくを食べ終えていたが、それでも１３０１で皆と話すのを選えらんだようだった。もうすっかりぬるくなったはずのコーヒーをちびちびと飲みながら、ときどき話わ題だいに入ってくる。


「ま、ここに来るまではお互たがいのことはほとんど知らなかったですけどね」


　健一はそう言いながら、でも今もあんまりその辺へんは進しん展てんがないかもしれないなとも思う。


「というか同じ年なんですね。そっちの方が驚おどろきですよー」


「……それってどういう意味ですか？」


「え？　刻也君はもう少し上かなーとか、有馬さんも高校一年生って感かんじじゃないかなとか思ってたんだけど」


「ですかね？」


　それはつまり自分だけ子供っぽいということだろうかと健一は思う。


「私、老ふけてます？」


　でも冴子はそれとは逆に取ったらしい。


「大人おとなっぽいっていうか、色いろ気けがあるっていうか……良い意味ですよー」


　それに綾夜が慌あわててフォローを入れる。


「私は自分では子供っぽいなあと思ってるんですけど」


　冴子のそんな言葉に健一は驚いてしまう。そしてそれは健一だけではなく、綾夜や刻也も同じだった。


「……なんなの？　皆みんなしてそういう顔をして」


「いや、だって、有馬さんが子供っぽいって感じは全然しなかったですから」


　健一は冴子が不ふ機き嫌げんそうなので慌あわてて言い訳っぽいことを口にする。


「私も絹川君と同どう意い見けんだな」


　そして刻也もそれに続く。


「……そうなのかな」


　でも冴子は納なつ得とくしかねるという様子を見せる。


「別にいいじゃないですか。褒ほめてるんですよ、大人っぽくて素す敵てきだって」


　綾夜はそう言って笑うが、冴子はその辺あたりには妙みようにこだわりがあるらしい。


「というか、ここで一番、不ふ満まんを持つべきは僕だと思うんですけど」


　だから健一はそう言って話題をそらす。


「どういう意味？」


「僕が一番、子供だと思われてたってことじゃないですか」


「……そうなるかな」


「なので怒おこるのは僕の担当です」


「そうね」


　冴子はそう肯こう定ていしながら、それをおかしなことだと思っているようだった。静かにだがその顔に笑えみを浮うかべる。


「今日の朝食の片づけは誰だれの番ばんだったかな？」


　そんな会話の間あいだに刻也は朝食を食たべ終おえたようだった。


「……えっと、僕でしたっけ？」


　一応、片づけは当とう番ばん制せいになっていたが、けっこうその場のノリで決きまっていて、刻也自身もちゃんと記き憶おくしていないという珍めずらしいルールだった。


「今日は私だったかな。昨日は絹川君だったわよね」


　冴子はそう言って、だから後は自分に任まかせてくれればいいという態度を見せる。食事が済すんでないのは冴子だけだったし、食べ終わるまで待たれても落おち着つかないのだろう。


「片づけなら私に任せてください」


　でもそこに横よこから綾夜が提てい案あんしてきた。


「……いいんですか？」


　それで健一は思わず聞き返してしまう。


「はいー。私、皆さんみたいに学校とか行きませんし、時間はいくらでもありますから」


「それはそうですね」


「あと、お皿洗いは得とく意いなんですよ。お母さんにも上じよう手ずだって褒められたことあります」


「なるほど」


　健一はしかしそれは微び妙みような評ひよう価かというか、いつの評価なんだろうと思ってしまう。


「あと、今日の夕食も私に任せてくれませんか？」


　そんなところにさらに綾夜は意外な提案をしてきた。


「……夕食って、綾夜さん、料りよう理りは出来ないって言ってませんでした？」


　確かにそう言ってた気がする。実じつ際さい、だから健一が朝食を作ったのだし、それを興きよう味み深ぶかく観かん察さつしていたはずなのだ。


「えっと……一つだけ得意な料理があるんですよ。でもそれは朝から食べるのにはあんまり向いてないし、材料がなかったので、作れなかったんです」


「なるほど」


　だがそう言われると、確かに納得できるものはあった。綾夜が何を作ろうとしているのかはわからないが、夕食向きのメニューというのは確かにあり得る話だ。


「……それ、聞いてもいいですか？」


　冴子が少し心配なのか、そんなことを尋たずねる。


「うーん。嫌きらいなものだと申し訳ないですけど、今は楽しみにしてくださいということじゃ駄だ目めですか？」


　でも、綾夜は何か事じ情じようがあるのか逆に尋ね返す。


「そういうことなら楽しみにしておきます。私、好き嫌いはないですから」


　冴子は納得した様子を見せて、刻也の方を見る。


「八雲さんもそれでいいですよね？」


「私も別に好き嫌いはないし問題ないと思う」


「絹川君も良いわよね？」


「僕もまあ好き嫌いはないですし、綾夜さんの料理というのも興味があります」


「と、いうことだそうです」


　冴子はそう言って話題を綾夜に戻もどす。


「はい。じゃあ腕うでによりをかけちゃいますねー」


　綾夜はそれが嬉うれしかったらしく、ニッコリと笑った。





　　　　○





　その日、健一は珍しく刻也と一いつ緒しよに登とう校こうすることになった。冴子に言った話じゃあないが、クラスメイトなのだし、時間が同じなら一緒に登校するというのもそう珍しいことのはずはないのだが……いつも刻也は学校に行くのが早いので初めての経けい験けんということになる。


「……どうも落おち着つかんな」


　だから刻也がそう呟つぶやいた時、健一は今のこの状じよう況きようのことかと思った。


「ですかね。やっぱり一人の方が楽ですか？」


「あ、いや……君がいることではなく、綾夜さんのことだ」


「……ああ」


「綾さんよりはよっぽど落ち着きがあるはずなんだが、どうもあの人の方が不安になる気がするのだが」


　刻也は自分でもその理由がわからないのか顔をしかめて思し考こうに集中する。


「慣れの問題でしょうかね」


「まあ、綾さんのはずなのにという違い和わ感かんが原げん因いんという可能性もあるが……」


「あるがなんですか？」


「私はあの人のことがどうも好きになれないのかしれない」


「……そういう言い方をされると、綾さんのことは好きみたいですけど」


　健一は綾と刻也が仲なかがいいとは思えなかったので、そんなことを言ってみる。


「好きというのとは違ちがうかもしれないが、尊そん敬けいはしているよ。もう少ししっかりしてくれればと思うことも少なくないがね」


「そうだったんですか」


　なんだか意い外がいだなと思う。刻也にとってはしっかりしてるかしてないかは他人を評ひよう価かする上でかなり重じゆう要ような基き準じゆんという気がしていたが、どうやらそうではなかったらしい。


「意外という顔をしているね」


　それが表に出ていたらしい。刻也がこっちを見ていた。


「……まあ、実じつはあんまり仲がよくないのかなあと思ってました」


「仲はよくないだろうな。私はともかく、綾さんは私を嫌っているだろうし」


「そうですかね」


　健一は改あらためて考えてしまう。綾は刻也のことを嫌きらっていたのだろうか。


「私のことを口うるさい嫌いやなヤツだと思っているということには疑うたがいがないがね」


「綾さんは……どうですかね」


　シーナはその辺り、露ろ骨こつに嫌ってはいたが、綾はそうでもないんじゃないかなと健一は思う。綾が誰かをこれみよがしに嫌うのが、あまりイメージできないだけかもしれないが。


「有馬君が来た辺りから少しは会話になるようになったが、それ以前はひどいものだった。まあ半分は私の方にも原因があったわけだがね」


「……うーん。でもその頃ころはどうも綾さんの方もけっこう荒あれてたって言うか、荒すさんでいたというか、とにかくあんまり精せい神しん状じよう態たいが良くなかったみたいなんですよね」


　それは健一の知らない時期の話なので、綾本人から聞いただけではあるが、まあ噓うそをついているというわけもないからきっと本当なのだろう。


「ふむ」


　その話に何か心当たりがあったのか刻也がそう言って考え込む。


「ほら、以前、八雲さんが綾さんのこと陰いん気きな女性って言ってたじゃないですか」


「確かに言っていたが……今思えば、失しつ言げんだったと思うよ」


「いや、だから違うんですよ。その頃は本当にそうだったんですよ」


「ふむ」


「だから八雲さんが、綾さんのことを陰気な女性と思ったのは正せい確かくな認にん識しきだったんじゃないかなあと」


「しかしそうなるとごく短たん期き間かんに綾さんが別べつ人じんのようになったということなのかね？」


「うーん。その辺はなんとも言えませんけど……ショックを受うけてふさぎ込むと別人みたいに見えたりするじゃないですか」


「それはそうだが」


「八雲さんが会った綾さんはまさにそういう状じよう態たいだったんですよ。それでそれが元もとに戻もどって今みたいな感じに」


「しかしまあそういうことなら、色々と思い当たることがある。私のことを嫌っているのかと思っていたが、あれは外がい界かいすべてを嫌っていたのかもしれないな」


　そう言った刻也はなんとなく笑っているように見えた。


「なんだか嬉うれしそうですね」


　だから健一は素す直なおにそんな感かん想そうを口にする。


「……いけないかね？」


　刻也はそう言って顔をしかめる。


「いや、いけないってことはないですけど」


「ずっと嫌われているのかと思っていたのだ。それがどうやら誤ご解かいだったらしいとわかって嬉しいというのは、そんなにおかしいだろうか？」


「……いや、その」


　なんだか怒おこらせてしまったらしい。健一はそれで困こまったなと思う。


「まあ、それでもやはり私の勝手な思い込みでしかないかもしれないが」


　そうこうしている間にさらに刻也の顔は険けわしくなっていく。


「いいこと、ですよね」


　健一はそんな刻也を引き止める。


「ふむ。そうだな」


「ちょっと意い外がいだって思っただけです。八雲さんは綾さんのことあんまり相手にしたくないのかなあと思ってたので」


「相手にしたくないなら相手になどしない。私はそういう人間だ」


「……なるほど。じゃあ、そう記き憶おくしておきます」


　健一はそう言いながら、気づかずに笑わらっていたようだった。





　　　　○





「でも、どうすればいいんだろうな」


　その日の帰り道、健一は幽ゆう霊れいマンションが見えてきた辺あたりで、そう呟つぶやいた。


　綾は思っていた以上に、住人たちに好すかれている。綾夜は悪い人ではないと思うが、やはり綾の方がいい。皆みんながそう思ってるようだった。


　でも、元の綾に戻す方法はわからないし、なによりそうした方がいいのかどうかも健一にはわからなかった。


　自分たちにとってはそうであっても、綾としてはどうなんだろうと思ってしまう。母親から親も愛せない子供だと言われたと話していた綾のことを考えると、このまま家に帰れるように働はたらきかける方がいいのかもしれない。


　冴子はそれが自分の身勝手だとしても、綾の方がいいと言った。でも健一にはそこまで強つよく思うことはできない。もちろん綾のことは嫌いじゃなかったし、彼女と話していて癒いやされたこともあった。そして助けられたこともあった。だから力になれるなら力になりたい。


　でも、それが元に戻すことなのかと考えるとわからなくなる。


「綾さんがどう思うかなんて、綾さんにしかわからないんだよな」


　健一はそんな当たり前のことを呟いて、でもそれで出で来きれば苦く労ろうはないと気づき、ため息いきをついた。


　そしてたどり着ついたマンションの階かい段だんの前まえで健一は大きく息を吸すい込こんだ。


「まずは、ここを上のぼりきらないと……」





　白はく衣いじゃない綾が倒たおれていた。


「綾さん……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　そう話しかけてから、健一はそうじゃないだろと思う。これは綾であっても綾ではなく、綾夜さんの方のはずだ。


「……綾夜さん、大丈夫ですか？」


　だから尋たずね直なおす。でも返へん事じはない。


「性せい格かくは全ぜん然ぜん別べつでもすることは似にてるのかなあ」


　健一はそう呟きながら、昨日きのうと状じよう況きようを比べる。場所は六階と七階の踊おどり場ばで同じ。でも昨日と違ちがってうつぶせに倒れていた。どうやらどこかへ行く途と中ちゆうで転ころげ落おちたらしい。いつものように何も食べなかったせいで力ちから尽つきたということはないだろう。


「……ん？」


　健一が状じよう況きようを検けん分ぶんしている間に綾夜は意い識しきを取り戻したようだった。


「大丈夫ですか、綾夜さん？」


　それに気づいて健一が話しかける。すると綾夜は顔をひねって横よこ目めで健一を見上げる。


「綾夜さんって誰？」


「……誰って、自分で言ったんじゃないですか」


　健一は綾夜の話し方になんだか懐なつかしいものを感じながら返へん答とうする。


「そうなの？　そんな覚おぼえないんだけどな」


　そしてそのまま綾夜は考え事を始はじめてしまったようだった。なんだか変だ。


「……もしかして、綾さんですか？」


　その違い和わ感かんの理由を考えて、健一はそう結けつ論ろんづける。


「もしかしなくても私だけど。何言ってるの、健ちゃん？」


　健ちゃん。そう言われて、健一はやっと状況を理り解かいできたと思えた。


「やっぱり綾さんなんですね」


「だから、そうだって言ってるのに」


　綾はそれから健一の方を見上げながら、不ふ思し議ぎそうな顔をした。





「そんなことがあったんだ」


　階段を上りながら綾夜の話をすると、綾はさほど実じつ感かんなくそう感かん想そうを口にした。


「……というか大丈夫なんですか？　また、頭あたま打うったみたいですけど」


「大丈夫じゃないかな、うん。痛いたくないし」


「その割わりにはずっと寝ねてましたけど」


「なんかひんやりして気持ち良かったから、このままでもいいかなあって思ってただけだよ。怪け我がとかしてないと思う」


「それならいいんですけど」


　階段を上り終えて、廊ろう下かに出たところで健一は改めて綾の姿をじっと見た。服ふく装そうと髪かみ型がたは綾夜のそれだが、やっぱり綾に戻もどると顔つきが違って別人のように見える。


「眼鏡めがね……かけなくても見えるんですか？」


　そして顔を見た時に一番印象が変わってる原げん因いんについて健一は言げん及きゆうする。


「頑がん張ばるとけっこう見えるよ？」


「……その頑張るってのがよくわからないんですけど」


「多分、気とオーラとかそういうの。それを目に集中するとさ、目に見えないものも見えるようになったりするんだよ」


「綾さんは霊れい能のう力りよく者しやか何かだったんですか？」


「え？　そうじゃなくて造ぞう形けい家かだよ」


「いや、まあ、それは知ってますけど……」


　健一はその辺はやっぱりツッコミを入れてもしょうがないことだなと思って、まあ、言う通り怪我もないようだし、とりあえずよしとしておくことにする。


「ね、健ちゃん、これ、着き替がえて来てもいいかな？」


　でも綾の興きよう味みはすでに別のところにあるようだった。


「いいんじゃないですか」


　そんなに無理してパンツ白はく衣いに戻らなくてもいいだろうという気もするが、その辺はまあ綾の自由だと健一は思う。


「じゃ、ちょっと着替えてくるねー」


　そして健一の返事に機き嫌げんよく答えて、綾は１３０４へと戻っていく。


「……これでよかったのかな」


　健一はそんな綾の後うしろ姿すがたを見送りながら、自分は１３０３ではなく１３０１のドアを開けてその中に入った。


「あれ？」


　キッチンに見み慣なれないものが置おかれていた。


「なんだろ」


　近づいて確かく認にんすると買かい物もの袋ぶくろだった。中身はインスタントラーメンとその具ぐ材ざい。その側そばにメモがあって可愛かわいらしい文字でラーメンの種しゆ類るいと具材の名前が羅ら列れつしてあった。


「……買い物用のメモかな」


　健一はメモの内容と買い物袋の中身を照てらし合あわせて、そう結けつ論ろんする。


「綾夜さん、ちゃんと夕ご飯を作る気だったんだな」


　唯ゆい一いつ作れる料理がインスタントラーメンというのも少し微び妙みような気もしたが、それでも皆が食たべるのを楽しみにしてたんだろうなと思うと、綾が元に戻ったのも素す直なおには喜べない気がした。せめて後あと、一日あればななんて思ってしまう。


「……あれ、だったらなんで倒たおれたんだろう？」


　買い物を終えたはずの綾夜が階かい段だんのところで転ころげ落おちる羽は目めになった理由を考え、健一はある仮か説せつを立てた。


「メンマがないな」


　買い物袋の中身を全部出してメモと比くらべると、一つ足りないものがあった。だから綾夜は慌あわてて買い足しに行ったのだ。


「慌て者だったんだな、綾夜さんは」


　その時の様子を想そう像ぞうして、健一はやっぱり寂さびしいなと思う。そこまで自分たちのためにしようとしてくれたのに、材料をここに置いたまま本人がいなくなってしまうなんて。


「……ん？」


　健一はメモの裏うらにまだ何か書いてあるのに気づく。それはどうやら綾夜が作ろうとしたらしい自じ慢まん料りよう理りのレシピだった。





　そのレシピ通りに作ったラーメンはやっぱりどうということのないインスタントラーメンだった。正しよう直じき、今時だったらカップ麵めんだってもう少し美お味いしいのがあるとかそんなレベルのものでしかない。


　でも、それは健一の感かん想そうでしかない。


「美味しいよー、健ちゃん」


　ラーメンを食べた綾は涙なみだぐんでいるように見えた。


「美味しいですか」


「うん。でも美味しいのもそうなんだけど、懐なつかしい味がする」


　綾はそう言ってまた箸はしで麵めんをとって、ふーふーと息をかける。


「……きっとそういうことだと思いました」


　詳くわしいことなどわからないが、この料理が綾夜にとって大だい事じな料理であったということは綾にとっても何か意い味みのあるものなのだろうと健一は思っていた。だから健一はメモ通りにメンマを買ってきて、そしてレシピ通りにラーメンを作ったのだ。自分ならもっと美味しく作れるとは思っても、忠ちゆう実じつに作った。どうして綾夜がそれを作ろうとしたのか知りたくて。


「お母さんが教えてくれたんだ。小さい頃ころなんだけど、どうしてもお腹なかが空いたら自分で作りなさいって。でも私はすぐ忘わすれちゃって、やっぱりお母さんに作ってもらってね……」


　綾はラーメンを食べながら、その時のことを思い出したようだった。話す声が小さくなり、そのトーンも下がっていくのがハッキリとわかった。


「……私がそんなだから、お母さんはまいっちゃったんだよね」


「かもしれないですね」


　健一は綾の言葉をはっきりと否定してあげることはできなかった。詳しいことはわからないけれど、それはきっと本当のことなのだと思ったからだ。


「ね、健ちゃん」


　でもそれを綾は責せめたりはしなかった。むしろ少し穏おだやかな笑え顔がおを浮うかべて健一の方を見て、一つのお願いをする。


「これ、どうやって作るか、教えてくれないかな？」


「いいですよ」


「もう手て遅おくれかもしれないけど……作れるようになりたいから」


「だから、教えるって言ってるじゃないですか」


　健一はそう言って綾夜が書いたらしいメモを取り出す。そこにはそんなに難しいことは書いてない。材料を入れる順じゆん番ばんと、そのタイミングのヒントらしきものが書いてあるだけだ。


「これを読めば誰でも作れますよ」


「……でも私、料理は基き本ほんから全ぜん然ぜんわからないんだ」


「みたいですね」


　健一はしかしそれも不思議な話だなと思う。金きん属ぞく加か工こうの天才だがそれ以外は全く駄だ目めというのならわかるが、こっそりメイド服を自作してるようだし、料理だけ駄目というのもよくわからない。


「今度、一いつ緒しよに作りましょう。まあ、難むずかしくないですから、何度かやれば覚おぼえますよ。習うより慣なれろってヤツです」


　健一はそう言ってから、それは確かシーナに聞いた言葉だったなと思い出す。あの時は小さな頃に一応、やってたというのもあったが、まあ、インスタントラーメンくらいならすぐに作れるようになるだろう。


「……うん。約やく束そくだよ」


　でも健一のそんなお気き楽らくさとは違ちがって、綾は真しん剣けんのようだった。


「そう言えば、料理を教えるって約束してましたよね」


「あ、うん。そうだったね」


「じゃあ、まずはこのラーメンからですね。他ほかは何か知りたいのはありますか？」


「うーん。とりあえずラーメンでいいよ。次はそれが出来てから考える」


「そうですね」


　健一はそう言って綾がまたラーメンを食たべ始はじめるのを見守ることにする。さっきまでの悲かなしい綾はそこにはなく、きっとそれを食べてた小さな頃に戻った綾がそこにはいた。


　そんなに熱あつくもないはずなのに箸はしにとってはふーふーと冷さます。そんな仕草は小学生かそれより小さい娘むすめのように見えた。


「そう言えば、健ちゃん」


　ほぼ食べ終えた辺りで、綾がついと顔をあげた。


「なんですか？」


「その綾夜さんだっけ？　もう一人の私ってさ、どんなだった？」


　綾の質しつ問もんに健一はちょっと言葉に詰つまった。答えが思いつかなかったわけではなく、そのまま答えてしまっていいのか。それが健一の気持ちをとどめる。


「……そうですねえ」


「よくわからなかったのかな？」


「いや、そういうわけじゃないんですけど……かなり綾さんとは違った感じでしたし」


「そうなんだ。まあ、そうだよね。私はラーメン作ろうとかしないし」


　そんな綾の言葉に健一は自分が気にしすぎなのかなと感じる。


「なんて言うか……すごく気を遣つかう人でしたね」


「……気を遣う？」


「僕らのために何かしようって思ってるみたいな感じでした」


「そういう人だったんだ」


　綾はそれで少し視し線せんを落としたように見えた。


「綾さんは……そういう人になりたいですか？」


　もしそれがイエスなら綾にとっては元に戻もどったのは悲しいことなのかもしれない。だから健一はそれを否ひ定ていして欲ほしかった。


　でも綾は昔、そんな人にん間げんになりたいと確かに言っていたはずだ。


「どうかな」


　なのに綾は顔を上げて、健一に向かって笑う。


「……どうかなって、どういう意味ですか？」


「うーん。まあ、なれるならなりたいけど、なれなそうだから仕し方かたないかなって思うんだ」


「それはそうかもしれませんけど」


「それに昔はこんな自分のこと嫌いやだったけど、最近はけっこう好きかなあって思うんだよね。だから、私は私でいいかなって」


　綾はてへへと恥はずかしそうに笑いながら、言こと葉ばを続ける。


「健ちゃんのおかげだよ。こんな私のこと相手にしてくれて、まあ、時には意い地じ悪わるなことも言うけど、私のしたいことに付つき合あってくれて……だから私は私でいいんだなって思えるようになったんだ」


「……そうですか。それはその、ありがとうございます」


　顔を赤あかくしている綾を見ると、健一もなんだか照てれてしまう。そしてもう一度、綾の言葉を心の中で繰くり返かえすと、自分が本当に余よ計けいな心しん配ぱいをしてたんだなという気持ちにもなる。


「安心しました」


　だからそんな言葉が自し然ぜんと口くちを出た。


「え？」


「綾夜さんと話してる時、もしかして綾さんの理り想そうの姿ってこんな感じなのかなみたいなことを思ってて、だから……このままの方が綾さんのためなのかなって……そう思ってたんです」


「……そんなわけないよ」


　綾は健一の言葉を嚙かみしめて、でもそれを否ひ定ていする言葉を口にする。


「私にとっては健ちゃんと会えるってことが幸せなんだよ。そんな別べつの人になったって、私は全然、幸せじゃないよ。私、いつもそう言ってたつもりだったけどな」


「……ですよね。聞きいてたはずですよね」


　でもその否定は、健一にとっては肯こう定ていの意味だった。そして健一は本当にいらぬ心配だったんだなと思う。綾は自分が思っていたよりずっと大人で、そしてずっと前まえ向むきに自分を受け入れようと頑がん張ばっていたことがわかった気がした。


「そう言えば、健ちゃん？」


　そんな健一に綾が変へんな笑えみを浮うかべて質問をしてくる。


「なんですか？　なんか嫌いやな予感がするんですけど……」


「綾夜さんとはエッチしたの？」


「……しませんよ」


「えー！　だって私とはしないと決めたって言ってたけど、その人は別べつ腹ばらってヤツでしょ？」


「……どんな別腹ですか、それは」


「でも、健ちゃんって迫せまられると弱いところあるし」


「……迫られませんでしたよ、本当に」


　健一は思い返してみて、まったくそういう気配がなかったなと改あらためて思う。


「そうなの？　別人みたいって言っても、私は私なんでしょ？」


「まあ、体は一いつ緒しよでしたけど、中身は本当に別っぽかったですよ」


「体は一緒って……確かめたんだ？」


「確かめなくても、一緒だと普ふ通つうにわかると思うんですけど……」


　健一は呆あきれて体から力が抜ぬける思いだった。


「じゃあ、シャイな性せい格かくだったのかなあ」


「……うーん。というか、どっちかというと八雲さんのことが好きそうでしたよ？」


「え？　私が管理人さんを？」


「いや、だから、綾夜さんが八雲さんをです」


「まあ、そうなんだけど……なんか嫌だな、そういうの……」


　綾はそれが実に納なつ得とくいかないという様子で口をとがらせる。綾はそんなに刻也のことを嫌きらいじゃないと思っていたが、実際にはかなり嫌っているのだろうかと不安にもなる。


「やっぱり私がいいな」


「……え？」


「ちょっと羨うらやましいかなあとも思ったけど、健ちゃんより管理人さんが好きになるような自分にはなりたくないなって」


「いや、別にそうならなくても良いと思うんですけど」


　そもそもなりたいと思ったところでなれるものでもない気もする。


「とにかく、私はね、健ちゃん」


「はい」


「私は健ちゃんが好きで、それが幸しあわせなんだよ」


「……はい」


　健一は直ちよつ球きゆうとしか言い様のない綾の告こく白はくに面めん食くらってしまう。それもこれもいつものことのような気がするが、綾夜だった彼女と話している間に、ちょっと綾との接せつし方かたも変わったのかもしれない。そんなことも思う。


「えっと……お代かわりいりますか？」


　だから健一はそんなことを言って席を外す。


「あ、うん。まだあるの？」


「材料は余あまってますから、いるなら作りますよ」


　健一はそう言ってキッチンに入る。それに綾がニコニコしてついて来る。


「だったら、それ見ててもいいかな？」


「見てると緊きん張ちようしますから、向こうで待っててください」


「えー。だって、ラーメンの作り方教えてくれるって約やく束そくしたのに」


　綾が実じつにもっともらしいことを言ったが、健一としても今はちょっと困こまってしまう。


　恥はずかしいから席を離はなれたのに、さっきより注目されるなんて……かなりの誤ご算さんだったなと健一は思うしかなかった。






　そのさん　私と宇美と豪ごう華かなお風ふ呂ろ







　母さんは健けん一いちのことを忘れてしまったかのようだった。


　本当に話わ題だいにしないし、いないものとして暮くらしている。そんな気にさせる。


　それくらい母さんにとってはショックなことだったのだろう。そういう意味では悲かなしいけど仕し方かたのないことなのだと思う。


　でも私はそんな母さんを見るにつけ、結けつ局きよく、この人は自分のことしか考えてないのだなと感じるようになった。


　自分の子供たちが人の道みちに外はずれたことを許ゆるせなかっただけで、その子供たちを正しい道に戻もどそうとは思っていない。自分の心の平へい穏おんさえ保たもてれば、子供たちのことなどどうでもいい。そういう人だったんだなと思えてしまう。


「本当、助かるわー」


　そう言って夕ゆう飯はんを食べはじめた母さんは本当に楽しそうだった。仕事は相あい変かわらず忙いそがしいらしい。二人で一日十八時間ずつ働はたらいて、会社を二十四時間ずっと回まわしているらしい。そんなに忙しいならもっと人を雇やとえばいいのにとも思ったが、結局のところ、この人たちは仕事がしたい人たちなんだなと思う。子供たちと話すより、仕事に没ぼつ頭とうしていたい人たちなのだ。


「何か、今度、食べたいものとかある？」


　だから私が料りよう理りをするということを母さんはかなり喜よろこんでいるらしい。だから私はその期き待たいに応こたえる良よい子こであろうと努つとめていた。そうすることが母さんへの償つぐないだし、健一を守ることだと思っていたからだ。


「今度？」


「私、あんまり作れる料理とかないから、母さんが食べたいものを覚えようかなって」


「うーん、そうねー。私は蛍けい子この作るエビチリとか好きよ？」


「だから他ほかに食べたいものを聞きいてるんだけど」


「うーん。私はけっこう満足してるから、お父さんに聞いてあげて」


「……はい」


　母さんは本当に子供に対する要よう求きゆう水すい準じゆんが低いらしい。特にこうなって欲ほしいという思いもないみたいだった。その辺あたりを尋たずねればきっと、人ひと並なみに暮くらしてくれればそれでいいなどと残ざん酷こくなことを言う。そんな気がする。


「でも本当、エビチリは好きなのよ。ちょっと辛からいのがちょうどいい感じで」


「じゃあ、明日はギョウザでいい？」


「ええ、それでいいわよ」


　母さんはそう言って笑った。


「……あら？」


　その時、電話が鳴る音がした。と言ってもそれは家の電話ではなく、両親が経けい営えいしている会社の電話の方だ。


　母さんは短い時間とは言え会社を空あけると心配だからと、会社に食しよく事じを届とどけさせていた。だから今、こうして食事をしている場所も会社の中だった。


「はい。いつもお世せ話わになっております。ＫＩＩです」


　母さんは食事中であっても電話に出るのには慣なれてる様よう子すで、特に慌あわてる様子もなく受じゆ話わ器きを取って電話線の向こうに挨あい拶さつをする。


「……はい。そうですが」


　しかし何かアクシデントがあったのか急に戸と惑まどったような顔つきをする。何があったんだろうと心しん配ぱいして見ていると、母さんがこっちを見た。


「蛍子のお友とも達だちですってよ」


　そしてちょっと困こまったという顔をして受話器をこっちに差し出した。


「……友達？」


　それがなんで両親の会社の電話にかけてくるのか本当に心当たりというのもなかった。だから、まあ出るしかないのかなと思って電話を代かわることにする。


「もしもし、絹きぬ川がわですが」


　蛍子と名な指ざしで来た相手にそういう受け答えも変へんかなと思ったが、よくわからない相手に名な乗のるのはなんだか抵てい抗こうがあった。


｛蛍子？　あ、私、私。三さん条じよう宇う美み。お久ひさしぶり。覚おぼえてる？｝


　でも相手はなんの遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよもないらしく、短く言葉をつなげてきた。


「宇美か……お久しぶり」


　意い外がいではあったが、知らない相手ということはなかった。最近は会ってなかったし、連れん絡らくも取り合ってなかったが、高校時代の友達で、半年くらいまでは毎日のように会っていた仲ではあった。


｛ごめんねー。いきなりこんなところに電話かけちゃって｝


「……ああ。というか、なんでここの電話番号知ってるわけ？」


　少なくとも自分が教えた覚おぼえはない。


｛話すと長いんだけど……静しず流るに聞いた｝


「短いと思うけど、それ」


｛えっとね、家の方に何度か電話したんだけどつながらなかったから、もしかして家にいないのかなって思って、静流に相そう談だんしたら、今はご両りよう親しんと一いつ緒しよに住んでるんじゃないかって、ここの番号を教えてくれたってわけ｝


　そこまで聞けば宇美がここに電話をかけてこれた理由はわかったが、でも新あらたな疑ぎ問もんというか根こん本ぽん的てきな疑問が湧わいてくる。


「静流はなんで知ってるんだ、ここの番号」


｛お父さんが蛍子のご両親と知り合いらしいよ｝


「……なるほどねえ」


　静流の父は資し産さん家かで顔も広いらしいのでそういうこともあるのかなとは思うが、なんというか世間は狭せまいなと感じずにはいられない。


｛でね、でね。今日、電話した理由なんだけどね｝


　そしてやっと宇美は本ほん題だいに入ることにしたようだった。


「何？」


｛明日、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りに行かない？｝


「……風呂？　銭せん湯とうにでも行くの？」


　なんだか奇き妙みような提てい案あんだなあと思う。


｛銭湯って、蛍子……最近はあんまり聞かないよ、そんな言葉｝


「そうか……じゃなんなんだ？」


｛スパリゾートよ、スパリゾート｝


「スパリゾートねえ」


　しかし聞いたこともない言葉なのでなんのことやらわからない。


｛その様子じゃなんだかわかってないでしょ？｝


「……ああ」


｛まあ、その大きくて素す敵てきな銭湯みたいなところが粋すい堂どう橋ばしにあってね、そこのサービス券けんをもらったんだけど、明日までなのね。だから、一緒に行かない？｝


　結局のところ、よくわからなかったが、要ようするに久々に一緒に会あって遊ぼうとかそういうことなのかなあと思う。


「でもなあ……」


　しかし遊びに行くというのには抵てい抗こうがあった。もうしばらくは両親の希き望ぼうに添そった形で点てん数すうを稼かせいでいた方がいいように思っていた。


　それで不安を感かんじながら母さんの方を見ると、どうやらこっちの話を聞いてたらしい。


「行ってらっしゃいな」


　そう小声で伝えてきた。


「宇美、ちょっと待ってて」


　それで受じゆ話わ器きを放はなして、母さんにさっきの言葉の意味を確かく認にんする。


「行っていいの？」


「友達からの誘さそいなんでしょ？　行ってくればいいじゃない」


「母さんがそう言うなら、そうするけど」


　それから急いで宇美との会かい話わに戻もどる。


「もしもし、宇美」


｛はいはい｝


「そのスパリゾートってのはよくわからないけど、行くよ」


｛本当？　じゃあＪＲの粋堂橋駅に十七時半ってことでいい？｝


「粋堂橋に十七時半……。了りよう解かい。遅おくれないように行くよ」


｛あ、西口ね。東口と西口とあるから、西口の方で｝


「西口ね……よくわからないけど、行けばわかるよな？」


｛ホームに行けばわかるよ｝


「じゃあ、粋堂橋西口に十七時半で」


｛うん。楽しみにしてるから。じゃあねー｝


　そう言って宇美は電話を切った。久しぶりの電話なので、もう少し話すのかなと思っていたが、意い外がいなほどあっさりとしたものだった。


「……ま、会社の電話だしな」


　長電話をするのには不ふ向むきだなと思うと、その辺あたり、宇美はなんだかんだで気き遣づかいが出で来きるタイプなんだなと思う。


「明日？」


　そこに母さんが確認してきた。


「明日の十七時半に粋堂橋だって」


　行動をチェックしてるのかななんて思ったが、母さんの意い図とはそんなことではなかったらしい。あくまで予定の確認ということのようだ。


「明日は出で前まえでも取るから気にせずに行ってらっしゃいな」


「うん」


「あの娘こ、高校の頃ころのお友達？」


「うん。クラスメイトじゃなくて、部ぶ活かつ仲なか間まだったけど」


「ああ、美び術じゆつ部ぶの子なのね」


　母さんはそれで何なに事ごとか納なつ得とくしたらしく小さくうなずいた。それで私は他の美術部員のことを思い出し、そのことで母さんに質しつ問もんをする。


「有あり馬まって名前に心こころ当あたりある？」


「有馬？　さっきの娘は三条とか産さん能のうとかそんな風に聞こえたけど」


「いや、さっきの娘が有馬って別の美術部の仲間からここの電話番号を聞いたって言う話だったから」


「ああ、有馬……有馬……有馬十じゆう三ぞうさんのことかしら」


　母さんはしばらく考えてその名前を口にした。確か、静流の父親はそんな名前だった。十三と書いて「じゅうぞう」。それを変な名前だと静流が笑ってた気がする。


「多分、その人だと思うんだけど、その人の娘も友達でさ」


「ああ、そうなの。そう言えば、そんな話を聞いたことがあったかもしれないわね。有馬さんのところの娘むすめさんが、蛍子と同じ学校に通かよってるとか」


　母さんは言われるまで本当に忘れていたらしい。まあ、同じようなところに住すんでいれば、同じ学校に通っているくらいそう珍めずらしいことでもないが。


「ただいまー」


　そこにドアを開けて父さんが帰ってきた。会社に戻ってきて、妻つまと娘にただいまと挨あい拶さつをするというのもなんだか奇き妙みような違い和わ感かんがある。そして妙に元げん気き良よさそうな父さんの様子にも。


「おかえりなさい」


　でも母さんは慣なれたものらしく、当然のように挨拶を返した。


「おかえりなさい、父さん」


　だから私もそれに倣ならう。


「何か、あったかね？」


　そして父さんは母さんにさっそく仕事のことを尋たずねる。


「特には。普ふ段だん通どおりの発注数で、特にトラブルらしい話もありません」


「そうか。じゃあ後は私が代かわろう」


「はい。お願ねがいしますね」


　母さんはそう言うと食事の残のこりを平たいらげて、そのまま仮か眠みん室しつの方へと向かった。近所に部へ屋やを借かりているのに、そこには戻らないのを見ると、家に帰ってこなかったのにもなんだかもう文句を言うだけ無む駄だという気分にもなる。


「父さんは休やすまなくてもいいの？」


　そして残った父さんはさっそく仕し事ごとに戻るつもりのようだった。


「ん？　母さんが休むのに私まで休んだら仕事が止まってしまうだろう？」


「まあ、それはわかるけど……」


　そこで言いよどんだ。父が今日も健一の様子を見に家に戻っていたことを知っていたからだ。それを話わ題だいにしてもいいものか自信が持てない。


「慣れない電車に乗ったせいで疲つかれてるんじゃないかって？」


「……うん」


「ラッシュで通つう勤きんしているというわけじゃあないからね。座すわれるし、寝ねてもいるよ」


「なら、いいんだけど」


　本当はそんなことを心しん配ぱいしているわけじゃないけど、納なつ得とくしたことにする。


「健一も元気そうだったよ」


　父さんが私の気持ちに気づいたのかそんなことを言い始める。


「そう」


　でも興きよう味みのなさそうに返事をする。


「真ま面じ目めに学校に行ってるみたいだし」


「そうじゃないと残のこしてきた意味がないよ」


「まあ、そうだねえ」


　父さんは明るくそう言って笑う。でもなんだかすごく不ふ自し然ぜんな気持ちになる。


「ご飯はんは……食べてきたの？」


　だからそんなことを尋ねてみた。


「ああ。健一の料理の腕うで前まえも大したものだねえ。蛍子のギョウザもけっこういいけど、健一の方がかなり上じよう手ずだ」


「……まあ、料理はあいつの担たん当とうだったから。今日は何を食べたの？」


　そう尋ねながら、唐から揚あげかなとあたりをつける。


「チンジャオロースーだよ。タケノコがシャキッとしてて美お味いしかったよ」


　しかし父さんの答えは全くの予よ想そう外がいだった。健一がチンジャオロースーを作るなんて、想像できなかった。


　あの日のことで健一にも色々と心しん境きようの変へん化かがあって、味の好このみも変わってしまったのかなとも思ったが、なんだか父さんが噓うそをついているという気き持もちが強くなってきた。なぜ父さんが噓をつかなければいけないのかはわからないが、本当は健一に会あってなんかいないんじゃないかという気がした。


　健一が家いえで大人しくしているというのも、ちょっと信じられなかった。


　健一は桑くわ畑ばたけ綾あやのところにいる──そう思っていたからだ。でも家にいるということなら、健一は綾ではなく、本当に自分を選んでくれたということなのだろうか？　そんなことを考えてしまい、それはでも望のぞんではいけないことだと思う。


　健一はもっと自じ由ゆうに生きるべきなのだ。そのために自分は親と一いつ緒しよに暮くらすことを選んだのだし、健一を家に残してくれるように頼たのんだのだから……。


「蛍子はチンジャオロースー作れるのかな？」


　そんな心に届いたのは父さんのどうでもいい疑ぎ問もんだった。


「作ったことはないけど……ちょうど何かレパートリーを増ふやそうと思ってたから、今度、チャレンジしてみるよ」


「そうか、それは楽しみだな」


　父さんがそう言って嬉うれしそうに笑った時、また会社の電話が鳴なる。


「お……いかん、仕事だ」


　だから父さんは娘との話を止やめ、本ほん格かく的てきに仕事に戻った。





　　　　○





「待ったー？」


　次の日、宇美は少しも遅おくれずにやって来た。


　待っている間、行いき交かう人ひとを観かん察さつしてて気づいたが、十七時半というのは普通の仕事が終おわってちょっとした時間らしい。けっこうな人間が駅えきに向かって来て、そして電車に乗のってどこか別の場所へと移い動どうしていった。


「さっき来たところだよ」


　実を言うと少し待ったが、わざわざそんなことは言わない。不ふ慣なれな駅なので早めについていた方がいいと思ったのだが、実際、来てみると本当に西口というのがどこか分かりやすく迷まよう余よ地ちなどなかった。出口は二つあったが、ホームも二つしかなくて、すごくシンプルな構こう造ぞうの駅だったのだ。


「あ、そうなの？　蛍子のことだから、十五分くらい前に来て『やべ、早く来すぎた』とか呟つぶやいてるかなあって思ってたのに」


「……そう思うなら、もう少し早く来た方がいいんじゃないのか？」


「あれ？　図ず星ぼしだった？」


「違ちがうけど……私が早めに来ると思ってるなら、そっちも早めに来ればいいんじゃないのかって話だよ」


「まあ、そうなんだけどね。ちょっと帰かえり際ぎわに捕つかまっちゃって、十分ほどロスしちゃったわけですよ、これが」
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「じゃあ、しょうがないか」


「うん。しょうがない、しょうがない」


　宇美はそう言って笑うと、歩あるき出だす。東京ドームシティの方。どうやらその中にお目め当あての施し設せつがあるらしい。


「えっとね、十分くらいかな」


　そして宇美が顔だけ振ふり向むいて、それを告げる。


「え？」


「いや、目的地までの距きよ離りというか時じ間かん」


「十分ってことはけっこう遠とおいわけ？」


「そんな遠くないんだけど。けっこう混んでるでしょ？　だからそれくらいかな」


「ってことは何度か来てるの？」


「会社からだと近いから、ね。でも駅からは行ったことないから想そう像ぞう」


　でもまあ、けっこう正確なんだろうなあとは思う。それに正しよう直じき、五分だろうが十分だろうがあまり気にならない。三十分かかると言われたら、さすがにびっくりするだろうが。


「そう言えばさ」


　そんなことを思ってると宇美がまた別の話を始めたみたいだった。


「ん？」


「水みず着ぎ持もってきた？」


「水着？」


「一応、プールみたいなものだから、水着を着ないといけないんだ」


「そういうのは先に言っておいてくれないとなあ……」


「だよねえ。スパリゾートがなんのことかわからない人なんだもんねえ」


　宇美は一人そう言って納なつ得とくした様子だった。


「この辺りって水着売うってる店あるの？」


　聞いてはみたがもう九月も半なかばだし、水着とかいう季節でもない気きがする。


「ああ、売ってるよ、ちゃんと目的地に。忘わすれる人とか当然いるし、せっかくだから普ふ段だんと違う水着で入ろうって人もいるから、けっこう売れるみたい」


「ま、そりゃそうか」


　じゃあ買かえばいいかと思う。というか水着は家に置おきっぱなしだから、事じ前ぜんに言われててもどこかで買うことになってただけだなと気づく。


「私が買ってあげようか」


　宇美がそんなことを言って、にんまりと笑う。何か企たくらんでいる目つきだ。


「……いいよ。自分の水着くらい自分で買うって」


「ま、ま、そんなことは言わず。誘さそったのは私だし、言わなかったのも私だし」


「でも、自分の水着だからなあ」


「そうは言っても、これからしばらく使う予定なんてないでしょ？」


「……そうかな」


　そう言われるとそんな気もする。


「私は働はたらいてるし、実じつ家かだし、お金は余あまってるから、本当。それにちょっと夏に臨りん時じ収しゆう入にゆうがあったから、気にしないで」


「でもなあ……」


「じゃ、さ、こういうのはどうかな？」


「どういうの？」


「私が蛍子に着て欲ほしい水着を買うの。これって私が私のために買うわけだから、私がお金を出すってことでどうかな？」


　宇美はそう言ってすごく楽しそうに笑う。


「……うーん。まあ、そこまで宇美が買いたいって言うならいいけど」


　どうもそんな宇美の笑え顔がおを見ていると断ことわるのも悪い気になる。


「じゃ、そういうことでっ！」


　宇美はそれでにこっと笑うと、少し歩く速度を上げたようだった。それに追いついて横よこ目めに見ると、あれこれと想そう像ぞうしている最さい中ちゆうらしく、目が左右に泳いでいる。


「……そんなに楽たのしいか、人の水着を決めるの」


　宇美のそんな顔を見ているうちに、思わず呟つぶやいていた。そして宇美はこうなるようにわざと水着のことを教えなかったんじゃないかなんて思ったりもした。





　目的地はけっこうな広さだった。十四種類のお風ふ呂ろというのかプールというのかそういうものが楽しめるというのが売りで、その一つ一つも小学校のプールとかそんな大きさだ。


　水みず着ぎ売うり場もそんな施し設せつの大きさに恥はじないかなり立りつ派ぱなものだった。男性用の水着はほとんど種類はないようだが、女性用のは色も形もサイズも豊ほう富ふに揃そろっていた。ちょっとしたデパートの大売り出し中のスペースという感じだ。


「これ、どうかな、これ？」


　赤いビキニを手に宇美が尋たずねてくる。


「派手だろ、それは」


「えー！　蛍子だったらこれくらい着きてても平気だって」


「何がどう平気なんだか」


「水着負まけしないってこと」


「水着負け？」


「たとえばさ、色いろ気けたっぷりの水着を着ても色気がない人だと、すごく笑わらっちゃう感じになるでしょ？　そういうこと」


「うーん」


　まあ、言わんとすることはわかるが、それと自分は関係ない気がする。


「というか、宇美はどんなのなわけ？」


「私？　私は茶色のちとシックなワンピ」


「……で、宇美はその隣となりで私にそれを着ろと？」


「うーん。それは確たしかにまずいかなあ」


　宇美はそれで考え直してくれるつもりになったらしい。持ってた赤いビキニを元に戻もどすと、じーっと吊つられている水着を見み渡わたす。


「ビキニは可かだよね？」


「……なんで可なんだか」


「え？　蛍子、胸大きいし」


「それ、関係ないんじゃないかな……」


「でもほら、一応、お風呂だしね」


「だから？」


「だから、まあ布が少ない方がいいのかなあって思わない？」


「……そう思うなら宇美もビキニにすれば？」


「私はほら、水着負けしちゃうし」


「そういうもんかねえ」


「それに、それにね。男の人に見られるわけじゃないから、そんなに恥はずかしがらなくてもいいってのはわかってる？」


「だったら宇美も水着負けとか言う必要ないんじゃないの？」


「……いや、ほら、女同士の戦たたかいって言うの？　やっぱりこうそれは無む理り目めだろうみたいに思うのは女の方が強つよいかなあ、と」


「そういうもんかねえ」


　どうもその辺りは実じつ感かんがわかないが、まあ宇美がそう言うのだしそうなんだろう。


「と、言うわけで、これで行きましょう！　じゃじゃーん！」


　そう言って宇美が自信満々に取り出したのは、どこかで見たような黒くろのビキニだった。今年の夏、海に行くために買ったヤツと同じようなヤツだ。


「……む」


　それを見て、わざわざデパートで選えらんできたのに、健一が全く興きよう味みを持ってくれなかったという寂さびしい思い出が蘇よみがえってきた。悲しく、そして恥ずかしい記き憶おくだ。


「駄だ目め？」


「……まあ、いいよ、それで」


　そしてこれ以上ごねててもしょうがなさそうなので、それで手を打つことにした。あんまり嫌いやがると理由を聞かれそうだし……それはどうしても避さけたい。そう思った。





　最初のうちは、なんでわざわざこんなところまでお風呂に入りに来ないといけないんだろう？　なんてことを思っていたが、いくつか入っているうちにそんな考えも変わってきた。


　特に泡あわがたくさん出ているのが気に入った。と言ってもそれは石せつ鹼けん水すいとかそういうわけではなく、浴よく槽そうの下に小さな穴が空あいててそこから空気が大たい量りように送り込まれているらしい。それが見た目にも面おも白しろく、つかってみても心ここ地ちいい。


「いいでしょ、ここ？」


　それが顔に出てたのか、隣となりで宇美が嬉うれしそうに笑っていた。


「いいね。ゆったりするよ」


「でしょ、でしょ？　でもちょっと熱あついんだよね」


　宇美はそう言いながら、つかり過ぎてのぼせたのか立ち上がって、手で扇あおいで首くびの辺あたりを冷ひやし始める。


「私はこれくらいでもいいけどな」


　そう言いながらいったん上がることにする。湯ゆ船ぶねにつかりながらで手で扇いでも足たしになりそうな気がしない。


「ね、蛍子」


　宇美はそれについてきながら、なんだか気になったらしく話しかけてくる。


「なに？」


　何か思い出したことでもあるのかと思ったけど、全然違ちがった。


「ブラのヒモがほどけてる」


「うへっ！」


　思わず変な声を上げてしまった。冷れい静せいに考えてみれば、別に男の視し線せんがあるわけじゃないし、そこまで慌あわてなくてもいいはずだけど、とにかくびっくりしたらしい。


「そんなに驚おどろかなくてもいいのに……と、ちょっと止まって」


　宇美は小さく笑ってから、ブラのヒモを結むすび直なおしてくれる。


「……どうも」


「このお風呂はヒモをほどく効こう能のうがあるみたいだねえ」


「そういうのは効能とは言わないだろ」


「ヒモパンとかはいて入ったら脱ぬげちゃうのかなあ」


「ヒモパンの結び目ってそういうものだったかな？」


「ま、その辺は冗じよう談だんとして」


　宇美はそう言って歩き出して、一ひと足あし先さきに湯船から出る。


「冗談って……」


「蛍子、ちょっと瘦やせた？」


　そして振ふり返って、そんなことを尋たずねてきた。なんだか風呂から上がるのを阻はばまれたような少し居い心ごこ地ちの悪さを感じる。


「……瘦せたかなあ。瘦せたかもなあ」


　言われてここのところ体重を量ってなかったなと思う。両りよう親しんと暮くらすようになってからは、そんな気分にもならなかったし、あの家のどこに体たい重じゆう計けいがあるかすら気にしてなかった。


「その割わりには胸むねはあんまり小さくなってない気がしますが、いかがですか？」


　さらに宇美はそんな妙みようなことを、妙な言い方で聞いてくる。


「……どうだろうなあ。特とくに気にしてなかったから」


「ま！　大きい人はそういうこと平気で言うよねえ。ＥとＦも大たい差さないとかさあ。私なんてＡＡかＡかで一いつ喜き一いち憂ゆうしてるのに」


「それって数字にしたら本当に大差ない気が」


「でも私にとっては大事な数字なのよぉ」


　そして宇美はなにやら泣なきそうな顔をする。


「……わかった、わかった。今度会う時にはちゃんと計はかっておくよ」


「でも、それを数字で聞くのもけっこうヘビィかも」


「じゃあ、どうすればいいんだよ……」


　なんか触ふれてはならないことに触れてしまったらしいと申もうし訳わけない気持ちになる。


「とりあえず……イチゴ牛ぎゆう乳にゆう飲のもうか」


　でも宇美はどこまで本気だったかわからないようなことを言う。


「イチゴ牛乳ねえ」


　そして場違いにも随ずい分ぶんと久しぶりに聞きいたなあとそんなことを思ったりもした。





　結局、私はコーヒー牛乳にした。


　宇美はイチゴ牛乳。なんでも胸が大きくなると本に書いてあったらしい。


「そう言えばさ」


「なに？」


　そしてビーチチェアに座すわりながら、またとりとめのない話を続ける。


「夏に静流と会ったんでしょ？」


　つもりだったけど、なんだかけっこう嫌いやなところに球たまが飛とんできた気きがする。


「……ああ、ちょっとね。宿やどが同おなじで、廊ろう下かで少し立ち話をした」


　実際、それだけだ。それ以外は壁かべ越ごしに変な声を一方的に聞かされただけだ。


「それで思い出したんだけどさ、蛍子、彼かれ氏しが出来たんだって？」


　宇美にそう言われて、そんな話をしてしまったなと思い出す。


「……ああ」


「けっこう可愛かわいい子こだったって聞いたけど、どこで知りあったの？」


「あれは噓うそ」


「うそ？　そこって日に本ほんのどの辺？」


「いや、だから噓だって。あれは彼氏じゃない」


「え？　そうなの？」


「一いつ緒しよにいたヤツのことを真ま面じ目めに紹しよう介かいする気がなかったら、そう言っただけ」


「……そうなんだ」


　宇美は意い外がいなほどがっかりしたという顔をする。


「しっかしこうして宇美にまで言われるくらいなら、ちゃんと言った方が良かったな」


「でもさあ、彼氏じゃなくても、可愛い子と一緒だったのは本当なんでしょ？」


「それはまあ……そうだな。あれを可愛いと言うべきなのかはよくわからないけど」


「それは一体、誰だれなわけ？　彼氏じゃないなら私に紹介してくれたりするの？」


　なんかまた話が変な方向に進んでいる気がする。


「……宇美は会ったことあったはずだけどな」


「え？」


「弟だよ、弟。弟の健一」


「ああ……あの子ね。じゃあ単に家族で海うみに行ってたってだけなの？」


「正確にはそういうわけじゃないけど……まあ、彼氏ってのは確実に噓だから」


　そう言いながら、でもそうだったら良かったとその時に思っていたことを思い出す。


「そっか。彼氏じゃなかったのか」


　そしてやっと宇美は状じよう況きようを理り解かいしたらしく、改めてため息をつく。


「なんで、そんなに落おち込こむわけ？」


「静流、喜よろこんでたでしょ？」


「……そうだったかな」


　思い出すと、からかっていたのではなく本当に喜んでくれていたのかもしれない。だとしたら鬱うつ陶とうしいと思って噓をついたのも申もうし訳わけないなあという気持ちにもなる。


「まあ、蛍子にはそう見えなかったかもしれないけど、私と話してた静流は本当に嬉うれしそうだったよ。だから私も嬉しかったし、蛍子の彼氏ってどんな子なのかなって楽しみにしてたのに」


「……楽しみにされてもなあ」


「ん？」


「いや、悪い。まさか静流がそんなに私のこと心配しているとも思ってなかったし、宇美にまで言うと思ってなかったから……」


「だったら、もう一度、聞いてくれる？」


「……何を？」


「弟さんにさ、年上の女は好きかって」


「ああ……あいつ、今は彼女いるから……」


「本当に？」


「しかも、大おお海うみの妹」


「うわ。それは意外な人にん間げん関かん係けい」


「ま、けっこう可愛い娘こだけどな」


「へえ。会ったことあるんだ」


「海もその娘と健一が一緒に行くって言うからついていったみたいなもんだよ」


　正確にいうとかなり違うが、まあ形けい式しき的てきにはそんなものだろう。


「大海君の妹ねえ……なんか想そう像ぞうできないなあ」


「まあ、大海からじゃ、どう想像してもあの娘にはたどり着つかないだろうなあ」


「……じゃあまさか大人おとなしい感じなの？」


「ま、かなり待まち気ぎ味みの娘だったな」


　蛍子はそこまで言ってから、本当に今も千ち夜や子こと健一が付つき合あっているのだろうかと考えてしまった。親と一緒に暮くらすようになってからのことは全く聞いてないし、あんなことがあった後だ。健一は千夜子と無ぶ事じに付き合ってると考えるのは無む理りがあるかもしれない。


「それは確たしかに大海君の妹って感じじゃないよねえ」


　でも宇美の興きよう味みは会ったことのない千夜子がどんな娘なのかということで止まっていた。


「まあ、私も名前を聞いてまさかそうじゃないよなって思ったくらいだし」


「……で、今、蛍子に彼氏がいないのはわかったけど、今後の予定はいかがですか？」


　そして何だか話が巻まき戻もどったらしい。


「予定もないし、意い欲よくもないよ」


　それはもう照てれ隠かくしとかそういうことでは全然なく、本心としか言い様がなかった。


「そうなの？　勿もつ体たいないなあ」


　だからこの話はこれ以上、踏ふみ込こんで欲ほしくはなかった。だから切り返す。


「そういう宇美はどうなの？」


「え？　私？　私はいないよ。いたら弟おとうと君くんを紹介してなんて言うわけないでしょ？」


「でも意欲はあると？」


「意欲はあるよー。でもなかなか相手がね」


「宇美ならいくらでも見つかるだろ」


「うーん。それがねえ。やっぱり胸むねがないってのはかなりのハンデと言いましょうか」


「そういう体目め当あての男を探してるわけ？」


「そういうわけじゃないんだけど……男の人は少し太ってても胸がある娘の方がいいみたいなんだよねえ」


　言われて宇美を改あらためて見ると、彼女は小さいし、瘦やせてるし、胸がない。


「そういう男ばっかりでもないと思うけどなあ」


「あと、私ちょっと余よ計けいなことを言っちゃうところがあるから、その辺へんがまずいみたい」


　宇美の言い分には心当たりがあった。小さくて可愛かわいい感じなのに、宇美は頭が良くてしたたかなところがある。ぱっと見は男の支し配はい欲よくを煽あおるタイプなのに、いざ近づいてみると持もて余あますということなのだろうか。


「……だったら、何も言わないようにするとか」


「そんな息いき苦ぐるしい相手と付き合うのは無む理りかなあ」


「……そりゃそうだよな」


　我ながらバカなことを言ったものだと思わずにいられない。


「でも、けっこう切せつ実じつに彼氏が欲しいんだよね。で、早く結けつ婚こんして、子供が欲しい」


　なのに宇美は真しん剣けんにそんな話を始める。


「子供……ねえ」


「うん。子供。なんなら出来ちゃった結婚でもいいよ。あ、その方が男の人もふんぎりつくのかなあ」


「でも、覚かく悟ご決きまってない相手だと退ひいちゃったりするかもよ」


「そうかー。そうだよね。じゃあ子供好きな人を探さがそう」


　宇美は決意を瞳ひとみに灯ともす。目もく標ひようが一つ具体的になったことで心が盛もり上がってきたらしい。


「が、頑がん張ばって」


「うん。頑張る」


　そしてやる気満まん々まんの宇美を見ているうちに、これがショタ萌もえなのかなあと思った。未いまだに言葉の意味はわからないけど、宇美がそうであることは間ま違ちがいないのだし、きっとそうなんだろうとも……。


「で、またちょっと話変わるんだけど」


　そう思ったせいなのか、宇美がまた別の話題を始める気になったらしい。


「色々話題があるなあ」


「そりゃまあ、久しぶりだし、私はけっこう環かん境きようが変わったから」


「ってことは職しよく場ばの話？」


「ん？　いや、そうじゃなくて趣しゆ味みの話かなあ」


「趣味？」


　言われて宇美の趣味ってなんだったっけと思う。昔は絵えを描かくのが趣味と思ってたが、それも高校三年生になる頃ころには捨すててしまったみたいだし、心こころ当あたりがない。


「最近ね、絵を描いてるの」


「……あ、そうなんだ」


「うん。なんか昔、私はもう描かないから、代わりに描き続つづけてねみたいなこと言っちゃったけど、やっぱり描きたくなっちゃって」


　宇美はそう言って申もうし訳わけなさそうな顔をする。当時、かなり真剣に悩なやんで、それで言ったことだったのだろう。そしてそのせいでこっちにかなりのプレッシャーを与あたえていたということに罪の意い識しきを感じているらしい。


「いや、描くの止やめろって言ったわけじゃないし、むしろ止めちゃうなんて勿もつ体たいないなあと思ってたくらいだから……描いてるって聞いてホッとした」


「……そっか。でも、ごめんね」


「いや、いいよ。その方がいいくらいだし。で、最近はどんなの描いてるわけ？」


　それを尋たずねながら、でも仕事もしているわけだし、自宅で描いてるとなるとそんなに本ほん格かく的てきなものではないのだろうとは思う。


「えっとね……『激げき転てんバトル　ビーブレイド』って知ってる？」


「知らないけど……」


　というかなんのことだろう。


「月曜日の夜六時からやってたアニメなんだけど」


「アニメ……それの絵を描いてるわけ？」


　仕事をしているとは聞いていたが、アニメの制せい作さく会がい社しやで働はたらいていたとは知らなかった。


「違う、違う。そういうのじゃなくて」


　でも、そうではないらしい。


「じゃあ……子供向けの雑ざつ誌しでカットを描いてるとか？」


「そういうのでもないんだけど……」


　それも違ったらしいとなると、本格的になんのことかわからない。


「じゃあ……何なの？」


「ファン活かつ動どう？　二に次じ創そう作さくとかアニパロとかそういうの」


「ファン活動ねえ」


「アニメを元に自分で考えた話を漫まん画がで書いたりしてるんだ」


「へえ。最近はそういうのがあるのか」


「最近っていうか、けっこう昔からあるんだけどね。夏と冬に大きなイベントがあって、そこには二十万人とか人が来るんだよ」


「二十万人……」


　ローマのコロッセオが五万人と聞いたことがあるが、それだけの数になると想そう像ぞうを絶ぜつしていると言わざるを得ない。


「まあ、そのビーブレだけじゃなくて、色々な二次創作とか集あつめての話だけど」


「……でもとにかく相当な大きなイベントってことはわかった」


「でまあ、私は戒かい様さまにはまっちゃって、それで本を出しているの」


「戒様って？」


「ビーブレのキャラで主人公のライバルの火ひ矢や樋とい戒かいっているの。その子が凄すごいかわいいのよー」


　そんなことを語る宇美の目はかなりうっとりしているように見えた。


「で、戒様なわけ？」


「そそ。私はハジカイなんだけどね」


「ハジカイ？」


「主人公のハジメと戒様の話って意味」


「……その辺も色いろ々いろとあるわけなのかな」


「カイハジもけっこう多いかなあ」


「どこか違うの、それ？」


「えー！　全然違うよ。だってハジカイとカイハジだよ。私的にはカイハジは邪じや道どう」


「……いや、だからどう違うわけ？　どっちもハジメとカイの話、なんだよな？」


「うーん……私的には全然違うんだけどなあ……」


　どうやらもう前ぜん提ていからして全然違うらしい。説せつ明めいするのすら困こん難なんなほど当たり前のことのようだなと思う。


「まあ、いいや。その辺はまた機き会かいがあったら教えてくれれば」


「……まあ、残念だけど、その辺は本ほん題だいじゃないからいいとしますか」


「ん？　なんか本題が別にあったの？」


「うん。実は蛍子にちょっとお願いがあってね」


「お願い？」


　一体なんのことだろうと思う。さっきの話と関係があるとしたら、言われてもわからないんじゃないかという不ふ安あんがもたげる。


「コスプレしない？」


「コスプレ……って何？」


「コスチュームプレイって聞いたことない？」


　聞いたことがないが、なんだかいやらしい言葉のような気がした。なにせ、コスチュームでプレイだ。制せい服ふくを着てエッチなことをするとかそういうヤツだろうか。


「……聞いたことない」


「簡単に言うと、なりきり？　皆みんなでビーブレのキャラになりきって遊ぶの」


「……遊ぶ」


　どうやらプレイというのはそっちの意味だったらしい。危あやうく恥はじをかくところだった。


「そそ、どうかな？」


「どうかなって言われても……そのビーブレってのを見たことないし、コスプレってのも服とか道どう具ぐとか用意したりするんだろ？」


「ビーブレは私がＤＶＤ全部持ってるから今度見せてあげるし、準じゆん備びの方はこっちでやるから。蛍子は採さい寸すんの時と仮かり縫ぬい合わせの時と……当日、来てくれればそれで」


「……採寸ねえ」


「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。蛍子のサイズならどこに出しても恥はずかしくないし」


「いや、どこにでも出されたら困る」


「ま、その辺は言葉の綾あやってヤツで」


「でも……それって小学生向けのアニメだよな」


「うん。表おもて向むきはね」


「裏とかあるのか……」


「えっと、まあ、小学生たちがビーブレードって言うビー玉とベーゴマを合わせた玩具おもちやで世界を救う話だから、まあ、小学生向けかな」


「そんなのに私みたいのが出てるわけ？　登場人物ってほとんど小学生なんだろ？」
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「でも、ほら、小学生同士だけじゃなくて、悪い大人も出てくるし」


「……私は悪い大人役か」


「ついでに言うと男の役」


「……そういうのは男に頼たのんだ方がいいんじゃないのか？」


「でもジャンルがジャンルだから女の子ばっかりなんだよね」


「その辺は、よくわからないけど……別に私だって好きでやるって話じゃないんだし、普ふ通つうに男に頼めばいい気がするけど……」


「頼める男の人がいれば、それでもいいんだけど……誰かいる？」


「いや、知らないけどさ」


　さすがに大学の男子に頼むというのも気が引けるし、本当に心当たりがない。


「大海君とかどうかなあ」


「大海？　あんなの女の子ばっかの中に引っ張り込んだらまずいだろ？」


「そうかなあ。蛍子が関かかわらないとけっこうさわやかな好こう青せい年ねんって感じだけど」


「……そうとは思えないけど」


　でもまあ自分のいないところではそうだと言われると、なかなか難むずかしい。なにせ自分のいないところの話なのだから。


「じゃあさあ、大海君に聞いてみるだけ聞いてみるってことでいい？　それで駄だ目めだったら蛍子に頼むってことで」


「……まあ、宇美がそれでいいならいいけど」


　でもなんだかどっちに転んでも楽しくない気がする。


「そろそろ残りの風ふ呂ろにも挑ちよう戦せんしようか」


　だから気分を切きり替かえようと思い立ち上がった。





　　　　○





　けっこう長い間、スパリゾートを満まん喫きつしてたと思ったが、外に出るとまだ七時過ぎだった。


　もう秋なのでちょっと涼すずしい。そんな静しずかな空気の中を五人くらいの男達が駅から慌あわてて走ってくる。どうやら野球を観みに来きたが遅ち刻こくしたらしい。


「ねね、蛍子」


　そんな男たちが横を過すぎ去さるのを確かく認にんしてから、宇美が話しかけてきた。


「……ん？」


「蛍子は携けい帯たいとか持ってないの？」


「携帯って、携帯電話？」


「うん。携帯電話。ＰＨＳでもいいけど」


「持ってないし、持つ気もないかな。絵えを描かいてる時に鳴ると邪じや魔まだし」


「ま、その辺りは十分に配はい慮りよするとしてですね、蛍子さん」


　またなんか口調がおかしくなった。こういう時の宇美はなんとも怪あやしい。


「はあ」


「蛍子が携帯を持っててくれると、私としては遊びに誘さそいやすくて助たすかるんですけど」


「とは言ってもなあ。どうせうちの親はろくに家に帰ってこないし、家に電話してくれれば、それで済すむと思う」


「……そうなの？」


「うちの親は仕事場に寝ね泊とまりしてるから、家の方に電話してくれれば私が取るか、誰もとらないかのどっちか」


「うーん。それはそれで不ふ便べんかなあ」


「そんなこと言われてなあ」


　それに欲ほしいと思ったところで手に入るものなんだろうかとも思う。自分はまだ学生でバイトもしてないのでお金もそんなにないし、それに未成年だから勝かつ手てに買うわけにもいかない。


「絶対欲しくない？」


「絶対ってことはないけど……それこそ宇美くらいしかかけてこないだろうし、そのために月何千円もってのはバカバカしいかなあ」


「ま、私がバカですって？」


　まだ変な口く調ちようがブームらしい。


「そうは言ってない。単にろくに使いもしないのに、皆みんなが持ってるからって買うって気になれないってこと」


「その辺の理り屈くつはわかるんだけどさあ。私はぜひ持ってて欲しいなあ」


「……うーん。それにうちの親も同じ意見だと思うよ」


「そんなことないと思うけどなー。年ごろの娘こが携帯欲しいって言ったら、お父さんってのは買ってくれるものです。絶対、そうです」


「それはそれでなんでそう思うのかよくわからないけど……」


　どの道、自分には使い道がなさそうだなと思う。


「じゃあ、こういうのはどうかな？」


「ん？」


「私が貸かしてあげる」


「……貸すって、携帯ってそういうもの？」


「まあ、無む茶ちや苦く茶ちや使われると困こまるけど、基本的に着ちやく信しんだけでしょ？」


「……かな？」


　用語がよくわからないが、なんとなくそんな感じだろうと思って返事をする。


「だったら基き本ほん料りようだけで済むし、それで私がいつでも蛍子に電話出来るなら安いものです」


「安いのかなあ、それは」


「安い、安い。絶対に安い」


　なんの根こん拠きよがあるのかわからないが宇美はそう断だん言げんして、ニッコリと笑う。


「というわけで、早さつ速そく、買いに行きますか」


「買いに行くって……持ってるんじゃないの？」


「持ってないよー。予備の携けい帯たいなんて」


「……ま、それはそうか」


　でもだったら、なんで貸すなんて話になったのかという根こん本ぽん的てきな疑ぎ問もんが湧わいてくる。


「ＰＨＳでもいい？」


「……どう違ちがうのかわからないし、どっちでもいいよ」


「いやまあ、私のがＰＨＳなの。だから同じ会社のにしてくれると、お互たがいの通つう話わ料りよう無む料りようになってくれるので、あら、お得とく」


「まあ、そういうことならそれでいいよ……っていうか、そこまでしてくれなくても」


「えー！　だって私、蛍子と話したい時に話したいもん」


「……そこまで好すかれると嬉うれしいけど、ちょっと不ふ安あんも感じるかな」


「ま、そういうわけで、宇美ちゃんはお金持ちなので気にしない、気にしない」


　そう言うと宇美はポケットから自分のＰＨＳを取り出す。赤のちょっと彼女にしてはごっつい感じもする折おり畳たたみ式のものだ。それを開いたかと思うとどこかにかけ始めた。


「蛍子、ちょっと待っててね」


　そしてまだつながってないらしく、短くそう告げてきた。


「……あ、うん」


　返事をした辺あたりで、相手が出たらしい。


「もしもし、お父さん？」


　どうやら宇美の父親だったらしい。


「あ、うん。それでね。もう一台、ＰＨＳを買かいたいって話をしてたでしょ？　うん。で、今から買いに行くことにしたから。多分、大だい丈じよう夫ぶと思うんだけど、お店の人からそっちに電話が行ったら『承しよう諾だくしてます』って言って欲ほしいの。うん」


　そしてなんだかすでに十分に段だん取どりをしていたらしいことがその会話から聞き取れた。


「うん。じゃあ、お願いね。うん。お父さんもお仕し事ごと頑がん張ばってね。じゃあ」


　宇美はそんな感じで電話を切ると、こっちに向かってにニコッと笑う。


「準備完かん了りよう。これから三十分以内ならオッケーだってさ」


「……それ過すぎるとどうなるわけ？」


「お父さんが電源が入ってないか電でん波ぱの届かないところに行っちゃう」


「……よくわからないけど、連れん絡らくがつかなくなるわけね」


「そそ。そういうこと」


　宇美はそう言いながら、すでにどこで買うのかも決めていたようだった。駅ではない方へと転進して歩き始める。


「……なんかもうそのつもりでいたわけね」


「そそ。同どう意い書しよもちゃんと持じ参さん済ずみ」


「むぅ」


「絵え描かいてるのが後うしろ暗ぐらかったけど、蛍子が快こころよく許ゆるしてくれたので、これからはどんどん仲良くしようかなあと思っております」


「とか言いつつ、先に準備進めてるし」


「許してもらえなかったら、買わずに帰るつもりだったってだけだよ」


「ま、そりゃそうなんだろうけどさ」


　でもまあ、なんだか罠わなにはめられたという気がしないでもない。しかしその辺へん、気にしてもしょうがないのかなとも思う。


「そう言えば、あんなにいきなりお父さんに電でん話わしてもいいものなわけ？」


　宇美と父親の会話の様子を思い出すと、やけにフレンドリーだったなと感かんじてしまう。


「うん。お父さんはかけられたら困こまる時はちゃんと切ってるから。その辺のケジメって言うの？　そういうのはハッキリしてる人なんだよね。だからまあ、とりあえずかけて、かかったら話しちゃってオッケーなわけ。まあ、自分で言うのもなんですけど、お父さんも娘むすめと話せて嬉しいみたいだよ」


「……そういうものかね」


　とても自分の家では想そう像ぞうできない状じよう況きようだなあと思わずにはいられない。


「まあ、慣れればけっこう便利なもんだよ、携けい帯たいって」


「……そうかなあ」


　でも使ったことのない身としてはそれが実じつ感かんできない。


「というわけで、その辺はおいおい学んでもらうとして、とりあえず機き種しゆを選んでください。制限時間は十五分」


　宇美はそう言って笑うと、とある店の前で立ち止まる。店内を見ると、そこは色々なメーカーの携帯電話を売っている場所なのだとわかった。





「それでいいの？」


　あまり悩なやまずに選えらんだせいか、宇美は少し不ふ満まんそうだった。制限時間は十五分と言われたが、まだ十分以上軽かるく残のこっている。


　実を言えば、もう店に入る前から目め星ぼしはつけていたのだ。宇美と同じで色いろ違ちがいのヤツ。色違いがなければ同じので。そう思ってたから、選せん択たく肢しは三つくらいしかなかった。


「いいよ、それで」


　だから赤か白か青かで白を選えらんだ。赤だと宇美と同じだし、青はちょっと濃こすぎて好このみじゃない感じの色だった。だから白。消しよう去きよ法ほうだが、けっこうシックで気に入った。


「だってこれ０円だよ」


　別に値ね段だんは気にしてなかったが、そうらしい。


「いいよ、それで」


「でも、もう古い型だし、本当、遠えん慮りよなんてしなくていいから、この最さい新しん型がたのをババンと買かったりしてよ」


「別に機き能のうとかたくさんあっても使わないし。電でん波ぱが弱いとか言うんじゃなければ昔むかしのでも全然問題ないだろ」


「ま、そうかな……電でん池ちも十分持つし、電話帳も五百人分あるし……」


「それに宇美と同じのがいい。宇美がそれを気に入ってなくて、近ちか々ぢか替かえる予定というなら、それを一ひと足あし先さきに買うけど……そういうわけじゃないんだろ？」


「……うん。けっこうお気に入りかな、これ」


「じゃあ、同じのでいい」


　そんな言葉に宇美は嬉うれしそうに笑う。


「そうだね。同じのでいいよね」


　そうなると宇美はさっさと話をつけるために動き出した。お店の人を捕つかまえて、欲ほしいＰＨＳを話し、同じのを持っているので説せつ明めいはいらないとさっさと契けい約やくを始める。


「……いつでも話せるようにか」


　そんな宇美の段だん取どりを見てうちに、なぜか健一のことを思い出した。


　健一は携帯を持っていなかったけど、もし持っていたら自分に電話してきてくれたりするのだろうか。でもすぐに、そんなことになったらまた母さんを泣なかせてしまうかもしれないと思い直なおす。そんな自分に心が沈しずむのを感じる。


　母さんが理り解かいしてくれなかったのは悲かなしいけど、でも悪いのが自分なのは重じゆう々じゆうわかっていた。あれは誰だれも幸しあわせにしない選択だったのだから──。


「蛍子、終おわったよー」


　気づくと宇美が白いＰＨＳを見せつけるように持っていた。


「……もう使えるわけ？」


「うん。というわけで、ちょっと持ってて」


　宇美はそう言って白いＰＨＳを渡わたすと、ポケットから自分のＰＨＳを取りだした。


「さっきも言ったけど、同じ会社のＰＨＳには通話無料だから、蛍子が話したい時もすぐかけて来ちゃっていいからね」


　そう言いながら宇美は自分のＰＨＳのボタンを押おしていく。


「うし、と」


　そして少し力を込めてボタンを押した。どうやら通話ボタンだったらしい。すぐに持っていた白い携けい帯たいが着ちやく信しん音おんを響ひびかせる。


「出て、出て」


「え……あ、うん」


　宇美にせかされて携帯を開ひらく。下の方に集まってる数字ボタンの上にある通話ボタンを押して、スピーカーを耳に当てる。


｛もしもし聞こえますかー？｝


　宇美の声が聞こえた。


「……なんか直接聞こえている気もするけど」


｛で、まあ、私の番号は通つう話わ履り歴れきに記き録ろくされたから、それを選えらべばつながります｝


「……通話履歴ね」


　意味がわからないなと思ったところで電話が切れる。


「数字の上に丸いボタンがあるでしょ？　そこの右を押して」


「……ここ？」


　言われた通りにしたら画面に確たしかに通話履歴と宇美の番号が表示された。


「そう、そこ。それを選んで後あとは通話ボタンでかかるから。かけてみて」
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　宇美の指示通り、今度は通話ボタンを押す。すると宇美の携帯が鳴なって、今度は宇美が携帯を開いて電話に出る。


｛後はリダイヤルでもかかるから、いつでもかけてきてね｝


「これ、電話帳とかに登録できないのかな？」


｛出来るけど……まあ、その辺はマニュアルを読よんでください｝


　宇美はその方法を知らないのか、必要ないと思ったのかそんなことを言って笑う。


｛ではでは、そういうことで。じゃあね、蛍子｝


　そして電話を切って、改めてこっちを見る。


「かけてきて欲しくない時は切ってもいいけど、ちゃんと持ち歩いてね」


　そしてそのことだけ釘くぎを刺さしてきた。


「……了りよう解かい」


　でもそれだけのことが難むずかしいかもなあと感じて、思わず苦く笑しようしてしまった。





　　　　○





　家についても、まだ八時にもなっていなかった。


「あら……お友達とご飯はん食たべてこなかったの？」


　オフィスに顔を出した自分に、母さんがそんなことを尋たずねてきた。どうもここまで早く帰ってくるとは思ってなかったらしい。


「まあ、スパリゾートがメインだったし、そこの食しよく事じは高そうだったから」


「それもそうね」


　母さんはそれで納なつ得とくして、また仕事に戻もどったらしい。パソコンに向かって何かを入力している。父さんへの引ひき継つぎのメモか何かだろうか。


「母さんはご飯を食べたの？」


　そんな母さんを呼び止めるように質しつ問もんをしてみた。


「まだだけど」


「じゃあ作ろうか？」


「そうね。それでもいいし、もう少し我が慢まんできるなら、どこかに食べに行く？」


「オススメの店とかあるの？」


「ええ。色々と。何が食べたい？」


「えっと……チンジャオロースーかな」


　それは別に好みのメニューというわけじゃなかった。昨日、父さんに言われて気になっていたので、それが口から出たのだろうと思う。


「蛍子は中ちゆう華か好すきなの？」


　でも母さんはそんなこっちの事じ情じようなど知らない。


「……自分ではそうは思ってないけど、なんかそうみたいだね」


　そして似たようなことを健一にも言われたのを思い出した。


「チンジャオロースーはお父さんが大好きなのよ。自分では全然作れないんだけどね」


「父さんが昨日、作れるなら作って欲しいって言ってた」


「あらあら」


「だから作り方もそうだけど、美お味いしいチンジャオロースーって言うのがどんなものか知りたいかなとは思う」


「そう……蛍子はお父さん想おもいなのね」


　母さんは不思議なほど嬉うれしそうに笑う。


「……いけないの？」


「まさか。いいことじゃない」


　母さんはそう言って、また真しん剣けんな顔かおでパソコンに向かい始める。こっちを見ずにそんな話をされると、なんだか心こころがこもっていないと感じてしまう。


「ねえ、母さん」


　だからまた話しかける。


「ちょ、ちょっと待って」


　でも、それは軽くではあるが拒きよ絶ぜつされる。だから母さんの作業が終わるのを待つしかないのかなと思う。母さんにしたって、一いつ緒しよに食事をしに行く気になったのだろう。だからそのために仕事を切り上げようと頑がん張ばっている。それなら私の話を聞かないのも、私のためということになるのだろうか。


「よしと……で、さっき、何か言いかけたみたいだけど」


　そうこうしている間に母さんの作業は終了したようだった。三十秒かその程度の時間で終わった。本当に佳か境きようで邪じや魔まをしてしまったということらしい。


「今日、明日ってことじゃないんだけど」


　そして改めて聞かれると、別にそうたいそうな話というのでもなかった。だから、ちょっと聞いてみたかったことを試ためしに聞いてみる。


「うん」


「携帯電話を買ってくれって言ったらダメかな？」


「……携帯電話？」


　母さんはそう言われて、面めん食くらったような顔をする。


「ダメかな？」


「え？　いいわよ。というか持ってなかったのよね。私たちはその程てい度どのわがままも蛍子に言わせないようにしちゃってたんだなって思って……」


　しかし母さんの態たい度どが変へんだった理由は、ちょっと想そう像ぞうを越えていた。母さんの中では携帯くらい持ってて当たり前で、ずっと前に私が手に入れたものと思っていたらしい。


「いいの？」


　そんな予想外の反はん応のうに今度はこっちが面食らった。もっと頭ごなしに否ひ定ていされるものと思っていたし、もう少し警けい戒かいされてると感じていた。でも現げん実じつはこんなにも協きよう力りよく的てきだ。


「もちろんよ。でも、私はそういうのわからないから、お父さんに頼たのんで。一緒に買いに行ったりしないといけないものなのかしらね」


「いや、同どう意い書しよって言うのと、あと確かく認にんの電話が来るから、それに出てくれれば」


「そうなの？　それくらいなら私でもできるかしら。だったら明日にでも買ってきなさいな。いくらくらいかかるものなの？」


「ピンキリだけど……別に高たかいのが欲ほしいわけじゃないし」


　というかすでに宇美から借かりて持っていたりする。でもそれもなんだか今いま更さら言いづらい気持ちにもなる。


「じゃあ一万円あれば足たりる？」


　そう言って母さんは財さい布ふから一万円札を取り出す。どうやらそれで買えということらしい。


「自分のお金で買うから」


「いいのよ。まあ、お金で解決するわけじゃあないけど、今まで我が慢まんさせちゃったお詫わびってことで受け取っておいて」


　そこまで言われてしまうと、なんだか断ことわるのも気が引けた。


「じゃあ、お釣つりは返すから」


「……真ま面じ目めなのね、蛍子は」


　母さんはそして嬉うれしそうに笑った。その目には自分の娘むすめへの誇ほこりみたいなものが見えて、私はいたたまれない気持ちになる。


「ただいまー」


　そこに父さんが帰ってきた。


「おかえりなさい」


「おかえりなさい、父さん」


　そして昨日と同じく母さんと私が挨あい拶さつをする。


「お父さん。私は蛍子とチンジャオロースーを食べに行くので後あとはよろしくね」


　そして母さんは待ってましたとばかりに出かける準じゆん備びを始めながら、父さんにそんなことを告つげる。


「……なんだって？　私の分は？」


「出前でもお好きなものをどうぞ。でもチンジャオロースーは避さけてくださいね」


「なぜ？」


「お父さんのために蛍子がチンジャオロースーを作ってくれるそうですよ。今日はその研けん究きゆうのためですから、お父さんは我慢してください」


「……む。そういうことなら仕し方かたがないな」


　父さんはそう言って、でも口くち惜おしそうに下を見た。でもすぐに私の視し線せんに気づいて、顔をあげてこっちを向いて語る。


「楽しみにしてるからな」


「……あ、うん」


　そうこうしている間に母さんは準備を済すませたらしく、こっちにやってくる。その辺あたり、いつも時間に追われている人間のたくましさを感じる。


「じゃ、行くわよ、蛍子」


「……はい」


　そして私はせかせかと歩く母さんについていくことになった。そんな母さんの後うしろ姿すがたを見ながら、買うことになってしまった携帯電話のことを考える。


　自分の分を買って、それで宇美にはそのことを話して返せばいい。そうも思ったが、別のアイデアを思いつき、それを実じつ行こうしていいものなのか考えてしまう。


　それは買ったＰＨＳを健一に贈おくるというものだった。母さんが快こころよく買ってくれると言わなかったら、きっとそんな考えはすぐに捨すててしまったはずだ。


　でも、それをしても怒おこられないんじゃないかと思えてならなかった。


「ここよ、蛍子。ここのチンジャオロースーが美お味いしいのよ」


　そして母さんは中華料理店の前で嬉しそうに私を呼よび、中へと入っていく。私はそんな母さんを追いかけ、さっきから考えていることをまた繰くり返かえした。


　買ったＰＨＳを健一に贈ってもいいのか──と。何度も何度も繰り返した。






　そのよん　私と刻也君と素敵なタイミング
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　私はバイト先の厨ちゆう房ぼうで憤ふん慨がいしていた。


　ここは私を怒おこらせることばかりだ。


　まず、仕事の内容。私は女子高生で、ファミレスでバイトをしているというのに、ウェイトレスをさせてもらえない。


　ま、正確には一度させてもらったけど、すぐにさせてもらえなくなったとも言うけど……させてもらえないことには変わらない。悪いのはあの人の胸をいやらしそうな目で見た客とは言えない貧ひん相そうな男。だから私は悪くない。


　でも、ウェイトレスをやらせてもらえないことは、いいかなとも思った。裏うら方かたに回ったおかげで刻とき也や君と一いつ緒しよにお皿を洗うことになって、一緒にいる時間が増ふえたから。


　でも、刻也君は店長のお気に入りらしく、今はウェイターをやっている。それじゃ一緒にお皿を洗えないじゃない。というかそういうのって女の子の担当でしょ？　なんで私が裏方で、刻也君がウェイターをやってるの？　私もウェイトレスか、刻也君も裏方か、どっちかなら私たちは一緒にいられるのに……。


　それは本当に切せつ実じつな問題なの。だって私たちはバイトの時くらいしか一緒にいられないんだから。学校が別々だし、刻也君は司し法ほう試し験けんの勉強で忙いそがしい。この間の夏なつ祭まつりだって相当に無む理りをしてもらった。だから、私は、「今日はずっと一緒にいたいな」と思っても言ったりできない。


　刻也君の時間をこれ以上奪うばうなんて私には出来ない。こういうことになってしまった原げん因いんは私にあるのだし……これ以上、刻也君の負ふ担たんになりたくない──と私は思ってるのに、そんな空気の読めないヤツがいるのも、私の怒いかりの炎ほのおに油を注そそいでいる。


　そりゃ刻也君は格かつ好こう良いから、「こんな人と付き合いたいなっ☆」と思っちゃうのはよくよくわかる。でも刻也君は忙しい身の上だし、私という彼女がいるのだ。だから他の女はノーサンキューというか、もう選せん択たく肢しに入ってないのだ。なのに刻也君を煩わずらわせたりする女がときどき現れる。そういう女は刻也君に振ふられると、バイトを辞やめてしまうのだ。


　まあ、刻也君に振られるというのは相当なショックだと思うけど、そんな簡かん単たんに辞めるヤツがウェイトレスを任まかされるという事実が許せない。それって私よりそっちの方がウェイトレスとして優すぐれてるってこと？　うちの店長は本当に見る目がない……でも、刻也君を認みとめてくれているのは感謝。というか刻也君の能力をもってすれば認められるのは当とう然ぜんで、でもでもよく考えてみるとそのせいで私が一緒にいられないわけじゃない。もうなんなのよ、本当っ！


「……でも、やることは皿洗いなのよね」


　はふぅとため息が出た。ため息をするたびに幸せが逃にげていくなんてことをお祖ば母あちゃんが言ってたけど、もし本当なら私は今日一日でかなりの幸せを逃のがしたことになりそうだ。


　そしてそのせいなのかなんなのか、私はまた憤慨することになった。お皿を一通り洗って刻也君が帰ってくるのを待っていたら、刻也君を呼び止める女の声が聞こえてきたのだ。
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「ねえ、八や雲くも君、ちょっといいかしら？」


　その女は私から見ると、年中発はつ情じようしているように見えた。何が楽しいのかいつもピンク色の下着をつけていて、制服の時はともかく、私服は胸むな元もとがガバーッと開あいている。大して胸が大きいわけでもないのに、そんなに見せてどうするつもりなんだろうと思う。


　顔つきも発情っぷりがすごい。唇くちびるが少し分ぶ厚あつくて、あごの右の方に少し大きめのほくろがある。それがなんだか実に下品で、いやらしくて好きになれない。


　まあ、男はそういうの好きかもしれないけど、刻也君はそんな女にはなびかない。なびくわけがない……よね？


「何かご用ですか？」


　でも刻也君は立ち止まった。まあ同どう僚りように呼びかけられたのだから、返事をするくらいは常じよう識しきの範はん囲い。むしろ無視したら問題だ。別にあの女がエロいかどうかは関係ない。


「ちょっと個人的なことなんだけど」


　でもさらにエロさを増しながら刻也君に近づくのは許せない。でも私はどうもできない。怒りに任せてその女に襲おそいかかろうものなら、きっと今度こそ、クビになる。そうなったら私をかばってくれた刻也君に申もうし訳わけが立たない。だからぐっと我が慢まんする。


　それに刻也君がこんな女を真ま面じ目めに相手にするわけはない。だから安心して任せておけばいいわけで……私が怒る必要なんてどこにも少しもありはしないの。


「個人的なことなら聞きたくないですし、聞かれたくもありません。失礼」


　そして思った通り、刻也君はあっさりとその女の質問を受け流した。さすが刻也君。


「そんなこと言わずに、どうしても聞きたいことがあるのよ」


　でもエロ女がそう言うと、なんだか雲くも行ゆきが変わってしまった。


「……どうしてもと言うことは聞かない場合、あなたなりが多大な損そん害がいを受けるということでしょうか？」


　刻也君が真面目なところは尊そん敬けいしているけど、誰だれに対しても真面目なのかはどうかと思うことがある。ほんの、ほんのちょっとだけど。


「そうね。まあ、私よりも八雲君が損害を受けるんじゃないかな」


「心当たりがありませんが、それはどのような理由によるものなのでしょうか？」


「その前にこっちの質問、いい？」


　エロ女はそう言ってにんまりと笑ったみたいだった。私の位置からだとよくわからないけど、きっとそうに違ちがいない。


「あまり個人的なことでなければ」


「八雲君って、九く条じようさんと付き合ってるって本当？」


　エロ女の言う九条さんというのは私のことだ。つまりこの質問の答えはイエス。まごうことなきイエス。刻也君がそれさえ言ってしまえば、もうこの会話は終わる。そう私が思ったのに、刻也君からちょっと意外な言葉が出た。


「その質問の答えが是ぜでも非ひでもあなたには関係あるとは思えませんが」


　でもエロ女にとってはそれで十分みたいだった。言葉を失ってぶるぶると震ふるえ始める。怒っているみたいだけど、当然の報むくいだと私は思う。


　俺おれの彼女は鈴すず璃りだー！とハッキリ言ってくれなかったのは寂さびしいけど、エロ女にとっては効こう果か的てきな攻こう撃げきだったみたいだし、さすが刻也君と思っておくことにする。


「……あんな娘このどこがいいわけ？」


　でもエロ女はまだ食い下がる元気があったみたいだった。それで腹いせなのかなんなのか私の陰かげ口ぐちを言い始める。


「それこそあなたには本当に関係のない話です。そして私はあなたみたいに人の悪口を言うことで自分の地位をあげようとする下品な女性には興きよう味みがありません」


　それを刻也君はあっさりと斬きって捨すてた。それはもう見事なまでに完かん膚ぷなきまでに。


「……な、なんですって」


「私の気が引きたいのであれば、あなたの魅み力りよくをアピールすればいいだけの話でしょう？　なのに九条君をおとしめて、そこに入り替かわろうとするなど、およそ品のある人間のやろうとすることとは思えませんが」


　刻也君はそれだけ言うと、もうそのエロ女の相手をするのを止やめたらしい。


「お客さんが来たようですから、私はこの辺で失礼します」


　そしてエロ女の反応を待たずに刻也君はさっとまたフロアの方へと戻もどっていった。エロ女は追いすがることも出来ず、そのまま立ち尽つくしていた。


　だから私は、その女のことをざまあみろと思って、そして少し浮うかれた気分になった。





　　　　○





　でも、仕事が終わる頃ころには、そんな気分も反はん転てんしてしまったみたいだった。


「ふぅ……」


　思えば、あんなエロ女を下に見て浮かれるなんて、それこそ下品。私はもしかしなくてもエロ女と同レベルかそれ以下ってことなわけで……喜よろこんでる場合じゃない。もしこんなことが刻也君にばれたら、君がそんな人間とは思っていなかったと振られてしまうかもしれない。


「……実じつ際さい、下かもなあ」


　中身はともかく、外見という話になるとそれは残念ながら認めなければいけないかなと思う。身長百四十に満たないのに、胸ばっかり大きくてすごく不ぶ格かつ好こうで、服だって探すのが大変だったりする。このファミレスの制服だって胸に合わせて大きいのを着ているせいで胸ポケットの位置がおかしいし……。


「私がこんなだから刻也君も堂どう々どうと付き合ってるって言えなかったのかな？」


　小さく呟つぶやくと、不安になるのを感じた。刻也君はあの女が嫌きらいとは言ったけど、私のことはどうとも言わなかったし、彼女だってことも言ってくれなかった。


　言う必要はなかったし、言わない方がいいことだったかもしれない。でも私はやっぱり言って欲ほしかったなと思う。


「……でも、そんなこと言えるような立りつ派ぱな彼女じゃないもんね」


　私は刻也君みたいに格好良くないし、あのエロ女みたいに大人の色気みたいのもない。せめて、もう少し背が高かったら、刻也君と一いつ緒しよに並んで歩いてても様さまになるのになと何度思ったかわからない。


「背高くなりたいな」


　制服のブラウスを脱ぬいで、ハンガーにかけると本当に無理にこのサイズのを着ているというのがわかった。スカートに入れている部分が前と後ろで全然ずれている。後ろがたっぷりと余あまっているのに、前の方は本当にギリギリ。これを人に見せたりするわけじゃないけど、すごく格好悪い。だから私はそれを慌あわててロッカーに隠かくすようにしまうと着替えを続けた。


　刻也君も一緒に上がったから、もう着替えて待っているはずだし……急がないと。私はそう思い直して、とりあえず学校の制服を取り出した。





「……待った？」


　更こう衣い室しつを出ると、なんだか不ふ機き嫌げんそうな刻也君が待っていた。私の言葉に反応してこっちを見たけど、その雰ふん囲い気きは特に変わらない。


「いや。君の着替えにかかった時間は特にいつもと変わらなかったと思う」


「ならいいんだけど」


　私はそう言いながら、だったらなんで不機嫌そうなんだろうと思う。


　着替え以外のことで刻也君を怒おこらせるようなことがあったかな？──ない。


　いつもと変わらないと言いながら、本当はけっこう長かったのかな？──それもない。


　私はあれこれと考えてみたけど、それっぽい答えすら見つからない。


「そろそろ帰ろう」


　そうこうしているうちに刻也君が私をせかすようにそう告つげた。


「……あ、うん。そうだね」


　それだけ言うと私は刻也君の半歩後ろくらいを歩く。並んで歩いたり、先を歩くなんて気が引ける。そして私がそんなだから刻也君は黙もく々もくと歩いていく。


「ごきげんよう」


　刻也君がレジの前を通る時に、店長へ挨あい拶さつをするのが聞こえた。


「おつかれさまでしたー」


　だから私も極きよく力りよく明るい声で、それに続いた。


「おつかれさま」


　そして店長は私たちに向かって、少し抑おさえた口く調ちようで挨拶を返してきた。


「今日は疲つかれたな」


　ドアを開けて外に出た辺りで、今度は刻也君はそう短く呟つぶやいた。独ひとり言ごとだったのかもしれない。でも刻也君の行動をじっと見守っていた私には、話しかけてきたように聞こえた。


「今日はお客さんが多かったからね」


「それもあるが途と中ちゆうから一人いなくなって、そのフォローをしなければならなかったのだ」


　刻也君の言ったいなくなった一人というのはあのエロ女のことだ。刻也君に振ふられたのがショックでどこかに消えてしまったらしい。おかげで帰りに一緒に着替えるという悲ひ劇げきを逃のがれることはできたけど……くそう、あの女め、最後まで刻也君に迷めい惑わくかけやがってという怒いかりがふつふつと込み上げてくる。


「……それって中なか沢ざわさんのことだよね？」


　でもそれもすぐに冷ひえてしまった。私は刻也君とあのエロ女とのやり取りを思いだしてしまった。もっと正確には私のことを彼女だと言ってくれなかったことを。


「ああ。この間、入ったばかりの女性だ」


　そう言った刻也君は何だか歯は切ぎれが悪かった。あの女が途中で逃にげてしまったのに責任を感じてるのかなと思う。確かに直接の原因を作ったのは刻也君かもしれないけど、あんなことを聞いたのが悪いのだし……と思う。


「…………」


　それから私はなんで刻也君はその時のことを話してくれないのかなと思った。でもそれを聞くのは私には出来ない。こっそり見てたなんて言ったら軽べつされそうだし……だから私は刻也君とあのエロ女の脱だつ走そうに関係があることは知らないことにしないといけない。


「…………」


　私が黙だまってるせいか、刻也君も何も言わなかった。刻也君はいつも無む口くちかもしれないけど、こんな時は何か言って欲しいと思う。そうしないとなんだかすごく不安になる。


　あのエロ女のことなどなんとも思ってないなら、私に隠すことないんじゃないの？　そんなことを思って、でもなんとも思ってないから言わないだけかもしれないしと思い直す。私はそんな感じでぐるぐると考え続けて、それで随ずい分ぶんと時間を無む駄だにしてしまったみたいだった。


「遅おそかったっすね」


　そんな言葉に我われに返ると刻也君とは違ちがって姿し勢せいの悪い、でも背の高い男が立っていた。よく見知った顔。弟の流りゆう輝きだ。いつものことだけどボロボロのバスケットボールを持っている。それがスポーツマンを気取ってるみたいで、ちょっとムカツク。


「……別に遅くないでしょ」


　そして流輝の登場で何も話せないまま、私と刻也君はお別れをしなければいけなくなった。うちのバカ弟が今日も律りち義ぎに迎むかえに来てたせいだ。


「じゃあ、あとはよろしくお願いするよ。いつも、すまないね」


　なのに刻也君はそんなバカ弟に丁てい寧ねいに挨拶をする。


「ま、一いち応おう、バイト料もらってるっすから」


　流輝は私を邪じや魔ま者ものみたいなことを言う。


「…………」


　二人が話してると、私は本当に眼がん中ちゆうにないという感じがする。背の高い同士で話してると、私なんか視界に入らないんだろうなってだけなんだけど。


「では、ごきげんよう、鈴璃君、流輝君」


　なのに突とつ然ぜん、自分の名前を呼ばれてびっくりする。


「あ、うん。さよなら、刻也君」


「さよならっす、先せん輩ぱい」


　私に続くバカ弟の別れ言葉を聞くと、刻也君は振り返って、別の方向へと歩き始めた。私はそんな後ろ姿を見送りながら、やはり不安になってしまう。


　結局、あのエロ女のことを聞けなかった。聞いてどうなるわけじゃない気もするけど、聞こうと思って聞けなかったことが私の中に抜ぬけない小こ骨ぼねのように残ってしまった感じだった。


「……帰るっすよ」


　なのにそんな私の気持ちなど本当に興きよう味みなさそうに、流輝は刻也君と離はなれる方向へと歩き始めた。それが私の家の方角なのだから仕方のないことなんだけど……もう少し見送りたいという私の気持ちを尊そん重ちようしてくれてもいいと思う。


「わかってるわよっ」


　でも私はそんなバカ弟に弱みを見せたくない。だから少し刺とげ々とげしく答えると、少し駆かけ足で流輝を追い抜くまで歩く。


「…………」


　それに流輝は何も言わず、ただ黙って私についてくる。


　でも、それも暇ひまだと思ったのか、五分くらい歩いた辺りで、突然、訳のわからないことを流輝は言い出した。


「俺おれが悪者みたいな顔しないで欲ほしいんすけどね」


　そんな言葉に私はカチンと来て、立ち止まって振り返って流輝をにらむ。


「……なにそれ？」


　流輝からどう見えたかまでは知らないけど、そんなことを言われる覚えはない。


「俺が迎えに来てるせいで、先輩と話せる時間が少なくて不満なんすよね？」


「……そんなわけないじゃない」


　言葉では否定してみたが、まあ、ちょっと……というかかなり思ってる。でもそれが流輝のせいというのとはちょっと違うと思う。


「なんでそういう見えすいた噓うそつくすかねえ？」


　なのに流輝はなんでもわかってるという顔をする。


「う、噓じゃないわよ」


「……だからそれが噓だって言ってるんすよ。というかそこで否定されると話が進まないので素す直なおに認みとめてくれないっすかね？」


「だから噓じゃないって言ってるでしょ？」


　なんで流輝はいちいちこんなムカツク言い方しかできないんだろうって思う。


「じゃあこっちの都合の話だけさせてもらうっすけど」


「初めからそう言えばいいのよ」


「俺は鈴璃が一人だと心配だって言うから親に言われて迎えに来てるだけっすから、それに不満があるなら親に言って欲しいんですけどね」


「だから不満なんてないって言ってるじゃない」


　流輝もいい加か減げんにしつこいと思う。噓だとわかっているならわかってるで、その話題には触ふれないようにするとかそういう気き遣づかいが全くできない人間らしい。


「あと、一応、バイト料もらってはいるっすけど、そんなに恩おん着きせがましく思われるほどの額がくじゃないっすから、そう露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしないで欲しいっすね」


「……私がいつ恩着せがましくしたのよ？」


「自じ覚かくがないなら、こっちの思い違ちがいかもしれないっすね」


「思い違いよ、思い違い」


「じゃ、そういうことにしておくっす」


　流輝はそう言うと私の言い分には興味がないという態たい度どでまた歩き始めた。だから私はまたそれを追い抜く。


「先輩ともっと一いつ緒しよにいたいなら、家まで送ってくれって言えばいいじゃないっすか」


　そんな私にまた流輝は空気を読めない発言をする。そんなことが出来るくらいならとっくにそうしているし、こんな状じよう況きようになってないとなんでわからないんだろうと思う。


「……あんたには関係ないでしょ？」


「俺に関係あるから言ってるんすよ。そうしてくれれば鈴璃をこうやって送らずに済むじゃないすか」


「で、そうすれば庭で好きなだけシュートが出来るってわけ？」


　流輝はバスケットボールを持ち歩いてるが、別に部活でバスケットボールをやっていたりするわけじゃなかった。中学に上がった時にはバスケ部に入ったけどすぐに辞やめた。それからはずっと庭にあるゴールでシュートの練れん習しゆうをしている。


　本人は「俺はバスケじゃなくて、シュートが好きと気づいたんす」なんて言ってたけど、きっとあの性格だから先輩からいじめられて逃にげたんだと思う。だからシュートの練習だって現げん実じつ逃とう避ひというヤツで、それからすれば私の送り迎えでもなんでもやってる方がずっと流輝のためになる。そのはずなのに、流輝にはそれがわからないらしい。


「俺にとってシュートは金で買えない経験なんすよ」


「……私からすると使えないほど買い込んでる気がするけど」


「ま、そうかもしれないっすね。鈴璃には言ったってわからないっすから、そう思ってればいいすよ」


　そんな流輝の言い方が鼻についた。


「なによ、その言い方はっ」


「本当のことを言っただけっすよ。鈴璃は運動が苦手で楽しいなんて思ったことないすよね？　そんな人間に俺がなんでシュートを毎日してるかなんて話したってわからないすから」


「そういうあんたこそ、シュートしかしてないじゃない。そんなあんたに私と刻也君のことをとやかく言われたくないわよ」


「……だから、俺に関係あることしか言ってないじゃないすか」


　流輝は呆あきれたという様子をその態度で示すと、もう話す気が失うせたようだった。


「何もわかってないくせに、わかったような口を利きかないでよね」


　私はそんな流輝の態度に、なんだか見み捨すてられたような気持ちになった。そして自分が思いのほか、あのエロ女の件でダメージを受けてたんだなと気づく。


「……理り屈くつ通どおりに行くなら、誰だれも苦労なんかしないんだから」


　そして私はそう小さく呟つぶやくと、もう口を閉とざした。流輝はそれに何も答えず、ただ黙だまって私を家まで送った。


「じゃあ、もう何も言わないっすよ」


　そして流輝はそれだけ言うと、庭のフープに向かう。本当に暇ひまさえあればシュートをしているヤツだなと改あらためて思った。そしてそんな流輝にちょっと悪いことをしたかなと思いながら、私は玄げん関かんを開けて、家に入った。





　　　　○





　次の日はバイトがなかった。だから刻也君に会えない。


　バイトは週に三日。刻也君はもう少しやってるみたいだけど、私は店長にあまりよく思われてないので、その辺りが限げん界かいらしい。そこでわがままを言えば刻也君にも迷めい惑わくがかかるだろうし、やっぱり我が慢まんするしかない。


「はぁ……」


　でも学校が終わって友達とも別れ一人になると、寂さびしさが込み上げてきた。


　刻也君に会いたいなあと思う。それが無理ならせめて電話で話をしたいと思うけど、でも刻也君は携けい帯たい電でん話わはもちろん住んでいるところに電話がないらしい。それが単に無む駄だだから引いてないという意味なのか、引けないほど古い所に住んでいるということなのかはわからないけど……とにかくないのだから一緒な気はする。


　そして刻也君は寂しくないのかなと思う。私ばっかり寂しがってるとしたら、それはすごく悲しいことだななんて思うけど……そんなことはないと信じたい。


「今度、聞いてみようかな」


　それを口にして、一度だってそれを聞いたことがなかったと気づいた。小学四年生の時から付き合ってるのに、「私と会えないと寂しい？」と聞いたことがないなんて……と驚おどろいたけど、やっぱりそんなこと恥はずかしいし聞けないなあと思う。


「九条先輩じゃないですか」


　そんな私に誰かが話しかけてきた。私はドキッとして辺あたりを見み渡わたす。かなり恥ずかしいところを見られたかもしれないという気もする。


「……私ですよ、私。八雲狭さ霧ぎりです。お久しぶりです」


　私が驚いているのがよほどおかしかったのか、その娘こは困こまったような表情を浮うかべていた。


「狭霧ちゃん……お久しぶり」


　私はそれが誰か理り解かいして、よりにもよってと思った。狭霧ちゃんは刻也君の妹だった。一つ下で今は中学三年生。なのに私よりもずっと背が高くて、きっと百六十台半ばくらい。中学ではバスケ部の主しゆ将しようをしていたとか聞いたことがある。


　狭霧ちゃんはさすが刻也君の妹というだけあって、整ととのった顔立ちに堂どう々どうとした立ち振ふる舞まいといかにもな格好いいタイプの女の子だった。頭もいいらしく、部活の主将をしながらも成せい績せきも優ゆう秀しゆうで、教師にも覚おぼえがいいらしい。自分もこんなタイプだったら、もう少し刻也君と堂々と付き合えるのになと思う。


「元気なさそうですけど、兄さんとケンカでもしたんですか？」


「……刻也君とは別に」


「じゃあ流輝君ですか？」


　狭霧ちゃんと流輝は同じ学校で、ときどき会ってるらしい。流輝の方が学年が一つ下だし、帰宅部だから接せつ点てんはほとんどない気もするけど。


「流輝……とはケンカしたかな」


　そう言いながら、でもだからってそんなことで私が元気がなくなるものかなと思う。どっちかというと元気がないのは刻也君とケンカすらできなかったことで……流輝とのことはついでもついでという感じだ。


「流輝君も頑がん固こですからねえ」


「もう頑固も頑固。何が楽しいんだか、いつもシュートばっかりしてるし」


「あはは。あれはもう本当、中ちゆう毒どくですよね。シュート中毒」


　狭霧ちゃんは流輝のそんな変人ぶりがけっこう気に入ってるみたいだった。まあ、時々会うくらいなら、あれも笑い話で済むのかもしれないなんて思う。


「でも、やっぱり兄さんが原因なんですか？」


　そして笑ってはいても狭霧ちゃんはちゃんと私のことを見ていたみたいだった。


「うーん。どうかな。私が悪いってだけの気がするし」


「とにかく、元気がないのは事実なんですよね？」


「それは……そうかな」


「だったら、ちょっと甘あまいものでも一緒に食べません？　すっごく美お味いしいところがあるんですよ。一人だとちょっと気き後おくれするんで、付き合ってくださいよ。今日は兄さんと会う予定とかないんですよね？」


　そして狭霧ちゃんはさわやかにそう告つげると、もう私をそこに連れていく気になっているみたいだった。


「……ま、それはそうだけど」


　そして私は狭霧ちゃんを追いかけながら、これだけの行動力のある狭霧ちゃんが気後れする場所ってのはどういう所なんだろうと考えてしまう。単に私を誘さそうための口こう実じつかなとも思ったが、そういう噓うそをつくようなタイプにも見えないし……なんだか不安を感じた。





「ここって……」


　そして私の悪い予感は的てき中ちゆうしてしまったみたいだった。


　私が狭霧ちゃんにつれていかれたのは、ちょっとオシャレな感じの洋よう菓が子し店てんだった。でもそれは何度かテレビで観みた覚えがある場所だ。噂うわさのパティシエが日本に戻もどってきて最初に作ったということで、なんだかんだで一番思い入れのある店てん舗ぽだとか聞いた気がする。


「モン・サン・ミシェールですよ。辻つじ堂どう幹みき久ひさのお店です。来たことありました？」


　なのに狭霧ちゃんはそれを当とう然ぜんのように受け止めているらしい。やっぱり一人で気後れするというのはただの口実だったみたいだ。


「……初めて来た」


　テレビで紹しよう介かいされてるという割にはそんなに混こんでいるわけでもなかった。


「ここ、実はさりげに穴あな場ばなんですよ」


　狭霧ちゃんは席に案内されたところでそんなことを教えてくれた。


「穴場？」


「辻堂さん、最近、他にもお店を作ったんで、ミーハーな人はそっちに行ってるんですね。もっと交通の便べんがいいところに大きな店があれば、遠くからの人はそっちに行くじゃないですか」


「なるほど……」


「でも辻堂さんもなんだかんだでこの店が好きだから、けっこう顔を出すんですよ」


「へー」


　狭霧ちゃんの話はすごくすっきりしてて面おも白しろいなと思う。私みたいにテレビで観た知ち識しきだけで考えてたら絶対にわからないようなことをさらりと言ってくれるのもすごいと思う。


「何、頼たのみます？　兄さんが迷惑をかけたお詫わびに奢おごりますから好きなものをどうぞ」


　そう言って狭霧ちゃんは私にメニューを渡してくれた。


「……別に刻也君に迷惑かけられたってわけじゃないんだけど」


「まあ、細こまかいことは気にしなくていいですから。ケーキセットがオススメですよ。八百円で飲み物とケーキが一つですから」


「でも色々あるね」


「どれでも美味しいですから、好みの素そ材ざいのを選べばいいですよ」


「狭霧ちゃんは……どうするの？」


「私はコーヒーと今日のケーキにするつもりです」


　メニューを見るまでもなく、そう決めてたらしい。それと比くらべるとオロオロしている自分がみっともないなと感じる。


「じゃあ、私もそれでいいかな……」


　実じつ際さい、メニューを見てもよくわからなかった。イチゴのショートケーキとか、モンブランとかそういうのはともかく、なんだか聞いたこともないケーキがたくさんある。素材で選べばいいと言われても、正直、どれがなんで出来てるかもわからない。


「飲み物はコーヒーでいいんですか？」


「うん」


「じゃあ……」


　狭霧ちゃんがそう言って店員さんを探そうとした時だった。店内の空気がざわついて、どよめきが起こった。


「何……？」


　お客さんたちが何かに驚おどろいているらしい。そんな不ふ穏おんとも言える空気の中を白い服を着たコックさんみたいな人が歩いてくる。


「あれって……」


　そして私にもすぐそれが誰だれかわかった。


「ああ、辻堂さんですね」


　狭霧ちゃんは平へい然ぜんと答えたが、それは噂のパティシエだった。コックさんとか思ってしまった私が恥はずかしい。テレビで見るより少し細いけど、自信にあふれたその表情はなんだか後ご光こうが差しているように感じられた。これがオーラってやつなのかななんて思ったりもする。


「……なんか、こっちに来てるみたいな気が」


　そしてそんな辻堂さんが着々と私たちの方に向かってくる。まあ、何か別の用があってこっち側に来てるだけなんだろうけど。


「きっとここに来ますよ」


　なのに狭霧ちゃんはいたずらっぽく笑うと、私が驚くようなことを言う。自じ意い識しき過か剰じようだと思ってたところに何を言いだすのかと思ってしまう。


「ようこそ、いらっしゃいました。お嬢じよう様さま」


　そして狭霧ちゃんの言ったことは冗じよう談だんではなかったようだった。確かに辻堂さんは私たちのテーブルまで来て立ち止まると深ふか々ぶかと頭を下げて挨あい拶さつをしたのだ。もちろん、そのお嬢様というのは私じゃなくて、狭霧ちゃんのことだったけど。


「また来ていただけるとは光こう栄えいです」


　そして頭を上げたかと思うと、辻堂さんは改めて歓かん迎げいの言葉を口にする。


「もう恥ずかしいから、そういうことはやめてくださいって言ったじゃないですか」


「いえいえ。お嬢様に来ていただいたのにご挨拶をしないわけには」


「今日はいないと思ったから来たのに」


「そんな意い地じ悪わるなことを言わないでください」


　そして私が啞あ然ぜんとしている間に、狭霧ちゃんと辻堂さんは楽しげに会話を繰くり広げる。なんだか別世界に来てしまったかのような気分。テレビで見てた人がいるせいかもしれないけど、その場にいるはずなのにテレビでも見てるような他ひ人と事ごとのような感じがする。
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「お嬢様。今、出来たばかりの新作があるんですが食べて行っていただけませんか？」


　辻堂さんがそう言うと狭霧ちゃんは少し考えたような仕し草ぐさを見せて、それから私の方に尋たずねてきた。


「先せん輩ぱいもそれでいいですか？」


「……え？　私？」


　話しかけられて、私はそこにいたってことを思い出した気分だった。慌あわてて、そんな現実を受け入れる。


「先輩？」


「あ、はい。その新作というのをいただけるなら、ぜひ」


「じゃあ、それでお願いします、辻堂さん」


　狭霧ちゃんは取り乱している私とは全然違ちがう堂々とした態たい度どで辻堂さんに注文をする。


「飲み物はコーヒーがオススメですが、それでよろしいですか？」


「はい。私も先輩もコーヒー派はです」


「では、すぐに持って参まいります」


　そして辻堂さんは小さく頭を下げると、すっとその場を去っていった。


「……狭霧ちゃんは辻堂さんと知り合いだったの？」


　厨ちゆう房ぼうに辻堂さんが消えてから、私はやっとそれを狭霧ちゃんに聞く気になれた。何事かとこっちを見ている人も多かったし、とにかく心臓に悪い展てん開かいだったと思う。


「私というか父さんがですね。辻堂さん、独どく立りつする時にちょっともめ事に巻き込まれて、それを父さんが解決したみたいなんですよ」


「へー」


「で、辻堂さんは義ぎ理り堅がたい人なので、娘むすめの私までああいう風に歓迎してくれるんです」


「……なるほど」


「あとは芝しば居いがかった人なんですよ。目立ちたがりというか」


「そうなの？」


　それはなんだか意外な気がした。


「じゃなかったら、テレビに出ませんよ。職しよく人にん気質かたぎなところももちろんあるし、腕うでも本物ですけど、そういう性格だからテレビに出るんです。だからさっきのも私に対する歓迎というよりはあの人なりのパフォーマンスってヤツだと思います」


「でも、やっぱりすごいって思うな」


　それは辻堂さんもそうだけど、それを平へい然ぜんと受け止めている狭霧ちゃんに対してもだった。


「まあ、そうですよね。超ちよう一いち流りゆうですよね」


　でも狭霧ちゃんはそういう自覚は全然ないらしい。天然のお嬢様というヤツかもしれない。


「……そうだよね」


　私がそう返事をすると、また店内の空気がどよめいた。また辻堂さんが厨房から姿を現したらしい。手にはさっき言っていた新作ケーキ。辻堂さんの後ろにはコーヒーを持った奇き麗れいなウェイトレスさんが続いてた。


「お待たせしました、お嬢様」


　そしてさっきと同じく辻堂さんは狭霧ちゃんに挨拶をして、持ってきたケーキを狭霧ちゃんと私の前にそれぞれ置く。


「ロールケーキですか？」


　辻堂さんの新作ケーキは、意外に普ふ通つうの外見をしていた。というかパッと見は普通のロールケーキに見えた。二センチくらいの厚さに切った断面が渦うず巻まき模も様ようのヤツ。白いのと茶色いのが一枚ずつで一セットということらしい。


「はい。シンプルですが自信の一品です」


　そして辻堂さんの言葉からすると、本当にロールケーキらしい。


「では、美お味いしくいただかせてもらいます」


　狭霧ちゃんは辻堂さんににっこりと答えて、それから私の方を見た。それで辻堂さんも私の存在に気づいたらしい。


「こちらの方はご学友ですか？」


　でもそう尋ねたのは狭霧ちゃんに対してだった。


「いえいえ。兄の婚こん約やく者しやです」


　それで狭霧ちゃんはそんなびっくりするようなことを言い始めた。


「お兄さまの婚約者……ということは、未来のお嬢様ということですね」


　それは辻堂さんも一いつ緒しよだったらしく意外そうな顔をしてから、私の方へと向き直る。


「初めまして、店主の辻堂幹久です。今後もご贔ひい屓きにお願いします」


　そして深々と頭を下げられた。恐おそるべし狭霧ちゃん効果……と思ってはみるが、降ふって湧わいたそんな展開に心がついてこない。テレビの有名人がお義ぎ理りとは言え、自分のために頭を下げるなんて想像もしたことがなかった。


「いえいえ。その……テレビでは何度かお見かけしてました」


「そうですか。それは光栄です。それでお嬢様、お名前は？」


「す、鈴璃です。九条鈴璃」


　思わず、声が上うわずる。


「鈴璃お嬢様。狭せまくてせわしい店ですが、今日はゆっくりしていってください」


　なのに辻堂さんは笑ったりせず、真ま面じ目めな顔でまた深々と頭を下げた。そしてもう一度、狭霧ちゃんに挨あい拶さつをすると厨房の方へと戻もどっていった。


「……ふぅ。こんなの心臓に悪いよぉ」


　そしてそれを確かく認にんして私はまたため息をついた。


「すみません。今日はいないと思ってたので来たんですけど……いつも以上に歓かん迎げいされちゃいましたね」


　狭霧ちゃんはこっちの消しよう耗もうぐあいを見て本当に悪いと思ったらしい。その辺もなんというか本当にお嬢じよう様さまっぽい感じがする。


「……でも、嬉うれしかったかな。新作ケーキ食べれることになったし」


「そう言ってくれると助かります」


　狭霧ちゃんは小さく笑うと、どうぞお先にと手で合図をした。


「じゃあ、いただきます……」


　それで私は白い方のロールケーキをフォークで少し切り取った。ロールケーキというともっとすかすかしたイメージだが、思ったよりしっとりとしてフォークの手ごたえもちょっと重い感じだった。


　それをフォークに刺さして口に入れる。


「…………」


　それはケーキというよりはアイスみたいな味わいだった。白いのは牛乳で、すごく味は濃こいのにすっと口の中から消えて、またもう一切れ食べたいという気持ちにさせる。


「これ、美お味いしい」


「ですね」


　狭霧ちゃんも同じく、白いのを食べて感心してるような顔をする。


「交こう互ごに食べた方がいいのかな？」


「一緒に出してきたってことはそうかもしれないですね」


　それで狭霧ちゃんの意見に従したがい、私は茶色い方のも崩くずして食べる。口に入れようと近づけただけで、紅こう茶ちやの香かおりが漂ただよってきた。どうやらこっちは紅茶味らしい。


「……うわ」


　予想通り紅茶味だったが、その触しよつ感かんはまったく想像と違ちがっていた。牛乳のやつとはちがって今度は強きよう烈れつに鼻へと突つき抜ぬけるような爽そう快かい感かんがあった。


「ははは。これ、凄すごいですね」


　狭霧ちゃんは美味しいではなく、そう言って笑った。でもその通りだと思う。そして私は続けて白い方も食べる。その頃ころには紅茶の爽快感はどこかへ去ってしまっていたが、味は口のどこかに残っていたらしい。濃い牛乳の味に紅茶のさわやかさがまざってまた別の味に変わる。


「……なんなんだろう、これ」


　間違いなく美味しいのに褒ほめる言葉が見つからない。


「未み知ちの味あじですねえ」


　狭霧ちゃんも同じらしく笑いながら、今度はコーヒーを飲んだ。そしてまたびっくりしたような顔をする。


「……どうしたの？」


「いや、そう言えばコーヒーを一緒に飲むように勧すすめてたなあと」


「ってことは、もっと別の味になるの？」


「ええ、もうそりゃびっくりしますよ。あはは」


　狭霧ちゃんはそう言って、また別の順番で食べる気になったみたいだった。なので私はとりあえずコーヒーを飲むのから始めてみる。


「…………」


　そして私は狭霧ちゃんのように笑うことすら出来ず、絶ぜつ句くした。





「してやられたって感じですねえ。あの人、絶対、今ごろ、厨ちゆう房ぼうでほくそ笑えんでますよ」


　ケーキを食べ終わった辺あたりで、狭霧ちゃんは少し悔くやしそうにそんなことを言った。


「……かな」


「人をびっくりさせるのが好きな人なんですよ、本当」


「それはわかるかも……」


　でもそれはいいことだろうと思う。こういう商売をしているなら。しかもすごい正せい攻こう法ほうだ。ケーキを作る人が、ケーキの美味しさで人を驚おどろかせるのだから。


「そう言えば、兄さんの話でしたよね」


　狭霧ちゃんはそれですっかり忘れていた話を掘ほり起おこしたようだった。正直言うと私もケーキの美味しさにもうそんなことも忘れていた。


「……だったね」


「まあ、何があったのかわかりませんし、聞きませんけど」


　狭霧ちゃんはそれで少し真ま面じ目めな顔をする。その切れ長の目め力ぢから満まん載さいの瞳ひとみでにらまれると、なんだか悪いことでもしているような気分になる。


「うん」


「兄は馬ば鹿かなんですよね」


　そして狭霧ちゃんは予想だにしないことを言い始める。辻堂さんのことをびっくりさせるのが好きとか言ってたが、狭霧ちゃんもいい加減、人をびっくりさせるのが好きだと思う。


「……馬鹿って。学校でも一番の成績だし、司法試験だって絶対受かるって言ってるし」


「まあ、勉強は出来るかもしれないですけど……うーん。馬鹿って言うか、馬鹿正直って言った方がいいですかね。もっと要領良く生きてもいいんじゃないかなと思うんですよね」


「……うーん」


　まあ、刻也君がすごく真面目を越こえて、真面目すぎるというのは私も感じる。きっとそれと同じことを言ってるのだろうと考えることにする。


「たとえば、弁べん護ご士しになりたくないのをわざわざ言う必要なかったと思うんですよ」


「……でも、ずっと前からそう思ってたわけだし、言わないのは言わないでフェアじゃないんじゃないの？」


「そこですよ。まさに、そこ。そのフェアってヤツです」


　狭霧ちゃんはやっと私との接点を見つけたらしく、少し興こう奮ふんして声を上げる。


「……うん」


　なので私はちょっと退ひいてしまった。


「私はけっこう適てき当とうだから、なんでそこまでフェアってのにこだわるのかわからないんですよね。フェアであった方がいいこともあるけど、常にフェアであろうとしたらそれはそれで損そんをすることもあるんじゃないかと思うんですよ」


「それはそうかなあ……でも、それが刻也君らしいところでもあるし」


「ま、そうなんですけどね。でももう少し使い分ければいいと思うわけですよ。で、その辺を私は馬鹿だなあと思うわけで」


「まあ、言葉の意味はわかるけど」


　でもそうではない刻也と言うのもちょっと想そう像ぞうが出来なかった。刻也はいつだってそういう損そん得とくとかは別のところで妙みような意い地じを張って生きている。


　親が弁護士事務所をやっていて、本人も司法試験に受かるだけの頭ず脳のうを持っているのに、弁護士になるのを拒きよ絶ぜつして生きるなんて、正直、勿もつ体たいないという気持ちはあった。


「しかも家を飛び出して、生活費を稼かせぐためにバイトに追われているわけじゃないですか。それで勉強する時間を圧あつ迫ぱくされて、ますます先せん輩ぱいと会う時間が減へってるわけですよね？」


「……そうかな」


　そう言いながら、私はその点に関しては全くその通りと思ってしまう。実際、今日もその辺あたりが理由で会あえずにいるわけだし。


「でも学がく費ひは結局、親に出してもらってるわけで……こう言っちゃなんですけど、自己満足でしかないんじゃないかと思うんですよね」


「自己満足……」


　確かにそういう部分もあるかもしれないけど、それにしたって随ずい分ぶんとハッキリというんだなって思う。狭霧ちゃんのそういうまっすぐさは私にはかなり眩まぶしい。


「先輩はそれで不満はないんですか？」


「……不満？」


「兄さんが素す直なおに家に戻れば、もっと会えるようになるとか思いません？」


「……それは思ったりはするけど」


　でもそんなことを言って欲ほしくないと思う。刻也君が家を出ることになったのは、弁護士になる気がないというのだけが原因じゃない。本当は高校受験に失敗したからで、そしてそれは私のせいなのだ……。


「ですよね。だから、私は馬鹿だって言うんです。自分の意地ばっかりで周りの人の気持ちを考えないで……それでうまくいったって自分が満足するだけで」


　だから、狭霧ちゃんの言葉を聞くうちにすごく悲しくなった。自分のせいで刻也は家族と一いつ緒しよに暮らせなくなり、妹から馬鹿だと言われている。もちろんそんな悪あく意いはないのはわかる。兄を信じてるからこその言葉なのもわかる。


　でも、そんなこと言って欲しくはなかった。だって、悲しい。悲しすぎる。


「……もう、やめて」


　だから私はそう言うしかなかった。


「え？」


「どんな理由でも、それが正しくても、私の前で刻也君の悪口なんて言わないで」


「……す、すみません」


　狭霧ちゃんは私がそこまで深しん刻こくに受け取るとは思ってなかったみたいだった。びっくりして、そして本当に申し訳なさそうにこっちをみる。


「馬鹿は……私の方ですよね。ちょっと調子に乗って言い過ぎました」


　そして素直に自分の非を認めたことを告げる。


「こっちこそ、ごめん……もっと早く言えばよかったよね」


「いえ……その単にですね。私、やっぱり兄さんは家に帰ってきた方がいいんじゃないかって思ってまして……だから先輩も同じ意見なら協力して欲しいって思ってたんですけど……途と中ちゆうから、ちょっと道がそれちゃったみたいで」


「……うん」


　私はそう言いながら、狭霧ちゃんは本当に良よい娘こだなと思う。それに比べて自分は情なさけなくて、また泣きそうになる。こんなにもちゃんと考えている狭霧ちゃんに比べて、自分はその場その場の感情に流されて何にもできないでいる。


「でも、うん、安心しました」


　そして狭霧ちゃんは私が少し落ち着いたのを見て、そんなことを言い始める。


「……え？」


「いや、先輩はそういうあまり器き用ように生きれない兄さんをちゃんと好きなんだなって」


　狭霧ちゃんはさっきとは違ちがった言葉で刻也君のことを表現したようだった。


「……ど、どうかな。ちゃんとって言われると自信ないけど」


「私も別に兄さんのそういうところ嫌きらいじゃないですよ。でも、まあ、短所といえば短所じゃないですか。だから、いい加減、先輩も愛あい想そを尽つかしちゃうのかなって」


「そんなことないよ……むしろ私の方がいつ愛想尽かされるかわからないくらいだし」


　それを口にすると、本当にそうだよなと思う。と言うより、そもそも刻也君は自分のことを好きなんだろうかと心配にすらなった。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。兄さんは本当、意い地じっ張ぱりなだけですから」


「……そうかな」


「兄さんはちゃんと先輩のこと好きですよ。じゃなかったら、私、辻堂さんに兄の婚こん約やく者しやなんて紹しよう介かいしませんから」


「……あれも今思うとかなり恥はずかしかったな」


　私はけっこう本気でそう思ったが、狭霧ちゃんはそれがおかしかったらしい。


「あはは。でも私を噓うそつきにしないように頑がん張ばってくださいね、本当」


「……うん」


　本当に狭霧ちゃんは軽く凄すごいことを言ってくれる。


「とにかく兄さんは意地っ張りなんです。何事にも。その辺り、わかってあげてください……って言うまでもないですよね。あはは」


　そして狭霧ちゃんはまだ不安な私をよそにすっかり納なつ得とくしてしまったようだった。


「意地っ張り……は意地っ張りかな」


　私はそして狭霧ちゃんの言ったことを繰くり返かえして、どういう意味なんだろうと考えて、また不安になるのを感じた。





　　　　○





　家に帰ると、流りゆう輝きがまたシュートの練習をしていた。流輝は普ふ段だんは姿し勢せいが悪いのに、ボールを投げる時だけはピンと背せ筋すじを伸のばしている。そのせいで、いつも以上に大きく見える。


「……本当、何が面おも白しろいんだろ？」


　いつもつぶさに観察しているわけじゃないけど、なんだかいつも同じようなシュートを練習しているような気がしてならない。いつもどこかに立ったままで、ドリブルしながらとかそういう動きのある練習をしているところを見た覚おぼえがない。


　でも、きっとそれは楽しいのだろうなと思った。現げん実じつ逃とう避ひでしかないのかもしれないけど、無む心しんでボールを投なげては拾ひろって、また投げている流輝は真しん剣けんそのもので、普段のふてくされた態度からは想像できないほど、すがすがしく見える。


　それに比べれば、自分は迷ってばかりで、そして寂さびしがったり悲しんでばかりだ。刻也君と会えない時はもちろん、会ってる時ですらそういう場合が多い。


「本当、何が面白いんだろ？」


　だからさっきと同じことを今度は自分に向けて呟つぶやく。刻也と会ってて嬉うれしいことはある。でもそれに比べて普段の自分はどうなんだろうと思う。そしてそれを考えると、流輝のことを笑えないなと感じる。


　そして刻也君のことを思い出す。親を納なつ得とくさせるために司し法ほう試し験けんに受かってみせようと頑がん張ばる彼に比べて、自分は本当に何もしてない。


「……会いたいな、刻也君に」


　でもそれに気づいても自分が思うのはそんなことだった。それが情なさけなくて、流輝から目を離はなすと私は家に入ることにした。





　　　　○





　次の日、私は風か邪ぜをひいて学校を休んだ。なのに流輝のバカは学校が終わるとすごい勢いきおいで帰ってきて、またシュートの練習を始めたみたいだった。


「……うぅ」


　普段はそんなに気にならないけど、熱ねつでうなされてるところで、庭でずっとシュートをされるというのはかなり精神に来るものがある。ついでに言うと今日はバイトの日だった。本当なら刻也君と会って話していたと思うと、そんな楽しい気分と今の自分とのギャップに怒いかりが湧わいてくる。


　というか、いい加か減げん、本当にうるさい。練習が好きなのはわかるが、こういう時ぐらい遠えん慮りよする知ち恵えを身に付けろ、このバカ！と本気で思う。


　だから少しでも楽しいことをと刻也君のことを考えたが、また寂しい気持ちになった。


　バイト先まで行けば私が風邪で休んだことはわかるだろうけど、待まち合あわせの場所で私が来ないって怒おこってるかもなあ……とか考えて、申もうし訳わけのない気持ちになる。でも刻也君に連れん絡らくする方法がないんだから……なんて言い訳を考えるけど、それでも刻也君にはなんの足たしにもならない。というか言い訳なんてそんなものだよね。いつだって。


「……お見み舞まい、来てくれないよね」


　来てくれると嬉うれしいけど、でもそれを望のぞんじゃいけないと思う。刻也君は忙いそがしいのだから、来てもらったら時間を奪うばうことになってしまうし、それに風邪をうつしてしまったらそれこそ一いち大だい事じだ。刻也君はちゃんと予定を決めて勉強しているのに、それを大おお幅はばに乱みだすことになってしまう。


「私のせいで……また試験に失敗されたくないもん」


　病気で弱ってる体はいつも以上に、寂しい気持ちを支ささえてくれないみたいだった。どんどんと心が沈しずんで行くのを感じるけど、それを止めることが出来ない。


　刻也君が今の学校に不ふ本ほん意いながら通っているのは、自分のせいなのだ。刻也君は高校なんてどこでも一緒だって言ってくれたけど、でもそのことでお父さんとケンカして家を出ることになったのを私は知ってる。刻也君はそのことを私には言わないけど、知ってしまった。


　だから私は刻也君に見舞いに来て欲ほしいなんて言えない。だからそれを伝える方法がないというのは良いことかもしれない。それが出来たら私はきっと刻也君にわがままを言ってしまう。そして刻也君は……。


「来てくれるのかな？」


　そしてまた別の不安が私を襲おそってきた。


　刻也君は私のわがままを聞いてくれるんだろうか？　聞いてくれても困るけど……でもそこまでしてくれないんじゃないかという気持ちが大きくなっていく。


　だって刻也君はいつだって冷れい静せいで、そして会えないから寂しいなんて一度だって言ってくれたことないし……バイト以外の日には会おうとすらしない。


「……だよね。何、自じ分ぶん勝かつ手てなこと考えてるんだか」


　私はすっかり気力を奪うばわれて、世界がぐるぐる回り始めるのを感じた。じーんと何かがマヒする音が聞こえた気がする。そしてそんな中、聞こえるのは相変わらず流輝がシュートを投げる音。ボールがボードにぶつかって揺ゆれる音が、繰り返し、繰り返し届く。


「いい加減にしなさいよっ！」


　私のふらつく体を動かしたのは、間ま違ちがいなく怒りだった。ベッドから起き上がって、窓まどを開あけて叫さけぶ。そんな元気が自分にあったとは驚おどろいたが、それだけ流輝の行動が鬱うつ陶とうしいと思ってたんだと思うとけっこう納なつ得とくできた。


「……なんすか？」


　でも怒りを向けられた流輝はいつものマイペースっぷりを発揮する。


「ボール投げてたらうるさくて眠ねむれないでしょうがっ！」


「んなこと言われても、これは俺の日につ課かっすから」


「……だから何よ」


「鈴璃が不ふ摂せつ生せいで風邪引いたのが悪いんじゃないすか。バイトの日なのに先せん輩ぱいと会えないからって俺に当たるのはやめて欲しいんすけどね」


「な、なんですって！」


　流輝の言い分はそう間違っていなかった。でもだからこそ、私はカッとなった。熱でゆだっている頭の温度がさらに上がるのを感じる。


「……じゃあ、どうすればいいんすか？　鈴璃のためにおかゆでも作れって言うんすか？」


「だ、誰だれがそんなことしろって言ったのよ！」


「……だから怒ってるばかりじゃなんもわからないって言ってるんすけどね」


「シュートの練習したいならすればいいけど、ここ以外でしなさいよ！　公園とか国こく道どう沿ぞいのフープとか別の場所があるでしょ？」


「……それはそうっすね」


　流輝は静かにそう答えると私の言う通りにする気になったらしい。ボールをつかむとそのまま庭にわから出ていこうとする。


「鈴璃が静かに寝ねてるって言うなら、そうするっすよ」


　そして謎なぞの捨すて台詞ぜりふを残して、流輝は本当に去っていった。


「……こんなことなら初めから言えばよかったな」


　流輝が去っていくとすっと怒いかりが収おさまって、そのせいで私は立ってるのもしんどくなった。なので静かになった喜よろこびを頼たよりにベッドに戻もどる。


「……ふぅ」


　でも本当に静かになると、それはそれで不安な気分になった。それにやっぱり言い過ぎたかなという気もする。流輝の言う通り、いつも通りにしてただけでそれこそ文もん句く言われるのは不満だったはずだ。


　自分が悪いのに、感情が高ぶると抑おさえが利きかなくなるのは自分の悪い癖くせだ。それがわかってるのに、なんでまたこういうことをしてしまったんだろうと思う。


「……それに」


　いなくなってから流輝の言葉が気になる。


　鈴璃が静かに寝てるって言うなら、そうするっすよ──そんなことを言っていた。思い出すに不思議な言葉だ。


「もしかして、アイツなりに私を心配してくれてたのかな」


　病状が悪化した時のために、側そばにいてくれたのかもしれない。そう思うと、シュートの練習をしてたのは筋すじ違ちがいだったにせよ、すごく悪いことをした気にもなる。


「……そうならそうだって言えばいいのに」


　そう言ってから、でも自分だって人のことは言えないなと思う。自分だって少しも自分の気持ちを伝えてない気がする。口から出るのはカッとなって出る怒りの言葉だけだ。そんなんじゃ流輝だってうんざりするだろう……。


「刻也君に対しても……そうだよね」


　そして刻也には言いたいことがあるのに何にも言えてないなと思う。なのに気持ちをわかってもらいたがってばかりで……なのに刻也君の気持ちはわかろうともしてないし、だからわかってもいない。


「ダメ過ぎだ、私……」


　そして気力がなえたせいか、また意い識しきが遠のいてきた。それがわかったけど、私は摑つかまりそこねたみたいにそのまま濁だく流りゆうに飲まれて流されていくような気分に沈んでいった。





　　　　○





　……額ひたいが冷つめたかった。


　頭を冷やしてた氷にしては冷たすぎるなとぼんやりと思う。だって私はずっと寝てたのだし、氷だっていつまで冷たいはずもない。


　流輝はどこかに行ってしまったし、お父さんもお母さんも帰ってくるにはまだまだ時間があるはず。


　それとも寝ているうちに随ずい分ぶんと時間が過すぎていたのかな？　私はそう思って、考えてみたら寝ている間にどれくらい時間が経たったかなんてわかるわけもないのに気づく。


「大だい丈じよう夫ぶかね？」


　そんなぼんやりした頭に、聞き覚えのある声が響ひびいてきた。それは間違いなく刻也君の声だ。でもそれはきっと幻げん聴ちようとか言うのだろうと思う。風か邪ぜで倒たおれている私に向かって、刻也君が『大丈夫かね？』なんて言うはずが……あった。


「と、刻也君!?」


　目を開けると、刻也君がそこにいた。私が意識を取り戻したらしいと気づいて、私の顔をのぞき込んでいる。


「……うむ。そんなに驚おどろくほどのことなのだろうか」


「え？　え？　だって……その……刻也君がここにいるはずない……よね？」


　私は混乱しながらなぜか時計を探していた。どうも目を開く前に気にしてたことの答えを求めているらしい。


「現にここにいるが」


　でも刻也君はそんな私の行動の理由がわからないらしく、困こまったような顔でこっちを見ていた。まあ、自分でも何してるのかよくわからないんだから仕方ないんだけど。


「まだ、バイトの時間だよね？」


　そして私はやっと時計を見つけて、それを確かく認にんした。私は一時間くらい寝ていたらしい。だからまだ本来ならバイトの時間だ。なのに刻也君がここにいる。


「早退させてもらったのだ」


「……早退？」


　私は刻也君が自分で言ったことなのに、信じられない思いだった。あの刻也君がバイトを早退するなんてそんなことあり得るはずがないという気しかない。


「とは言っても恥はずかしながら、店長と流輝君に言われてのことだ。薄はく情じようなヤツだな、私は」


　そう言われて、ちょっと理り解かいできる気がした。そうか店長と流輝に……。


「え？　流輝に？」


「ああ、彼がバイト先にやって来てね。君が荒あれているから看かん病びように行けと」


「あの野や郎ろう……」


　少し見直したのに、またろくでもないことをしてくれたという気持ちになる。


「ん？」


「……その、流輝が余よ計けいなことしたみたいで、ごめんなさい」


「いや……正直、助かった。店長にも気になるなら看病に行ってもいいとは言われたんだが、そういうわけにもいかないだろうと思ってたところだったのでね。彼のおかげで見み舞まいに来る踏ふん切ぎりがついた」


　刻也君はそんなことを言ってくれたけど、私としては申し訳ないという思いが募つのる。


「……でも、ごめんなさい。私なんかのためにバイトを早退させてしまって」


「ま、君が風邪を引くなんて……三年に一度くらいのことだろう。そういう時くらい看病してもバチは当たらないさ」


「……でも」


　それでも申し訳ないという思いがある。その三年に一度の異常事態を起こして、刻也君の予定を狂くるわせてしまったのだ。


「まあ、それもこれも流輝君に言われたことだがね」


「……そうなの？」


　いつも通りシュートをしているだけだと怒おこっていた流輝がそんなことを言ったとは到とう底てい思えないのだが、刻也がそこで噓うそをつく理由というのも思いつかない。


「自分はいつも通りにしてて怒られていたからと、私にはそうするなと言われたよ」


「……そっか」


　ということは流輝は私に追い出された後、きっと国道沿いのフープまで移動して、その途と中ちゆうでそれに気づいたんだろうなと思う。


「そんなわけで勝手に上がらせてもらったが許ゆるしてくれたまえ」


「……それはいいし、むしろ嬉うれしいけど」


　流輝の気持ちも、刻也君の優やさしさも有り難いとは思った。でもそれに甘あまえたらいけない。そんな気持ちが湧わいてきた。


「何かね？」


「やっぱりダメだよ、こんなの」


　だから私はそう言うしかなかった。


「……何がダメなのかね？」


　刻也君はそれにはかなり面食らった様子だった。


「刻也君は生活費を稼かせぐためにバイトをしてるんでしょ？」


「まあ、そうだが」


「だったら休んだら……その分、お金が減へるんだよね」


「……まあ、そうなるな。会社員ではないし有ゆう給きゆう休きゆう暇かなどないからな」


「それに私し用ようで休むヤツだって思われちゃうし」


「その辺あたりはむしろ店長に休まなくていいのかと言われたくらいだから問題ないと思うが」


「でも……ダメだよ。私なんかのために、刻也君の大事な時間を割さいたらダメだよ」


「なぜかね？」


「見舞いに来てくれたのは嬉しいけど、ここにいたら刻也君にうつっちゃうかもしれないし、そうなったら何日も予定が狂っちゃうかもしれないし」


「……それはそうだな」


　刻也君は静かに私の言うことを聞いてくれているみたいだった。その表情はいつも通りに真しん剣けんで私には何を考えているのかわからない。


「だから手て遅おくれになる前に、もう帰って」


「そうは言っても……まだかなり熱ねつもあるし。ご両親もまだ帰ってきてないようだが」


「でも大丈夫だから……ただの風か邪ぜだし心配いらないから……」


　私だってこんなこと言いたくない。せっかく来てくれた刻也君を追い出すようなこと言いたくない。でも言わないといけない。このまま甘えたら、また後こう悔かいすることになる。


　刻也君は平気だって言ってくれる。でもそれは迷めい惑わくがかからないという意味じゃない。その分、刻也君は頑がん張ばるってことだ。今だって十分頑張ってる刻也君を、何もしてない私がこれ以上頑張らせちゃいけない。


「だから、もう帰って」


　そう告げるのはつらかった。でも言わないといけないという気持ちが言わせてくれた。


「…………」


　刻也君は何も言わず、黙だまって私を見ていた。


「君が帰って欲ほしいというなら帰るが」


「……うん」


「そんなに私は信用がないのだろうかとは思う」


　刻也君はそう言ってから、ひどく疲つかれた様子で椅い子すを探して、そこに座すわった。


「……えっと」


　私には刻也君の言った意味がわからない。そしてなんだかすごく怒られている気がした。


「確かに私は不ふ測そくの事態に対たい処しよするのが得意とは言えないが、それでも君の看病のための時間を作るくらいは出来るつもりだ」


「……そういうことじゃないよ」


　そう言ってから、でもそういうことなのかもしれないと思う。刻也君は店長や流輝に言われたとは言え、大丈夫だと思ったから来てくれたのだ。なのにそれを否定するのは、刻也君のその判はん断だんを否ひ定ていすることだし、信用してないと言われても仕方ないのかもしれない。


「では、どういう意味なのかね？」


　そんなつもりじゃなかったのに。私はそう思ったけど、言葉が出なかった。刻也君のためにと思ってのことで、刻也君の気持ちを踏みにじって怒らせてしまったのだ。


「……ごめんなさい」


　混乱した私は謝あやまるのが精せいいっぱいだった。


「謝れと言ってるのではない。どういう意味なのか説明して欲しいと言ってるのだ」


　でもそれが刻也君をさらにいらだたせてしまったみたいだった。


「……ただ、私は私なんかのために刻也君が振ふり回されることはないって」


　それに慌あわてた私はまた失言をしてしまう。


「振り回されてなどいない」


　刻也君は驚おどろくほど声を荒あららげて、それをハッキリと私に告つげた。


「…………」


　だから、もう私には何も言えなかった。一人、こんなつもりじゃなかったのにと思うしかできない。


「私はちゃんとリカバーできると思ったからここに来たのだ。それを君は振り回されてると表現するのかね？」


「……それはわかってるよ。でも、私なんかのために時間を割さいちゃダメだよ」


　私はもう言い訳なんて思いつかなかった。だからその気持ちだけを口にする。


「…………」


　それを聞いて刻也君は口をつぐんだ。


「…………」


　そして私も何も言わず、刻也君の言葉を待つ。


「君が私の受験のことで責せき任にんを感かんじているのは理解しているつもりだ」


　そして少し冷静な声で刻也君は話を再さい開かいしたみたいだった。


「……うん」


「しかし私はその失敗から学んだつもりでいる。だからあんまりそのことで心配しないで欲しいのだが」


　刻也君はゆっくりと頼たよりない声で、言葉を選えらんでいるみたいだった。


「……うん。ごめん」


「とは言え、こうやってそのことで怒いかりを爆ばく発はつさせているようでは、失敗から学んだというのも……実に信用できない言葉だな。これでは君に心配するなというのが無む理りな話だ」


　刻也君は一人、そうやって自分で結けつ論ろんを出してしまった。それはそして私の望のぞんでいたものとは全然違ちがうものだった。


「そ、そんなことない……私が気にしすぎてただけだと思う」


「だから、気にさせてしまうのは私が信用にたらない人間だということだと言ってるのだ」


「……そうじゃなくて」


　私は必ひつ死しに刻也君の言葉を否ひ定ていしようと思うけど、刻也君の言葉はなんだか理り屈くつは正しいみたいでそれを崩くずすことは私には出来そうになかった。


「私はただ、刻也君の負ふ担たんになりたくないの」


　だからその気持ちだけを口にした。何かもっともらしいことを言ったところで、刻也君には届く気がしなかった。だから一番言いたいことだけを言った。


「…………」


　刻也君は何も言えなくなってしまったようだった。それは私が何度もさっきから繰くり返かえしている言葉だったからかもしれない。


「…………」


　そして私も何も言えなかった。もう言うべきことは言ってしまったし、これ以上、何か言えばまた墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうで怖こわかった。


「情けない話だが」


　そんな沈ちん黙もくの中、刻也君はまたゆっくりと口を開いた。


「うん」


「今日、君の看かん病びようをしながら、私は君の役に立てているなと感じていた。普ふ段だんは君に心配させてばかりだから、君を心配するのも悪くない。そう思っていたのだ」


　刻也君はそう言って、ちょっと言葉を区く切ぎった。私の返事を待っているのかもしれないけど、私はまったくの予想外の言葉に何も言えなかった。


「だが意識を取り戻もどした君から出た言葉は、必要ないから帰ってくれだった。それで私は思ったのだ。私は君の役には立てないのだな、と」


「……そんなことないよ。嬉うれしかったよ。看病に来てくれたのは」


「でも君にとっては私が看病に来たのは望のぞんでいないことだった」


　刻也君のその言葉は有う無むを言わせぬ強さがあった。そんなことないのに、私には反論の言葉が出ない。


「確かに必要以上に負担を掛かけ合あうのは望ましくない。だが、この程度のことが君にとっては私の十分な負担ということなのだなということがわかった」


「…………」


　違うと言いたかったけど、でもそれは本当のことのような気がした。実じつ際さい、そう思っていたからこそ、私は刻也君に帰って欲しいと言ったのだ。


「そしてそれはきっと君の『私なんか』という言葉に関係があるのだろうと思う。なぜ、君は私に対して『私なんか』と言うのだろう？　私にはそれが理解出来ないのだが……」


「それはその……」


　なんでなんだろう。私は自分でもそれがわからなかった。でもそのせいで刻也君が怒いかり、そして悲しんでいるのだろうことは伝わってきた。


「君は私のなんなんだろうか？」


　そして刻也君はさっきとは別の疑ぎ問もんを口にする。


「私は……刻也君の彼かの女じよ」


　だと思うけど、そう言おうとしてなんだか自信を失って言葉が出なくなる。そのせいで、なんかすごい偉えらそうな言い方になってしまった。


「私もそう思っているのだが」


　でも刻也君はそれを否定したりはしなかった。むしろやっと会話の糸いと口ぐちをつかんだという様子で少し話す速そく度どが戻ってきたみたいだった。


「君にとっての人の彼女というのは、大して意い味みのある概がい念ねんではないのだろうか？」


「……そんなことないけど」


「だったら、なぜ、君はそんなに簡単に『私なんか』と言うのかね？」


「……そ、そうだよね」


　それでやっと刻也君が何を怒おこっているのかわかってる気がした。私が刻也君に遠えん慮りよしすぎるから、それを怒っているのだ。私がもっと刻也君の彼女らしくしてればいいのに、その自信がないからそうしなかったのが悪かったのだ。


「私は勉強やバイトをおろそかにする気はないが、鈴すず璃り君のことはちゃんと大事に考えているつもりだ」


「……うん。そうだよね」


「つもりだけではダメなのだろうが……そんなわけで、私としては君にそんなに『私なんか』と連れん呼こされると……悲しいのだがね」


　刻也君はそう言ってすごく困ったというような顔をした。


「ごめんなさい」


　だから私は素す直なおに謝あやまれた気がした。


「風か邪ぜのせいで、自分でも驚おどろくくらい弱気になってたみたい」


「……そうか」


「でも……本当に大だい丈じよう夫ぶだから。ただの風邪だし、そんなに心配しないで」


　それはさっきも言って刻也君を怒らせてしまった言葉だったが、さっきよりずっと私は本心からそれを言えたと思う。


「了りよう解かいした」


　だから刻也君は真ま面じ目めな顔してそう答えてくれた。


「しかし次から君に心配されないように勉強道具を持ってくるべきかもしれないな」


　そしてどこまで本気なのかそんなことを呟つぶやく。


「次に風邪引ひく頃ころにはもう、司法試験も受かってるんじゃないのかな」


「……そうだな」


　刻也君は私の言葉にちょっと笑ったみたいだった。


「お腹空すいてるかね？」


　そしてそんなことを刻也君は聞いてきた。


「……ちょっと空いてるかも」


「では簡単におじやでも作ろう。台所を借かりてもいいだろうか」


「……刻也君がおじやを？」


　なんだか意外な提てい案あんだなと思うが、よく考えてみたら一人暮らしをしているのだし、それくらい出来て当然なんだなと気づく。


「嫌きらいかね？」


「ううん。刻也君が作ってくれるなら、喜よろこんで食べる」


「じゃあ、少し待っててくれたまえ」


　刻也君はそう言って立ち上がると私の部屋を出ていった。


「……あれ？」


　それで気付いた。私はパジャマで汗あせかきっぱなしで、そしてそんな私のすぐ側そばに刻也君がいたのだ。しかも寝ねていた。それは冷静に考えるとすごく恥はずかしいシチュエーションだ。


「ど、どうしよう……」


　もう焦あせっても手て遅おくれなんだけど、私の頭の中はまたぐるぐるとし始めた。


「と、とりあえず、着き替がえないと……」


　私はそう呟くとベッドを抜ぬけ出して、タンスへと向かう。そしてきっと慌あわててたのだろう。だらしなく、歩きながらパジャマを脱ぬぎ始はじめる。


「鈴璃君？」
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　その時、また刻也君の声が聞こえた。振ふり向くと、刻也君がドアのところに立っていた。なぜそこにいるのかわからなかったけど、きっと台所の配置がわからなくて、それを聞きに戻ってきたのだろうと思う。


「きゃ─────────────────────────！」


　でもそんな私の思考とは別に体は悲鳴を上げていた。しかしそれを止めるのは無理ってものだと思う。


　だって刻也君にこんな恥ずかしい姿を見られちゃったんだから……。






　あとがき







新井輝「さて、今回は短たん編ぺん集しゆうです。ちなみに本ほん編ぺんを読んでない人にために説明しておきますと『ROOM NO.1301』というシリーズの短編集です。『おとなりさんはアーティスティック!?』というのが一巻とは書いてないですけど、最初のヤツです。今回の短編集は、基本的に五巻まで読んでもらってキャラクターを把は握あくしてもらった上で読むものとして考えられてますので、あらかじめご了りよう承しようください」


鈴璃　「……あらかじめご了承くださいとかあとがきで言ってもね」


新井輝「ま、そうなんだけど。読んでわからなかったら、あとがきをチェックしてくれるかな、と。実じつ際さい、どのタイミングで読むものか後でわからなくなったりするかもしれないし」


鈴璃　「なるほど。あんたにしてはちゃんと考えてるじゃない」


新井輝「まあ、普ふ段だんは無む意い味みに危き険けんなことをして『あれって大丈夫なの？』と口コミで話わ題だい沸ふつ騰とう中ちゆうだからね」


鈴璃　「口コミで大人気ってそういう意味だったの!?」


新井輝「まあ、それは冗じよう談だんだけどね。今回は、ちょっと真ま面じ目めにやっておこうかな、と」


鈴璃　「しかしなんでいきなり心を入れ替かえたわけ？」


新井輝「いやあ、ホームページで『僕の考えたROOM』ってのを募ぼ集しゆうしたのにほとんど来なくてネタが無いだけなんだけどね。というわけで、応おう募ぼしてくれた方には申もうし訳わけないですが、紹しよう介かいするコーナーは中止になりました」


鈴璃　「……そんなんで真ま面じ目めにやるんだったら、ネタなんてない方がいいんじゃないの？」


新井輝「まあ、その辺は今回の反はん響きよう次し第だいかなあ」


鈴璃　「それは真面目じゃない方がいいかもしれないってこと？」


新井輝「なんて言うのかなあ。作者には二種類の人がいて、それは尊そん敬けいされる人と痛いヤツだとののしられながらもファンがその尻しり馬うまに乗りたがる人なわけだよ。で、僕は自分では後こう者しやだと思ってるので痛さを振ふりまいていたというわけさ」


鈴璃　「まあ、あんたを尊そん敬けいしたいって人がいないでしょうけど」


新井輝「とは言ってもこの本の反響がわかる頃ころには次の巻は書き上がってたりするかもしれないけどね。ま、漫まん画が誌しとかで言うところの第一話が載のったばかりのはずなのに『早くも大反響』みたいなヤツだな」


鈴璃　「……今使うには、すっごく不ふ適てき切せつなネタな気がするんだけど」


新井輝「次は無む理りでも、その次とか、次の短編集には活いかしますって話」


鈴璃　「え？　次の短編集なんて出るの？」


新井輝「まあ、それも反響次第だなあ。とりあえず四月発売の『ファンタジアバトルロイヤル（※ドラゴンマガジンの増ぞう刊かんです）』に今回は掲けい載さいできなかった短編が載のってるし、七月に出るのにも載るから、そんなに書き下ろしとかしなくても出るんじゃないかな、と」


鈴璃　「えっと……本編の出るペースにもよるけど、『ファンタジアバトルロイヤル』は季き刊かんなんでしょ？　だったら書き下ろしなんてしなくても、本編が終わる頃には一冊分になるんじゃないの？」


新井輝「それもそうかもしれないけど『ファンタジアバトルロイヤル』は、単行本で追っかけてない人へ配はい慮りよして〝ストレートにエロい〟を合言葉にやってるので、書き下ろしをしないと全部エロいことになってしまうわけだよ。ちなみに四月掲載分は『僕と綾さんと雪せつ辱じよくの痴漢プレイ』というタイトルだった」


鈴璃　「……えっと。どこから突っ込んでいいかわからないけど、それがマズイなら止めればいいんじゃないの？」


新井輝「止めたら、そもそも載のせてもらえないだろう」


鈴璃　「エロい以外の評ひよう価かがないの!?」


新井輝「ま、そういうわけでもないけど、色々あるのさ、大人にはね」


鈴璃　「……正直、あんまり色々はなさそうだけど、ま、いいや」


新井輝「そうですか。しかし今回はやけに穏おだやかですね」


鈴璃　「短編集とは言え、ちゃんと出れたしね。刻也君とのラブラブな話だし」


新井輝「そうか、それは良かった。あのオチは秀しゆう逸いつだったしな」


鈴璃　「……あのオチ以外はなんの不満もないって言うつもりだったんだけど」


新井輝「その辺は意見に大きな相そう違いがあるようだ。しかしまあ、あの後、二人がすっごく親しん密みつになったのだから良いオチと言うべきじゃないだろうか」


鈴璃　「……い、いやらしいこと言わないでよ！　私と刻也君はそういう関係じゃないんだからねっ！」


新井輝「そうなのか……この新井輝の目を持ってしても見み抜ぬけなかった……」


鈴璃　「いや、別にあんたの目が鋭するどかったりはしないし」


新井輝「そう言われてみるとそうだな。じゃあ、まあ、君との語かたらいはこの辺にしておいて、本題に入ろう」


鈴璃　「本題……なんてあったの？」


新井輝「実は今回はキャラクター紹介をしておこうかなと思ってね」


鈴璃　「ああ、そういうの必要よね。もうけっこうな冊数になってるし」


新井輝「そうそう。僕もけっこう忘わすれててね」


鈴璃　「あんたが忘れてどうするのよ!?」


新井輝「いやま、僕も忘れてしまうくらいだから、他の人も忘れてるかなあと」


鈴璃　「……いや、絶対、そういう意味じゃなかったと思うな」


新井輝「とにかく、人物紹介なのだよ！　行くぞ！」


鈴璃　「はいはい」





▼忘れっぽい僕のための『ROOM NO.1301』登場人物紹介（ネタばれアリ？）


○絹川健一（きぬがわ・けんいち）　十五歳さい


　瓶かめ井い戸どに住む高校一年生。自分はモテないと思って生きること十五年。しかしクラスメイトである大海千夜子から告白されたのを機きにモテモテ人生に？　結けつ果か、次々に女性と関係を持っているが、その後、付き合うことになった千夜子とはプラトニックな関係のまま。


　案あん外がい、肉体関係を結んだ相手とはうまくいってないようなところも。


　公園で謎なぞの鍵かぎを拾ひろい、桑畑綾の導みちびきで通つう称しよう・幽ゆう霊れいマンション（※正しくは有馬第三ビル）の存在しないはずの十三階の存在を知る。現在は家を出て、１３０３で冴子と同どう棲せい中ちゆう。


　口癖は「僕に恋愛は向いてない」。でも口には出してないので口癖じゃないかも。





○大海千夜子（おおうみ・ちやこ）　十五歳


　健一のクラスメイトで表向きの彼女。真面目でけなげだが、オクテのせいか健一に相手にされてないのか、三か月付き合ってるというのに大した進しん展てんはない。


　健一が他の女性と色々と関係を持っていることには気付いてない様子。もしその辺りが発覚したらどうなるのかは、この先の見どころ……なのかもしれない。





○桑畑　綾（くわばたけ・あや）　十八歳


　幽霊マンションの１３０４に住む不ふ思し議ぎな人。世界的に有名な造ぞう形けい家かで背が高く美人で胸むねも豊ゆたかだが、性格的にはかなり尊そん敬けいできない感じの人。よく言えば自じ由ゆう奔ほん放ぽう。


　健一を一目見て気に入り、部屋に連れ込んだ上に襲おそうという暴ぼう挙きよに出たのが原因なのか以い降こう、健一との肉体関係はない。


　本文には一度も描びよう写しやがないが、ぺろぺろキャンディー付きの帽ぼう子しをかぶっていることで知られている……らしい。





○有馬冴子（ありま・さえこ）　十五歳


　健一のクラスメイトで、現在の同居人（つまり１３０３の住人）。本人いわく「エッチ依い存ぞん症しよう」で、男性と体を重ねないと寝ねれないらしい。いつ頃から、どうしてそうなったのかは不明。その他にも外では健一と話をしないなど、謎なぞ多おおき人物。よく言えば、ミステリアス。


　プロローグで未来の健一が回かい想そうするところによると、健一に二つほど『お願い』をしたらしい。その一つは「私のこと絶対、好きにならないで欲ほしいの」であることはわかっているが、もう一つは？　それはそうと『お願い』ってなんだかエッチな響ひびきもありますよね。





○八雲刻也（やくも・ときや）　十五歳


　健一のクラスメイトで、１３０２の住人。その真面目な性格から綾に『管かん理り人にんさん』というあだ名をつけられる。


　眼鏡めがねで長身で、成せい績せき優ゆう秀しゆう。将しよう来らい、弁べん護ご士しになるわけでもないのに、司し法ほう試し験けんに向けて頑がん張ばっている。妹の狭さ霧ぎりいわく「あの人はバカなんですよ」とのこと。よく言えば、真面目。


　あまり自分のことを語ろうとしないこともあって、けっこう謎の人物。なぜか粗そ大だいゴミが違い法ほう投とう棄きされているところに通ったりしていて、勉強一ひと筋すじというイメージと外はずれるところも？





○窪塚日奈（くぼづか・ひな）　十五歳


　健一と同じ学校に通う双ふた子ごの美少女の妹の方。１３０５の住人……のはずだが、基本的にシーナと名な乗のり、現在は『シーナ＆バケッツ』のヴォーカルとして活かつ躍やく中。


　シーナの時は無む謀ぼうとも言えるほどに行動的だが、日奈本人はかなり人見知りらしい。よく言えば、控ひかえ目な性格。実の姉、窪塚佳奈に恋する乙おと女め（？）だが、その想いを告げることが出来ず、日々、悶もん々もんとしているらしい。


　未来の健一によると「日奈ちゃんとは……友達だったから」ということだが、この先、二人の関係はどうなっていくのだろうか？





○絹川蛍子（きぬがわ・けいこ）　十八歳


　健一の三才上の姉。健一が通っている比良井高校をこの春に卒業、現在は都内の美大に通っている。常つねにムッとしているようなイメージ。黙だまっていても迫はく力りよくがあり、美形ということもあって存在感はかなりある。よく言えば、美人で素す敵てき。


　偉えらそうな物言いが目立つが、人間関係的には不ぶ器き用ようなところも多く、健一のことが好きなのに仲なか良よく出来なかったりしていた。その気持ちをついに告白し、親しん密みつな関係になるも、両親の突とつ然ぜんの帰き宅たくにより引き離されることに。リベンジは近いのか？





○鍵原ツバメ（かぎはら・──）　十五歳


　健一のクラスメイトで、千夜子の親友。彼女いわく「健一とは友達の彼氏というだけ」ということだが、けっこう仲なかがいいような気もする。


　思い込みが激はげしいうえに惚ほれっぽい。そのため、ついたあだ名が『恋多き女』。でも色々あって彼氏はいないらしい。よく言えば……よく言えば……。


　千夜子が呼んでるのか、自分で望んで来てるのかは不明だが、健一と千夜子にとって何かイベントっぽいことがある時は、ちょくちょく顔を出していて正直、鬱うつ陶とうしい。





○窪塚佳奈（くぼづか・かな）　十五歳


　健一のクラスメイトで窪塚日奈の双子の姉。学校では双子の美少女として知られており、『カナヒナ』とか呼ばれているとか、呼ばれてないとか（※そんな描びよう写しやありません）。


　怒おこりっぽく、警けい戒かい心しんが強い性格で、それが元で健一を一方的にののしる場面も多た々た。よく言えば、自分の価か値ち観かんを大切にしている。


　日奈の気持ちには全く気付く様子もなく、日奈が隠れて何かをしているのは健一に片思いをしているからだと誤ご解かい。それが原因で一ひと波は乱らんあるのか？





○錦織エリ（にしきおり・──）　？歳


　美術関係のプロモートなどを生なり業わいにしている女性。綾のプロデューサーを自じ称しようしており、実じつ際さいに数々の作品を世に出している。


　迅じん速そくかつ強引な行動力の持ち主で、それが時には嫌いやみに映うつるほどらしい。よく言えば、仕事ができるということだが、過すぎたるは及およばざるが如ごとしという言葉もある。


　綾から聞いて健一に並なみ々なみならぬ興きよう味みを抱いだいていたため、彼を騙だまして自分のオフィスに連れ込んで関係を結むすぶ辺あたり、自分の欲よく望ぼうに素直。しかも悪いとわかってやってるので始し末まつが悪い。





○九条鈴璃（くじょう・すずり）　十五歳


　刻也の彼女……らしいが、なぜか刻也は周まわりに秘ひ密みつにしている。そのため、本編には未いまだに登場していない。


　感情の起き伏ふくが激しく、体の起伏も激しい。身長は小学生並だが、胸はグラビアアイドル。よく言えば、そういうのが大好きな人もいるから大だい丈じよう夫ぶです。





○有馬静流（ありま・しずる）　十八歳


　蛍子の元部活仲間で、冴子の腹はら違ちがいの姉。趣味は男あさりで、高校生の頃はかなりの人数の男と関係を持っていたらしい。それで『誰とでも寝る女』などと噂うわさされるが、本人はいたってあっけらかんとした様子。よく言えば、大物。





○三条宇美（さんじょう・うみ）　十八歳


　蛍子の元部活仲間で、現在も友達。かわいらしい外がい見けんだが、けっこう頭の回転も早く、したたかな一面も。蛍子の持つ美術の才さい能のうが原因で絵を描かくことから一時期離れるが、その後、ちょっと別の世界でその能力を活かし始めたらしい。





○大海　悟（おおうみ・さとる）　十八歳


　千夜子の兄。去年、比ひ良ら井い高校で蛍子や綾と同じクラスでもあった。


　蛍子のことをけっこう気にしているが、蛍子本人からはかなり警けい戒かいされている。千夜子いわく、「下品」とのことだが、まあ男ってそんなもの。よく言えば、男らしい。





○荒幡先生（あらはたせんせい）　四十二歳　※フルネームは未み登とう場じよう


　比良井高校の美術教師。美術部の顧こ問もんとして、蛍子の過去編で登場。


　会社で言ったらきっと窓まど際ぎわみたいな位置づけだが、若い頃から抱いだき続けた美術への想いは消えることなくその心の中で燃もえている（多分）。





○飯笹君（いいざさくん）　十六歳　※フルネーム未登場


　佳奈の元彼氏。冴子と関係を持ったことを佳奈に言ってしまったため振られる。そのことで冴子に逆さか恨うらみをしていて、冴子と一いつ緒しよに歩いていた健一に八つ当たりをしたことも。


　とりあえず、あんまり頭はよくない感じ。よく言えば、男らしい。





○八雲狭霧（やくも・さぎり）　十四歳


　刻也の妹。鈴璃とは小さな頃からの知り合い。同じ中学だったため、『先せん輩ぱい』と呼ぶ。


　何なに事ごとも好こう意い的てきに受け取る楽らつ観かん的てきな性格。でも、兄である刻也にはちょっと辛から口くち。





○九条流輝（くじょう・りゅうき）　十三歳


　鈴璃の弟で、狭霧の後こう輩はい。バスケ部には入らず、日々、バスケのシュートの練れん習しゆうをしている変わった中学生。中二ながら背が高く、鈴璃との身長差はすでに三十センチ以上。





※その他、健一の両親、千夜子の母、綾の母、冴子の母も登場。


※冴子の父は「有馬十三」という名前があがっているが登場はしていない。


※刻也の師し匠しよう（？）のゲンさんというキャラクターも名前だけ登場している。





担当Ｋ「──で、オチは？」


新井輝「今回は真面目なのでオチはありません」


担当Ｋ「ま、そういうのもアリかな」


新井輝「じゃあ、それで」







二〇〇五年　五月　　　新井　輝
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